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近年 の北海 道 ･カ ラフ ト周辺 の ニシ ソ

(Clupeapallasl-C etV.)の状態について

近 藤 平 八

(中央水産試験甥)

Onthecond.一ionsofherring(C/吋eaI,alLaSllCLLVlereL

VLZle′LCie't/7eS)inwatersaroundHokkaidoand

Sakhal)ndurmgrecentyears･

HeihachlKoNI)0

InthlSrepCr【.theauthor(llSCuSSeSthecalchdataOfherrlngOnthecoastsOfHokkaldoand

SouthSakhatlnEroTr-1921to1950andthecatch,ageandbodylengthdatafrom1951to1963and

com paresthemwlththoseofsomesepar.lteareastnllokkludoandSouthSakhalln-

LnconsequenceoEthis,theauthorgotthefollowlngInferencesandeoncluslOnS-
A5LhepecullartL)0(hernngpopulat10m1936-1950,theauthorsugges15thenextFXnnLSlnaddltion

toHirano'SlndlCatlO｡(1961)

1)TheareいvherethesptlWnlngrunhadappearedbm menarrowlnNorLhem dlStr･Ct･

2)Everyyearclass】n19J1-1950wasthetypehavlnghlgh growthrate

The(lecreaseofcatchamountlnNorthernHokkaldoandtheexlremedecreaseOlthestockof

HokkaldO-Sakhalinherrlngappearedalmostslmultaneously

ln1950'sthelong-1lfegroups0日939-19-L▲lyearclassesappearedThoseoldagedgroupsspa-

wnedmalnlyonthecoastsOfHokkaldoandSouLh-1VesternSakha)lnandtheymovedLOtheTerp-

enlabayalterspa､VnLng

ThelWO-year-OldmaturegroupappearedflrStin1956on一heo泊StSOEHokkaldoand)n1957

0nthesouth-westooastsofSakhalin

Conslderlngfromthegrowthrate,Hokkaldo-SakhallnherrlngappearsOrLlyonthesouth-west

coastsolSakhallna55PaWlngrunreCenlty.

lnl%O,thepcpulatlOnS lnterChanged.nthesouth-westareaoftheSeaofOkhoISk,AnlVabay

andTerpenlabay Asaresull,OkholskherringWhlChllaSlowgrowthrateandspawnslnAnlVa

andTerpenlabaybecomesprevalent,LaklngtheplaceofHokkaldo-Sakha】lnherrlng.

ま え が き

Jt近の北海道,カラフトニ /～/ (以下ヰにニンソという)の救Jtは著しく賓過した｡1870年から1963年ま

での北海道.カラフト沿粋へ来還した産卵群の全軌集は,1890年代の後半から1900年代の前半までの80万-

100万 トソ時代を】瓦点とし,そのご全般的には減少較向をたどり,1959-1962年間には1千一4千 トソ,

1963年にはわずか170トソのみにすぎないOこのような鮫向はソ連邦によるカラフt.沿岸の索餌ニシソの漁

獲状況にもみられる｡すなわち,1万ト./以上を恥獲していた1950年代に比べ,ユ960年代には,それはl千

一8千トl/軽度である (-3Zl).日本によるオホーyク海南西部水域を主漁場とする沖合い漁獲も1959年以

降6千一9千 トソ礎盤にすぎない (袈2)｡

近年のニ/ノの数Jtの減少罪跡こついて,El本およびソ連邦の研究者に上るいくつかの見解がある｡それ
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らの多くは海洋条件の変化 (日本海北部およびその折接水域の温酎 ヒ)をその根本的なものであるとみなし

ている8すなわち,平野…)(1961),元田･平野 (1963).佐呑 ･田中 (19J9),7 ･Lヌ･スケニト.7ィド

フ (1952)およびグ三･エ ヌ ･アユノ./(1963)の見解がそれである｡

しかし.それらのうち.前二胤 土エッソの赦免の回復のために.海洋状態の復活が穀大先行粂件であると

考えているのに対し,後二者はそれとともに別な要素をも正視している点で相互に異なっている｡スケ:ト

ゲィrフは,193年以後の海況好転の期間に,ニンソの殺生がそれ以前の高水準ほどに回復しなかった有田

を産卵群の捷辞の低水中にあるとみている.すなわち,親子の数Jt開床を大きな要田とみているのである｡

また,アユンソは近年のニ/ソの鼓Jtの接少原田を海洋粂件のほかに漁獲の影響をもかなりEi祝し,かつ数

Jtの回復のためにじゅうぷんな故の親魚の来遊するまで数年間の旗漁が必要であると考えているのである｡

一方.7･エヌ･ブ.-;ト7 (1954),7･イ･'L,三十ソノエフ (1958)は漁獲の影書をニ/./の故Jt減

少の三田とみなしていろ｡プp.くトフは8本に上る小二yンの漁獲が,ル三十ソyエフは小二ンソ,産卵エ

ソ'/の漁獲がともに及Jtの凍少を招来したとしている｡

おおよそ以上のような近年のエッソの数丑変動の原因についての謂見解か鞭告されているが,ニyソその

ものについての系統的資料の分析はとくに近年のものについて少ない｡それは主として,ニ/ソの各1虫の賢

料が界2次大elこより日本とソ連邦の両EEに分割されていることに環司している｡

しかし,1957年以降日ソ漁業交渉が行なわれており,そのなかにこのニ/./も含まれ.現在年々漁獲およ

び生物学的諸賢料が完全ではないが交換され,カラフト沿樫のその各珪賛Hが入手されつつある0

本報文では,1921年以降1950年までの北海道,南カラフト沿脚こおけるエソソのめ搬鹿の変化と.1951年

以降1963年までの沿岸ならびに沖合い漁獲tお上び年令,体長●などの諸賢柑こついて若干のとりまとめ,

+ 尾又長｡以下体長とあるのはすべて尾又長｡

第 1表 近年の北海氾 ･カラフトニ y/の沿梓漁獲Jt+
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* 500トソー1499ト'/を1,000とし,499ト-/未満は 10トン虻まで記載｡
甫カラフト沿岸の 1957年までの漁獲王はア･イ･/レミヤ./ツエフ (ソ連邦漁黙諾1958年No4)に

より,1958年以降は日ソ漁業委員会を通じての交換資柵こ基づく｡
'+ カラフト北西岸の漁集JLを含む公井がある｡



第 2表 日本による北海道 ･カラフトニyソの沖合漁獲
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+ 1957年から操第

- 1955年以前にも若干のニ yソの混簾があった｡

分析をおこなっている｡取扱の南カラフト沿岸の繋料は.関係誰文献のほかに日ソ拘禁委且会に上って得ら

れたものに基づいている｡

取扱のニシソ市立は,El本では主として北海ji立水産試験場および北海道区水産研兜所 (1949年以前この

両者は北海道水産課鼓萌という名の同一練関であった｡)に1り.カラフトでは太平洋漁業海汗研究所カラ

フト支所 (在7ソトノダ*市)に上って行なわれているO

日本の漁獲統計資料は北海道庁および免林'J;統計調査部によるものであるo

ここに,これらの講横関の研究者および開床者各位に感謝の意を亥する｡また.本雑文のご校閲を凧 ､た

北海iZI立中火水産試験場の資源部長であり.ニシソ研究の指耳者でもある平野薮見氏に厚くお礼小し上げ

る｡

ll■E I4ぎE
第 1回 北海道.南カラフトおよびそれらの酔漢水域
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第2図 北海道.雨カラフト沿岸産卵ニシソの5カ年ごとの地域別平均漁獲丑の変化

上段%. 下段漁叢A Bi位 l千 トン

T 192111950の為才状淀

地域別の政策汝況を入るために北海道,カラフト沿岸を推冬岬以南,姓冬や-枝幸 (臣事を含む｡以下北

海道北部という).枝幸以南 (網元支庁管内のみ),カラフト南西岸,7ニワ軌 タライか滞 カラフト南

東串全体を含む)に6区分し (図 1参照),かつ5カ年ごとの各地妊別平均漁獲を作成した (凹2)｡

この期間の前半期.1935年までの漁獲の特赦は次のとおりである0両計軌切株冬岬以雨域の絶刈量,比率

の漸減仇向 (28万-12万5千 トソ,全域Gl.集のLuO%-175%),北海道北部域の横越性 (常に30タ6以上を
扶持),カラフト南西柑城の I,口期 (192ト 1925.1926-1930)の低位 (3万 トソ,47%.5万1千 ト

ソ.65%)とⅢ期の高位 (15万9千 トソ.222%),アユワ市域のn,皿期の.'fL_..楢 (25万8千 トt/,327

%.17万6千 トソ,24600')そしてタライカ市域のI,Il月中の,岡城としての1907年から現在までの間の

点高位の漁獲水準 (Ⅰ期5万 1千 トL/,80%,打期6万5千 ト./.82%)とm期の.L7._,減 (6千 トソ,08

cc')である.すなわち. この期間1921-1935年には南蔑漁顎のiP.孝の減少が王として7ニワ汚,カラフト南

西岸での相大で満たわれ,平均約70万 t.I/の魚島未申を保持していたことになるB

1921-1935年の期間は平野7)(1961)のいう前期群挨半期●に当り,平野はこの期間の生物学的特徴とし

て次の5項目をあげている｡ 1)産卵群出現区域の南部からの#次的揺少 (末期にははは横丹半島ま{･)｡

2;漁獲物中に苦令魚,とくに,4,5才魚が商卒である (本文JZ3)｡ 3)年令親戚の地域別相異性04)

比較的遅い軌期と長い的∬】0 5)識幾度補充群の高塀先度O

平野は1870年代-19糊 までのエッソを前期群.1939年-1954年頃までのニシンを後期群とし.193i
牢11938年をその間の移行期とみなしている｡
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上記の特徴に付け加えるべきことに成長度閑緑のことがある｡花村+(1963)によれば,1907-1925年こ

ろまでに発生した年顔料i後期に向かって快向的に低成長度型であり.192611933年ごろまでの年級群のそ

れはいずれも荊成長度型である｡しかし,それらの成長型にとくに両低あるいはその他の特異性が認められ

ないので.特徴として付加する必要はないであろうD

後半机1936-1950年の漁投の特数は次のとおりである. 堆冬岬以南城の急減 (8千-4万 トソ,32-

13.4%),前半期につづく北海道北部域の渡越性 (8万8千一21万7千 トソ,352%-636%),カラフト

南西岸域の前半期RJ抑こつづく比率の増大ないし防這い (18.6-575%),アニワ帯域の急減 (2千一5千

ト'/,08-16%),タライか朽域の前半期末期につづく低虻 (l千一5千 トソ,02-20%)o

このRfI間 (平野による後Wl群)のニyl/群の特徴について.前記平野7)は次のことを述べているD 1)産

卵群の出現区域が比較的狭い｡ (澱南方拡大のときでも研丹半島付近) 2)高令ニシソの絶対丑.比率の増

大 (本文玄3の苦令息の高比率参照)0 3)各地域はQi'共通の年令親戚｡ 4)漁期の早化と短化0 5)低幾

度補充群がつづき,ニンソ群の主体は1939年抜群のみ｡

前記花村によれは.1934-1939年ごろまでの年級群はいずれも低成長度 (本文図3参慨),1940-1947年

ごろまでの年級恥 ま高成長匪型でしかも,その後期のものはどよいOそのご1950年までのそれはやはりほと

んど著しい満成長度型である (表6,図3)｡したがって,この期間のはじめ,1939年までの年級群は低成

長変型であり,1940年-195O年まICほとんどの年紐群は高成長変型であるということになるO

かくして.この期間の平野による特徴に付加さるべきは,産卵群の出現区域が北方でも狭まったこと (メ

ライカ湾,7ニワ特の漁獲の著低比を指す).および上記のこの期間後期の著芯成長度の点である｡

第 3表 北海道沿岸ニ/ノの年令組成 (1921-1935,%)

ⅠL l95111963年のニシン群の状態

地域別5カ年平均軌姓 (図2)と,地域別,年別沿岸漁獲 (去り とから,この期1旨めその状況をみると

以下のとおりIC･ある｡1951-1955年は地域別の絶対丑でも,その比率でも前5年rrnと岡状憶である｡雄冬岬

以南城は.1936-1940年■十を除いて1926*以降のその減少偵向がつづき,1950年代の後半期以降は遂に皆無

斗 花村,北海滋の春二･/ソの漁況予司削こ関する研究,表10参照O北水研研究報告,No26,1963

+★ この期間中には突発的ともいえる漁獲の急減 (堆冬岬以南皆無,北海氾沿岸 1万3千 トソ,北海道+カ
ラフト沿岸8万 1千 トソ)が起った1938年を含んでいるQ
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状態となった｡北海道北部域も1958年以降皆無同様となり,その前年1957年には全域漁狸が1938年の最低記

録を下回り,そのご点近年の全域の皆無状態とtL:るのである｡すなわち,この1921年以降のニy･/の数量減

少跡こIi,北海道北部域が産卵群の出現区域として亜要な位置を占めていたのである (終期1956-1960年に

はカラフト南西岸域が全域漁糠の574%を占めているが.その全域漁弓削i平均2万 L千 トソにすぎない)｡

北海道,カラフト沿梓のニシンの年令組成資料 (襲4,5)から,約 1に目につくのは16才の編令にまで

も通したニ /ソ75'1.なおかつ産業的意義をもつほど多血に出現したことである｡

1945年以軌 北海道沿岸のニyソの年令鼠成資料は8才以上i,8才魚に含めて作成されていたOこのこと

からだけでも,それ以上のql令魚が当時,漁業上大きなjE.並をもっていなかったとみることができるであろ

ラ.加えて,1921-]935年の年令組成資料 (表3)から,せいぜい10才く･らいまでのfftが,ときおり比較的

高率で現われたのみであると推定されることは.少なくとも10才以上の魚が唖めて少丑であったことの証明

となるであろう｡平野9)(前出)紘,これらの高令魚が過去にいく度か産卵を阻止*された結果,繁鮭のた

めの適応として長命化の特性を得て出現したと考えている.しかし,ヴエ エヌ･7-シL/ (前出)紘,そ

の長命現象はその当時ニシンの数蕊に対して軌獲強度が低く,汲弟が非らん護的状態にあったためであると

している｡ニy/が産卵期前の高温によ･'て成熟LtJ:い,あるいは成井壬ル ても異常卵を生ずるということは

ill;r和(1962)に上る-/ノJ{ル (SebEJSIeslac.-luto〝SkH (STErNDACトINER)),の飼育実験からあり得ることと

示唆される◆書.それゆえ,平野による産卵不行為説は根拠のあるものといえるC

これらの高令群の出現原因はともかく.実際には北海正治梓では1939-1942年抜群に.カラフト沿岸では

1939-1944年抜群に明らかに長命現象が起こっているのである★■●Oそのご各年紐帯は漸次艮命性を失な

い,1953年級以後の年抜群は北海道-,カラフト沿岸とも以前と同様,あるいはそれ以上激し､短命性を粥びて

いるのであるo

次に地域別,年令組成資料は高令群 (この場合7才魚以上)の産卵後の移動について示唆している｡それ

は7･デ ･ドルウノニソl)(1963)の節論を泊証し,補足するものである｡カラフト沿梓のニシソの年令組

成資料には,南西岸の索餌二./ソのそれがなく.またタライカ巧の索餌ニ/-/については1956年以緑のそれ

よりなく不完全なものである｡しかし,上記ドルウジニソ1)は191711958年のカラフト西料こおける産卵群

中の主群が高令魚,索餌群中の主群が君命他である原田を,標識放流結果からその577令群が産卵後すく･オホ

ーyク海へ移動するためであると結論した0-刀,年令組成資料は,高令産卵群がタライカ朽を除く北海道

(El本海側を主とする),カラフト沿梓全産卵城 (7ニワ湾では少ない)に現われ,そして岡索郎群は7ニ

ワ湾では皆無あるいは少丑であり,タライカ掛 こ比較的多く現われたことを示している.また,上記ドルウ

リニソ1)により,カラフト酉1'f主の索郎群中には君命魚の優勢であることが示されている｡したがって,北海

追,カラフト南西群および7ニワ汚沿岸で産卵した高令群が東餌群として,タライカ粥へ移動したというこ

とが容易に推定されるのである｡タライカ湾での高令索飼群の絶対的牲丑が少ないのは,1956年以降はすで

に指令群の政見が液少期にあったためであろう.1955年以前の数年掛こけ,多分タライカ湾へ苅令群の多丑

の来遊があったものと推定される｡近年のニシ./の分布,回遊については,前記ドルウ･)エソl)の標茄放流

結果に基づくものと,平野IO)(1961)よび近藤 ･中LLl(1958)による想定とがある｡ここでは,それらの詳

細な検討および危近のニシソの分布,回遊の想定を別の機会にゆすり,以前と最近年のそれのもっとも大き

く犬なる点を紀しておくのに留めるoそれは親魚の主越冬切が日本海からオホーツク海へ移ったとみなされ

ることであるo (周知のように,以前には親魚の大部分は日本海で,残りの生涯を過すと推定されていたO)

+産卵阻止の較軌は近年,興満た卵巣卵 (一般に `̀死に子"と呼はれ.塩水匁理しても固まらない)をも

っこyソが目立って多く漁独されたことである｡三た,そのような界常卵は寒冷環境で成育し,親魚とし

ての数年を経た魚がそのご温暖環境にそう過したために生じたと推定しているO
+一m抑土工/ノノミルについて種々の興味ある知抜を行なった｡そのなかに前払 (20oC)で周年飼育実験例
があり,その際 川魚はよく成長するが.産卵J卯こ遥しても成熟しなかった日,と述べている.

… ここIC･は,日本とソ連とでとくに高令魚について年令査定に冶いがあるかも知れないということを考え

ておく必努がある｡
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年令取成資料が示す最後の大きな近年のニシソの特故は,北海ji沿軌 カラフト南西岸における2才で成

熟に達する (それ以前の成熟点若年令は3才)ニシソのはじめての出現である｡アニワ帝とタライカ帝では

少なくとも1951年から2才成熟群が存在 (表4i,g)している｡両地域へは以前おJ:び近年においても.

地方的魚群◆の出現することが知られており (鹿田･小久保,1927,7･デ･ドルウ･}ニ/2)･3),1957) ま

た,いまのところ7ニワ湾.クライカ湾に近年はじめて2才成熟群が出現したか.否かということを推定す

る材料はない｡ しかし,カラフト而西岸では2才成熱帯が1957年 (1955年抜群)にはじめて出現したとい

うことは,7ニワ汚やタライカ湾でそれが少なくとも1951年から存在しているということからじゆうぷんに

示唆される｡また,北海並沿岸で1956年以降 (1951年抜群以降)2才成熟群が収集されたことは,多分カラ

フト南西群でのそれの出現と密接な関係があるに速いないし,そのことがまた1955年以前には北海道沿掛こ

も2才成熟辞の存在しなかったことを推定させるのである｡

ここ{･,痕近カラフト南西掛こ出現している2才成草魚群が北畠道 ･カラフト群か.あるいは異系統群かと

いう問題が残る一｡筆者は,カラフト南西掛こは以前から地方群とみなされるニッ1/が存在しないこと,浴

よび北海道.カラフトニyソの現在の産卵掛 まカラフト南西岸のみであると推定される (後述)ということ

から,同沿梓への2才成黙群の出現は海洋条件の変化による北海道 ･カラフトニシソの変只の結Aiであると

推察するものである｡

最後に,地域別,年令別平均鉢艮資料 (来6)から年級別にその成長曲線を作成 (図3)しそれらを比較

すると,近年,ニシー/の成長度が大きく変化したことが明らかに示されている｡北海道沿埠のニッ l/ (回3,

a){･は,1941-1953各年抜群がいずれも長年の平均成長度 (1910-195-I年の各年令の平均値からの)1り

大きく,現在までのニyソの兼高成長度掛こ展するものが多い｡これら高成長度群の各年令の中央値と現在

までの最低成長度群の一つである1939年抜群との平均と比較すれば,4才魚で約2cm,5才魚でも約2cnt

6才魚で約25cm の違いがみられる｡すなわち,1911-1953の各年抜群は連続して(とくに1918手放以後)

現在までのニシソの最高成長度グルー7'を形成していたのである｡一万,1956年以後の年抜群の体長は小型

化した｡それは現在までの庖低成長変群の一つである1939年級よりさらに小型のもの{･あるoそれは,1958,

1959両年級群に明らかに示されている｡すなわち, 1958年扱群は1939年抜群と比べて3才魚で約2cm,

4才魚で17cm小さい｡この成長度は北海道 ･カラフトニン./のそれと比べて,明らかに低く,北海道沿

粋の現在のニシソが局地的地方群暮付 とみなされる一雄比となるもの{･ある｡

カラフト南西粒のニッ./の成長安 (妾6,C,図3,C)についても,資料は1948年鋲以後のものであるが-

北海道沿岸のそれと同様位向が認められる｡すなわち,1948-1955各年抜群の成長変は北森芯の長年平均成

長度よりいずれも高い｡また,北海道沿岸の19J1-1953全年扱群の成長型と比べて,5才魚以上の急成長が

EI立っているが,北海道沿岸のエッソの場合にも1948年扱以枝のそれはほはその型をとっているCかくし

て,北海道沿〉Liとカラフト南西群の1948-1955全年抜群は成長丑においても,成長型においてもほとんど同

-であったとみることができる｡一方,カラフト南西llJの1958,1959年級群の体良も北海道沿岸の場合のよ

うに小型化しているoLかし,それは北海道沿仁王のそれと比べて,1958年抜群では3才魚で16cm,4才魚

{･も16m1,1959年抜群では3才魚で06cm いずれも大きい｡また,これらの両年抜群の体長は現在,北

海道,カラフト周辺のニyソのうち点も大きいものであるOこのことは.以前の北海道,カラフトニy/が

近年小型化しつつ,カラフト向西岸にのみ現われているということを示唆するものであろう｡

オホ-yタ海7ニワ湾南方水城を主漁号とする春nl沖刺し漁業に上るニ シソの年令別件長資料 (表 6b,

回 3b)は.1952-1956与年抜群の成長度が,1959年におけるそれぞれの年令までは北海道沿岸およびカラ

* 北海道.カラフトニy./以外のニy./を指す,以下同様｡

I+ 1956年に北海道沿岸に現われた2才成熟軌ま北海道 ･カラフト群であるかも知れないが,最近の2才成

熟群は,後述の理由でその沿岸特和の地方群に屈するものとみられる｡

+★+ほぼ1960年以降北海丑の日本海沿岸とオホ-yク海沿岸では.厚田付近とサロマ湖周辺とで少丑のニy

ソが漁麓されている｡しかし,後者の軌護が多く,標本数も多いので1958年紐以後の体長はサロマ湖周辺
のニシンのそれとみてよい｡



年 書

a)北海道沿岸

年次は年級を表わす.破線はその間の体長

資料のないことを示す｡

J'北浜 (1955)による｡

●●
b)沖刺 し網漁場

(主として*ホーyク海南

西部水域)

年次は年紐を資わす｡

7エワ■(丁)." イカ■(∫)

u Ⅳ Y Ⅵ Ⅶ YT∬ uJⅣ V Vl
年 令 年 令

C)南カラフト沿岸

年次は年級を表わす｡

★北浜 (1955)による｡

第3回 近年の北海道,カラフト周辺の産卵ニyL/の年級別成長曲線

7ト南西梓のそれと成長丑におよびカラフト南西岸のそれと成長丑においても.成長型においても同様であ

ることを示している｡また,1957年鋲以後の各年抜群の小型化も上記両地域のこ./ソと同様ICあるoさらに

1952-1956各年抜群には.19齢年におけるそれぞれの年令 (1952年級8才,1953-7才,195LI-6才,1955

-5才.1956-4才)時に,前年令時の体長以下になるという体長の短小化現象が起こった｡ (1956年級の
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みは3才から4才までの改良Jtの著少という形で)この現象は沖刺し網の網Elに原田するものではない●｡

それはまた,7ニワ帝.タライカ湾の1955,1956両年抜群でも同様に1960年のそれぞれの年令時に起こって

いろ (表 6C,図 3C),この現象から次のことを推定することができる｡ "1959年以前にはオホーツク海

南西部水齢こ北海道 ･カラフト群とオホーyク群 (仮称.7ニワ湾,タライカ河で産卵する)の2群が存在

し.かつ前者がtl券であった｡その北海道･カラフト群は南カラフト全治片へ産卵,東熊のために来遊して

いた｡しかし,1960年には北海逝 ･カラフト群が皆無状態とな.?て群の交代が行なわれ,それ以後オホーツ

ク群が鎌勢となった"ということであるG

7ニワ滑,タライカ沖の1957年級以後の年抜群の成長度は北海道沿岸,南カラフト沿岸のニンl/のうちも

っとも低いものであり,かつそれは沖刺し網漁業に上るニンソのそれに塀似している｡したがって∫前記の

ことや年令#U天が炉似していることからも,現在の春期のオホ-ツタ海南西部水域のニシソは大部分7ニワ

湾,タライカ渦へ向うものであると結論することができる｡

f r1

1) 未雑文では.1921-1950年の北海道.南カラフト沿岸の主として地域BIJ沿粋漁集の妓略の変化過程と

1951-1963年の同資料.沖合い漁等およびそれらの地域別年令.体長賛科について若干の考察を行なった,

2) 1936-1950年の間のエッソ群について,平野 (前出)が指摘した5特赦に- 111産卵群の出現区域が

北方でも狭まったこと (7ライカ汚,Tニワ拝の軌集の著低位の継統),L2)この期間の後期1911年扱以後

の年抜群はいずれも高成長皮製で･あったことの点を付加するべきである｡

3) 北海道北部域の漁獲比丑の低下と北海道 ･カラフトニyソの数tの桂皮の低下とは相前挨して起こっ

T二｡

4) 1950年代に1939-1944年級群に上る二･/ソの長命現象 (12才以上の魚群が軌護の耗比盃を占め.また

泉南18才群も観察された)が起こったOこれらの布令群は主として北海道.南カラフトの日本海側沿梓で産

卵し.産卵後paく̀タライカ湾へ移動していたもの推定される｡

5) 2才成熟群が北海並沿岸では1956年から,カラフト南西岸では1957年から観察されている｡この2才

成熟群は両地域でそれぞれ扱奏された年にはじめて出現したものと推定される.

6) 北海道沿岸の1958.1959両年抜群の成長齢ま北海道 .カラフトニシl/のそれと比べて明らかに低い｡

それは北海道沿岸の現在のニシソが局地的地方群であるというこの-証拠である｡カラフト南西岸でも1958.

1959両年鋲群は小型化したが,他地域のいずれよりも大型である｡したがって.現在{･は北海道 ･カラフト

ニシソがカラフト南西岸軌このみ (産卵群としては)出現しているとみなされる｡

7) オホーツク海南西部,アユワ再,タライカ帝では1960年に魚群の交代が行なわれた,その結果,7ニ

ワ汚,タライカ湾で産卵する低成長変型のオホーツク群 (仮称)がそれらの水域,沿岸では北海道 ･カラフ

ト群に代ってCl券となった｡

+ 北水臥 北水妖 (1961), "昭和35年度春期沖合にしん粥査報告日によれは.1960年には =沖刺網船の

大部分は61mTn(2寸自)ないし64mm (21寸El)の日合いの網を持っており,一方漁獲物の大部分は

約25cm をモードとする小型群であったDこれがため為正目合いとならず,したがって545mm (18寸

El).575mm (19寸El)の網の補給も漁期半ばから行なわれたが時すでにおそかった日とい う理由を

漁獲減少の-田としている.このことは1960年の沖刺し網漁獲物の体長が網ロに上って小さい方に偏J)て
いないということを明らかに示すものであるO
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第 4表 北海道 ･カラフト産卵ニシソの地域別,年令別漁換丑

a)堆冬以南 上段%,下段漁獲高 単位 100トソ

★ 天塩一厚田間の漁連が多く,そのうち揮EZ]のそれがもっとも多い｡
証 1951年一寿都以北.1952年一寿都以北.1953年-小侭のみ.1954年一余別以北.1955年一余市以北
1959年-入船以北.1957年-泊以北,1958年一古平以北,1959年-余市以北

第 4表 北海道･カラフト産卵ニンl/の地域別,年令別漁獲量

b)雌冬一挺辛● (北海道北部) 上段%,下段漁獲丑 単位 100トソ
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事 4兼 北海道 ･カラフト産卵ニ/./の地硬別,年令別漁麓主

C)枝幸以南 上段%.下段漁葦Jt 単位 100ト./

H III IV V VI V1I VHl lX 計

. すべてサロマ湖付近における漁獲である｡

■ 4表 北海道 ･カラフト産卵ニシソの地域別,年令別漁獲量

d)沖刺し網漁業●(オホーツク海を主漁場とする) 上段%,下段漁筆立 単位 100トン

･v v卜′IVIIVI日 .I X JYllx= X VIXlーllX 1-111計
1957

1958

03 46309 25125260 83
0.4 62417 31169352ll3
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02246 4.0 3.8 03

5.3942 0.5
3.459.9 03

06 6691J II
05 49680 08

20 230.8 1 1
27 3 1 】_0 1_4

1957年から漁業がはじまった｡
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* 4iE 北海道 ･カラフト産卵ニy/の地域別.年令別漁集t
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そのまま,
合計魚集壬から各年令の漁集丑を井出してある｡(以下同班)

B:I,湖959卸削減鰯
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第 4表 北海道 ･カラフ｢産卵 ニ ン/の地域別,年令別漁獲立

上段%,下段漁獲丑 単位 】00トノ

+ 1年ニンソ64%
… 100%にならない.
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井 4兼 北海道 ･カラフト産卵ニシソの地域別.年令別漁獲1
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第 5表 北海道 ･カラフト来所ニ/ソの年令別漁獲丑

a)7ニワ湾 上段%,下段漁捜丑 単位 100トソ
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書 6兼 北海道 ･カラフト産卵エッ ソの地域別,年令別平均尾又長 (Qn)

a)北海道沿岸

妄次 年令 .･IIH IV V Vl､一日 VlH lX I XI I"lxlllx】vlxv xvIXVll
24

25

24

15530
7

232324訂誠
だ

28.028930.1

26629731.I

7

29938
6

sr.

～il.F.282=rT.

8

211｢2

g
i

瓢3131瓢
な

3

Lr)LL7195

gS

g3訂Rg;g3

2

1

7

190

g!
㍊

Sj

別32割

3

0
..~
〕~

｢J山｣J矧｢8~

P
i
g3
g
3

Sa333

8

1〇
9

739

31

32

3~

記3332
し

.4
8

7

80.40

31

31

3~

3132記詑

8

7

157

g3
33

別別別

0

2

6

2Ln8

!q

S3

33

34別a;

4

7

0

115

記

S
L
別

封おa;

~笥

d
u

7JT･+

記

33

記

3334割

第 6表 北海道 ･カラフト産卵ニッl/の地域別,年令別平均尾又長 (cm)
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第 6 表 北海逝 ･カラフト産卵ニyソの地域別,年令別平均尾又長(cm)
C)南カラフト沿fTt
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礼 文 島船 泊 の IL ゾバ フ ソウニの生態 につ いて 第 2報

川 村 - 広

(中央水産試験場)

EcologicalStudleSOn theSeaUrchm,

S11･077gyloce771rot2LS〃lLermed7-TIS,On theCoastof

Funadomarlil一theNorth ReglOnOiRebun Island(Ir)

KazuhiroItAWAMURA

TheauthorhascarrledoutecotogtcalstudleSOntheSeaUrchln,SI10′JgyLoceJL/I0('IS"LlenlLed,L'5,
slnCe1962 Theresultsobtainedln1963areasfollows

I TheeastcoastlSShoaleT'thanthewestcoast OlltlleeastCoastSeaweedsgrow Irkareas

deeperthan15m,andtheygrowlnShallowerareasonthewestcoastTheproducLIOnOfseaweeds

ISlowerthanthatof1962

2 TherelatlOnbetweentestdlameterandageoftheexamLnedseaurchlnSISnearythesaTne

asthatof1962 TherelatlOnSbetweentestdlameterandbodywelghLcanberepresentedbythe

follo､mngforrnula､BW -045TD2帥(BW-bodywetght,TD-一estdtameler)

3 TherelSatendencytowarddecreaseofthetestWeightIndex､､･lthincreaseOflest'llameter

4 TestllelghtlShlgherthanthatol1962

5 ThellVlngdepthofeachagegroupLSnear)ythesameasthatoE1962 0neyeargroups

areveryfewexceptUennalandSukoton TllegroupsOf2and3yearsaregenerauyabundantln

everyl∝allty Ontheeastcoast,theadultseaurchinsarescarcelnareasdeepertllall30m

6 ThegutcontentlrldexISlargerthanthatof1962 ltlSIl一1nVerSeCOrrelatlOnlVLththe

gonad'ndexfromMaytoAugust,whengonadincreaseslnVOlume

7 ThedevelopmenlofgonadlsworsethanthatoE1962,andthegonadindexIS50一名0%tha【

of1962 ThegonadIndexbecomesmaxlmumlnAugust TtleSPaWnlngperlOdcommences)netlrl)r

SeptemberandendsprobablylnearlyOctober

8 TheseaurchlnSWhlChhavethedarkredpuncLaongoo.ld,appearWldel).lnthehabll.Tl15

wherethegrowlngOftheseaweedsISbad

9 1ntheclosedflShlnggroundofEdo),aseaurchlnSarenotmore■nnumber,andlargerIll

sIZethanthatoftlleflshlngground

10 ThegonadoltheseaurchlnSWhichweretransplantedEEOm Kuk.altOTheclosedflShLng

groundofHorodomarl,becomes37tlmeSlnVOlume,andbelLerlnco一ourlh'lnthatoEKuklaL,

becausethedarkredpunctaonthegonadbecomeslesS

昭和38年における船泊のエ'/バフソウニの漁獲量は生ウニ43355kg一粒ウニ2L.583kgで,前年の15

倍強に達しており,エl/パフソウニは抜海漁業の重要雀として大きな比盈を占めている｡著者は昭和37年に

おける当地先のエゾパフソウニの生掛こついて.本誌2号に報告したが,昭和38年にも引き続き網丑を行な

ったので,その結果を報告する｡
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0 1∝O m X伽 ▲抽 ■

- JIjE地■

第 1回 ZI 査 地 点 同

今回の内釜は6月25Eは･ら7月3日に行TL:った｡調査場所は前年Zq丘した西上泊,江戸良,弁財泊.両満

山,東上泊の他に宇退内,節古屯,燥泊,赤岩を加えた (約1図さ照)｡粥丘の内容としては,ウニの分

れ 生殖巣の発達状態などについて.前年との比較をすると共に,分布襟度を明らかにするために一応,

2×2mの陣取り明度を各地点で行なったD昭和37年9月にタキアイより椀泊ま熟区へ移放したウニの拶熱

効果を飼鼓した｡また,I,i,汎区の効果を明らかにする目的で,江戸監jた漁Lgで陣取りを行なった.2月から
9月にかけて,1-2カ月おきに房本採集を行ない,生殖巣の乱 丑変化などについて,調査した｡生殖鮎

の熟度の判定は崩赦汝例祭に3:ったが,他の方法は肘回のとおりである ただし,消化管内容物のZI生,漁

孝日報の分析はこの報告に含まれていない｡なお水深は内丘時の水深を計ったが,この地方は干辞の遊iZが少

なく.水深30mlの場所でも年間を通じてほとんど打出することはない｡

本文に入るに欠き立ち,預査の扶会を与えられた船泊魚農協同組合,■丘に当って,終始協力していただ

いた同組合書見.小坂竹松氏.ウニの珍書を実施した同風合青年私 様本採射こ協力していただいた各地先

の狙合点の皆掛こ厚くお札を申し上げる,



第 1表 駒 査 地 点 の 環 境
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岩 軌 玉 石

下

0

0以
40

なしなし

ホソダワラ瀬,イギス額,7ナ7オサ

ホソ〆ワラ耕,ケウルツタサ,ツノlTク,イギス期

ホ1/ダワラ双.スi;メ

o
O和
訓

却

詮 無節石灰藻はいずれの場所にも生えている｡



22

鼓 兼 と 考 ♯

1 Zt gt

船泊の東海r'!と西海岸では水深の変化,海溝の生育状態などが大きく典な19ている.西海粒の西上泊.宇

遠内では.水新 王急速に深くなり,水深45mになるのは箆棒70m以内である｡一方幌泊から赤掛こかけ

ては速決で.水深45mに逮するのは臣梓100-200mである｡節古屯叩附近は西上泊と同じく,距梓70m
で水深45mになるが,それより速くなってもあまり深くならない｡これは沖tNに海馬島があって,邪古虎

岬とのr伽 't比較的軌 ､海峡にな･'ているためである.江戸星の付近は水戻 1m く･らいまで水際からすぐに深

くなるところが多いが,lrn以深は比較的なだらかに深くなり,水珠d5mにtJ:るのは鮭岸250mである｡

丘flIi東西両樺ともに岩盤または玉石である｡東海岸の方が玉石の大きさが小さい憐向がみられるようであ

る｡

海誰の生育状態は前年に比較して非常に懸い.究海岸では-鰍こ水深15m以深に海藻が多く,浅いとこ

ろには少ない｡西海岸の酉上泊では水深 15m以枝に海港が生えているが.乍適内では水深45mでも生え

ている.各地点に生えていた海藻の種類は第 )Jそのとおりである｡
2 ウ=の大きさと年令およびJiJL

軒2回 a,b は各地硬の全体の穀径乱荻を苫分率で示したものである｡これは各飼養地点の個体数をその

まま合計したもの{･ほなくて,ZI査地点の鮭梓距tに益があるため,臣岸臣鮭に比例さして修正したもので

ある｡ これによれは-,穀径1cm 末弟のところに一つのモードがみられるのは宇遠内と須古屯である｡この

2-5mm の大きさのウニは前年には各地に出現しており,また嘗老ら (1962 63)の忍路のおける研究結

果からも.この大きさのウニが1年ウニで昨秋発生したものであることは間違いないと考えられる｡

殻径1-2- 台にモードのみられるのは.はは全地域にわたっている｡ これは2年ウニに相当すると考

えられるが.宇遠内ではあまりはっきりしていない.東海相の東上FEl.赤岩では他の場所に比托して1cm

台のウニが多く,ある程度成長の差を反映しているのではないかと思われる｡特に文上nでは1cm未満の

ウニも多いが,普通この時期の 1年ウニの場合には祭の色は赤みをおぴた白色{･,轍ももろい怖r如 '1あるが

字 速 内 gt舌 屯A

政 経 (-)

第 2図8 地域別政経取成 (%)
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lt 泊^ ^ Jtlt + LLl

粒 径 (e･.)

第 2回b 地 域 別 筋 経 組 成 (%)

第 2女 工'/′くフソウニの年令と大きさ (殻径)

このウニは敏の色は技で,蕪も聞く1年ウニIC･はないと考えられる｡

次のモードが 3cm 台にみられるのは宇速内.西上泊.須古屯.南高LLl,瀬上泊,赤岩である｡幌泊.江

戸度では 3cm 台にはモードはみられず, 4cm 台にある.これらが.いずれも3年ウニのグループを代表

しているかどうかはっきりしない｡この大きさのウニは.採典場所が少し異なると異なった鮫径組成を示す

ことが多く.回が実際にその地域のウニの穀経鼠戒を正確に反映しているかどうか疑がわしい点もある｡し

かし,定住 3cm 台のウニの多くは3年ウニであると考えられる｡

敷径 4cm,5cm 台にも各地で小さいモードがみられるが.個体畝も少ない萌合が多く,それらが年令を

代=Rするものであるかどうかはっきりしない｡しかし,敷径 4cm 以上のウニは大部分成熟可能な成体ウニ

であることは前年同様であるO

エ/パフソウニでは,2･3の他社のウニでみられるような年令形Eを使って年令を推定することは今の

ところ囲姓である｡そのため著者ら (1963)は忍路再のニ/,:7ソウニについて数年にわたって,穀径の度

数分布とその変化を研究し.3年ウニまでのウニの大きさと年令の開床を明らかにした｡また古土 (1963)

は北海道南部のエ′,:7./ウニについて,殻径の皮衣分布から年令を推定すると共に,飼育訳等かこ上って推

定を煮付けた｡これらの研究結果は妨2表のとおりであり,船泊のウニは忍路のウニに似ている傾向がみら

れるが,2年群はいくらか小さいよう{･ある｡

ウニの大きさと丑tの閑齢主筋3回にみられるように,曲線の形になり,次の式ではば示すことができる

が,大きくなるに従い,個体に上る変化もかなり認められる｡

BW+045TDH○(BW一体丑.TD一恵径)
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J 2 3 4 5 6 7

教 徒 (cq)

第 3回 筋 経 と 重 丘 の 関 蘇

3 較径と穀tJL指数の肌係

第4回は穀径と穀盤土指数の関係を示したものであるoこれによれば.小さいウニほど,恕孟丑指数が高

くなっており,大きくなるに従って.小さくなる悌向がみられる｡これはウニが大きくなるに従い,相対的に

款の盃･tb;勧 しなくなること絹 味していると考えられるO同断 ことは肥満度(品 ×10)
にもみられる｡これらのことから･生殖巣- を 讐 墓霊と ×10で示す齢 に･小さいウニは大きいウ
ニに比較して,生殖巣の発達状態が実際よりも小さく計井される結射 こなることになるTi｡ 駁径 3cm 台の

註 エl/ノミ7-/ウニの生殖巣の丑的な発達状態を示す生殖巣指数の袈わし方には今までに次のような三通り

の方法があるo

l晋 ×100(Fuj11960' 2 ii聖霊賢 ×10(川村,1細 63.- 試 62)

3 頂諾讐霊訂 xlO(川村 1963)
1の方法ほどの様な大きさや形のウニでもはっきりと生殖巣の丑的な発達状態を示すのに一番正確であ

るが,一度に多数のウニをiRlI定する場合に体街の測定に時間がかかり過ぎる不便さがある02の方法は測
定も計井も簡単であり,歩留りをあらわすので実際的であるが,本文に述べたように,小さいウニでは乗

際よりも生殖巣の発達状態が低く計井される欠点がある｡3の方法は1,2の欠点を除く意味で良い方法
と思われるが,計井に時間がかかる｡前轍では2,3の方法を併用したが,表現が接雑になりやすい｡今

回は実際的なことに重点をおいて.2の方法で全て計算した｡



ワ(.2'･1..･

I:'.I.I?肇 転 ∵●●

較 性 (I-)

第 4回 怒径と軟玉JL指数の閑孫

相 主軸 -戯 訂×10

井5B) た径,P満比の度数分布

(定住4cm 以上)

ウニでは一般に浅いところに生息している個掛ま放血丑指数が高く,深いところに生息している個体は筋IB

JL:指数が低い悌向がみられる｡同棚のことは生殖典の発達状態にもみられることから.この大きさのウニは

生息場所の栄養粂件などにJ:って.穀や生敢巣の発達に影Vを受けるのではないかと思われる｡

4 奴径と穀高とのJb保

か径,扱高の比を穀径4m以上のウニについて.1962年,1963年の比較を示したのが荊5回で･ある｡1962

年には0.5上りも大きい但体が多く,1963年には05よりも小さい個体が多い｡つまり.1962年には取木が

商い個件が多く,1963年には取高の低い個棒が多かったことを意味する｡著者ら (1962,未発表)が忍綿湾
で研究した結果では,忍路の津い,海藻の鼻音な場所に生活している2.-3年 のウニは,冬から収にかけ

て.穀が平たくなり.3(の生井巣が大きく発達する時期には高くなる較向がみとめられた｡しかし,この傾

向は海護の全く生えていない,疎んの大きなウニではほとんどみとめられなかった｡また同一の生息場所に

いるウニでも相当の個体差がある｡船泊のウニの切合,後に述べるように1963年には生殖娘の発途が前年に

比較して悪かった｡このことは忍緒の例から考えて,前年に比較して.生活周期が選れていて,まだ穀が布

くなる時期に入っていなかったとも考えられるが,後述するように.クキ7イに生息しているウニのよう

に,捷端に生井典の発達の悪い個体では逆に非常にや高が高くなっている例もあるO今後ウニの摂る餌のE

Jtとその時朋的な変化が,穀型の成長の仕方にどのように閑適しているか明らかにする必要があると考えら

れる｡

5 ウニの大きさと分･布

第6-13回は各地域の水深別に2x2rnの枠取りをしたウニの殻径嵐庇を示したもの{･ある｡また,第3

表は大きさ別の2x2m当りの個体数を示してある｡前年の秋発生したと思われる1年ウニは宇遠内,須古

屯を除いてはほとんどみられない｡須舌屯,宇遺内でも水深30cmの場所に10m 平方当り1-3個体埋ま

であり多いとはいえない｡前年には多くの場所に大Jtに出現していたのに,今回みられた:かったのは,産卵

牧瀬が悪いか,浮滞JZlの死亡が多くて,発生JLが少なかったのか,民生に移行する付着萌所の粂件が悪く,

丘生に移ったウニが少なかったのか,あるいはもっと深い場所に生息しているのか.その理由は良く岸らな



地 域.水 深 別 較 径 丸 皮



地 域,水 深 別 殻 径 組 成
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いO西上泊では前年には,海藻の板の間に多くのl年ウニがいたが.今回は海藻の生育状態が煉めて懲く,

1年ウニも少ない.また答l古屯,宇遠内では海藻が比較的多く.海藻の椴の閲や,小石の下に1年ウニがい

たOこれらの点から.海藻の板の南条するような小さいウニにとって安定した生活場所の有無が1年ウニの

分布と関係があるとも一応考えられるが,前年には,海藻の比較的少ない南布山などでは小石の下に多数生

息しており.それだけの理由では説明がつかない｡また,江戸足で漁民から恥 ､た話によれば.5月ごろ水

第 3表 地域別,水深別.大きさ別 4m2当り個体数

一議 蒜 7｡,選竺｣ 1cm～3cm未満1 3cm台 4cm 以上 l 合 計

2』 真 下 I 翼 下
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探 L-3m付近の海藻が淀れて執 こ寄った時,米粒大のウニが沢山痴話に付為していたといわれており,あ

るいはいくらか深い鴇所に多く生息している可能性もあり,次の年にどれだけ,2年群として出現し.{くる

か注意を要する｡前報{･著者は漁獲tの変化を分析して.補充tに辛苦Jbがあるかも知れないと推aLした

が,もし,t年ウニの発生tに年変動が大きく,それが資源の補充に形IFするとすれば,それが資源の対

稚,管理上亙重な問題であるO

殻珪 1-2cm台のウニの生息場所は前年同様水深50cm以決に多い｡西上泊,赤岩の水深30-40cmのと

ころでは4m2当り3CO個捗前後も生息しているところがある｡また他の地域でも100-200個体生息してお

り,全体として前年各地に山現した1年ウニが原調に生き残っていると考えられる.前年1年ウニを採集する

ことができなかった江戸良では水深7Chnのところで4m2当り52個体であり,最も少ない数になっている｡

取径3cm台のウニの分布水深は普通1-2cm台のウ-:の生息しているところからやや深いところまでで

前年と同様である｡また甥所によって,差がみられる｡西上泊,'=街古屯,両満山,赤岩の水深30-70cm

のところでは4m之当り100個体以上の密度のところがある｡一方江戸鼻,扶泊は多くても20-40個体で少

ない方である｡水深が5mもあるタキアイでは3cm台のウニも多く,4cm以上のウニでもあまり大きくtL:

い｡クキアイのウニの生書典指Z2.枚垂t指故は非常に低いことから,おそらく成長も.Y.いのではないかと

考えられる｡

恕径4cm 以上のウニも前年同は15m以環に多く出現し,水深50crn以技には少ない｡また水深が深く

なるにつれて,ウニが大きくなる倍向がみられる｡西上泊,須古屯ではLLmf当り100佃捧前後,王Jtにし

て 5kg前後生息しているところがあるが,東海岸で

- 1963甲 は20-30個件.1kg前後であり西海料こ比較して少

■~H l,62年 ない｡特に東海岸の水深30m以深では少なく,水深

45m位のところでは4me当り1個捧以下のところ

が多い｡しかし,東海岸は西海岸に比較して退伐であ

り,単位沿岸距敵に対する生息数が西海岸よりかたら

ずLも少ないとはいえないと考えられる｡成体ウこの

歌Jtが前年より多いか少ないかは前年枠取りを行なっ

ていないので明らかでfJ:い｡漁獲丑は前年の15倍強

になっているが.捜菜固執 ま前年14回であったのが.

今3ilは19回になっていること,海藻の無茂状感が,Tく

雌 3-台 ウニが見えやすかったことなどから,漁獲tが多くな

っているのは,ウニが前年よりも多かったためではな

くで.汎凄努力が大きかったためである可能性が敬

い｡弛朋後の分布ZI盆を行なっていな:いので,はっき

05 10 152E) 25
m化や朽Ii袖折卓

第川田 を箆別消化管内容物指数の度歎分布(,Qo')

りしたことはいえないが.1963年には制限殻径は4cm

に引き上げられており,もし3cm 台のウニが漁獲さ

れていなければ.この大きさのウニは相当多く生息し

ているようなので.1961の漁等且が急激に頼ることは

ないと予想される｡

6 消化f内8物指数

今回は消化管内容物の脚 については,詞走を行な

っていないO消化管内容物指BEを大きさ別に度数分布

で示したのが第14回である｡取径1-2cm 台のウニ

では消化管内容物指j如土10-25の範鼠であり,変

化が大きいが,教徒3cm 以上のウニに比較して.い

くらか高い個休が多い拭向がある｡穀琵3m 台のウ
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二では穀径4cm 以上のウニに比較すれば高い博向がみられるが,変化も大きい｡普乱 淡い萌所に生息し

て.生殖典の発達の良い個体では,消化管内容物指数が低い場合が多い｡敢琵4cm 以上のウニICは小さい

ウニに比較して消化管内雪柳 旨数は低いが,前年に比較すれば布くなっている怖向がみられる｡前報<･述べ

たように,消化管内軸物指数は生殖典指数と逆相朗する悦向があり,生殖巣の発達したウニほど消化管内容

物も少ない｡後述するように1963年は前年に比較して生租娘の発達状態が悪かった｡このことが.前年に比

較して消化管内容糾 旨故が高くなっている主なPF_由であると考えられるG洲 ヒ管内容物指款の季節射 ヒをみ

るこ,2月から4月までは20前後で掛 ､が,5月から8月にかけては次窮に下がり,8月下旬には1-0以

下になる｡9月下旬にはいくらか上昇する憤向を見せている 生殖狼指数がほほ'10以上になると生態巣指

数が上るにつれて,反対に消化管内容物指Zkが下がるという関齢ま産卵跡こ入るまで抗いている (軒16:司)a

同様のことは忍路帝のエ′′く7ソウニでも明らかにされている｡この消化管内容物指数の季節変化のカープ

は Fu)I(1962)が研究したエゾ,:フソウニの折餌JEの季荷変化と良く似ている｡これらのことから生箱巣の

発達と附 ヒ管内容物の丑 (ある程度摂餌JEを反映すると思われる)の間には一定の関係があることは明らか

であると考えられるOただし,ウニの索卯活動には日周射 ヒがあったり,海の気色粂件によっても変化する

といわれており,同一軽度の生殖輿指故のウニでも,消化管内物容指数にいくらかの変化がみられる場合も

ある｡

T 生 碓 *

恐圧1cm 未満のウニでは生放射ま肉眼で認めることができない場合が如 ､が,穀径1cm 近くになると

北柏細 放(生豊 野 ×･8)

第 15 回 大きさ別生殖娘指数の庶畝分布 (%)
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第16回 生殊巣指丑と油化菅内

容的指故の季蔀射 ヒ(辛)

血 ロ E= 田 口LIItRJL■■■qlLrLqJL.Tb■
7日T回 生稚巣成れ状腰の季節変化

yE4表 地乳 水深別殻径 3cm 台のウニの生殖巣指数

30-05 15 30 45

かすかに認められることがある｡安住1-2cm 台のウニでは大部分のウニは生殖巣がほとんど発達せず,

生兼姓指数00-0.1前後である (第15回)｡水深05m以淡に生息する敷径25cm以上のウニでは生難

巣相殺05以上の場合もあり,そのようなウニでは熱狂も雌蛾ともに成長掛こ入っている｡

較径 3m 台のウニでは前年同様,浅いところに生息しているものでは,生殖典が発達し,深いところで

は発達が悪く,全体としては個体による変化が大きい (第15臥 許4超)｡同様に熱産も変化大きく.怒経

4cm以上のウニより遅れている悌向が強い (第5衣)｡

炉圧4cm以上のウニの生兼掛まt的には前年に比較して少なくなっている｡前年には生殖巣指数20-

25のウニが多かったが,今回は10-20の個体が多く1L:っている (第15回)｡前年ZI査した場所を比較し

ても,江戸展を除いて前年の5-8割程度の発達状J掛こなってし､るE.江戸最はほは前年と同様であるが,こ

こは前年にも懸かったところである (第6衣)｡西海岸では,一枚に水深が深くなるに従って生殖典指数が

下がる仰向がみられるが.東海岸では水深 15m付近が点も悪いようである (第7讃)｡生殖巣の熟度も生

殖巣指鼓の高い個体では進んでおり.低い個体では表れているが,全体として,雌{･は成長期,椎では成熟

前期の個体が多く.前年よりもjSれている (第8表)｡海藻の生育状態と生米巣の発達状態を比較すると-

海藻の生育状態の悪いところほど生克典の発達も悪い恒向がみられ,ウニの併科条件に上って,つまり,ウ

ニの巣tの摂り方によって.生稚巣の発達が影Yを受けるようである (妨1,7表参照)｡

生放巣指数の季節変化をみると,2月下旬には約06前後であったのが,8月まで直繰的に増加し.23･
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位に達するが,9月に入ると急激に小さくなる (第16Eg)C雌佐井に生殖巣指数の季節変化はほとんど同じ

であるD雌雄の生粗放の成熟状態の季節変化は第17回に示した｡雌では2月下旬には大部分が成長掛こ入っ

ており,その状態は7月中t])まで続いている｡7月中旬から8月中旬にかけて成熟的RTl{･あり,8月上旬に

は成熟期の個体がみられ始め,9月上旬までにはほとんどの個体が吹払する.産卵は9月上旬から始まると

考えられ.9月下旬にはほとんど終ってしまうらしい｡雌では成熟前期,成戦跡 ま雌よりE早く始まるが.成

熟矧 ま雌よりも長く,放出するのは雌と同じ時J別である｡荊16 17回は酉上狛の水深15-30からとられた

第 5表 地威,水深別,雌蝶別,恕径 3cm 台のウニの生殖巣の成す包状態 (/oo')

地 域 水深
I l Ⅱ m l Ⅳ ト v 1InImい vlv

1回改札Ⅱ成長期. m 成熟前胤 IV成軸後期H V 産卵期
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排本に上るものであり (9月は北高山),生札束の発差には幼所に上って相当の基が認められているか

ら,これが船泊の全体を代演しているとはいえない面もある｡

ェ′J=7ソウニの生殖巣の季節変化は FuJl(1960).川村 (1660),北水試 (1962).)日付ら (1963)に

よ･,て.jn雨他方,網走,サF,マ湖,忍路などで研究されている｡これらの研究と比較すれば,船泊のウニ

の産卵肌ま.道風 君臨に比較していくらか始まりが早く,網走.サpi跡こ比較すれば遅いのではないか

と思われる｡

第 6女 .962年と1963%の鯛 巣の歩帥 比字(i謡 芸 芸賢)
＼-＼＼_里庄cm250 ■300
地域水深m ‥ ■:r L -一- ‥ 一･r･'I-_L･li::･.'r 二･.･-‥ l･..･･ .-

～299-3.49 -3_99 -1 19-199-5
西上泊15 l l9613930 820063
45 1(XI

江戸産 05 220 102 1011092 063

078

048

048

091

泣 1∵ 二 Il芸 2調 号 芸 - l劫 t.m l曇

五番地 l･0I I

｢ 丁 ~

lo59 ;;7

｢EJ㌫;J盲. 0.61

南高山 15

3045
-･･:::･∴:/,.30
琵 歩留-I

生稚輿五二■
全集1

平均値は禁圧 ilQtl以上の個体のみ,

LI3 100 1 100

第 7表 地風 水深別.放径 LIcm以上のウニの生殖巣指数

03-05 1 15 1 30 45

49

の

お

却

31

柑

59
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第 8* 地せ,水深別,雌蝶別.放珪 4cm 以上のウニの生確典の成熟状態

地 域 水探
Ⅲ JV V I n IⅡ rY V

宇 遠 内 03m

15

30

45

∴

∵

00

g

00

00

五 番 地 05 l l 100

クキ 7 イ 50 L loo 1 1 60 I 40

7回孜期, Jl成長期. IT成斉も前期. N 成熟期, V 産卵期

8 生オAに赤JL色の斑点のあるウニ

第 9表は変圧4m 以上のウニについて,生井典に赤紫色の鼠蕪のある個体の出現状態を示したものであ

る｡地域的にみるこタキアイ.須舌屯に丑も多く,特にク千アイのウニでは 100?Q'の出現率であり.生礼典
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全体が紫色に近いまでになっており,全くウニ

の生せ姓の感じがしない｡西上泊,宇遥内は次

いで多く,東海梓では一般に少ない｡しかし.

前年には酉上泊で1･2個体みられたのみであ

ったのに比べれば,東海岸でも多くなってい

るO斑点のあるウニのttS現するところはほとん

ど海藻が生えていないか,生えていてもわずか

であり,.+.ソ〆ワラ軒.ケウルシグサのところ

が多い｡また,生魚娘の発達の遅れているウニ

に多い｡著者 (1963)が小梅市祝津でZI査した

結果でも,海藻の生えていないところに生息す

るウニには止点のあるものが多かった｡また.

著者 (未発表)が三石でコソプ地帯の中にいる

ウニをa査した際にも斑点のあるウニが非常に

多かったが.この地方はコl/7'の他には毛筋石

沢譲が非常に多く,消化管内容物はコンプと石

灰謀がほとんどであった｡これらの点を辞令的

に制裁すると,前範で述べた上うに,汲点ので

きる生環的な教書削ま不明であるが,餌の月並.

特に石沢TIを中心とする栄養の′ミラL/スに深い

関休がありそうである.

9. 禁漁区の効果

舶泊では沿rFy16の地区に分け,それぞれ

100TIFq(約 150m)以上の禁漁区がもうけられ

ているが,今回的盃を行なったのは江戸最地区

の禁漁区である｡ここの禁漁区は沖出しが塩か

く,せいぜい30-40m,水深にして,波打際か

ら15m位まで{･ある｡水深08rn,i.5m の

2カ所'C4mZ当りの坪刈りを行なった｡ 水深

08mでは20個体.水深15mでは25個休のウ

ニを採水した｡坪刈りをしなかった場所も//

キガラスで混糸したが.これ以上多いと思われ

る甥所は少なかった｡江戸屋の操業区の水深

07m,15m では,それぞれ,133個体.15個

体のウニが採兆されており,禁漁区は操業区に

比較して個体数の上では多いとはいえない｡ウ

ニの大きさは界9回で明らかなように,禁漁区

の方が大きい.このことは採捕されずに残った

ものが.成長したとも巧えられる｡禁漁区では

1-3cm台のウニが少なく.成体ウニへの補

第9女 坂径 LIcm以上のウニの斑点のある生
殖巣をもつ個休の出現ひん度 (%)

5

2

1寸
.･寸

叫3
Ln

0
IL'

0
1

3

▲4

円逮辛

1

.｡

｣

2

9

9

5

0

0

0

3

1
0

0

2

0

｡
ほ

7

2

五

二 3

0

0

0

8

充があまりない上うにみえる｡このことが禁漁

区であるにもかかわらIT一個俸丑の少ない理由であると思われる｡

禁漁区の役軌 i.予舛貿源を保存する.産卵する個体の多い場所を良きする.若令群を保護するなどであ

ると思われる｡著者は前報で小さいウニの多い平蔵の全面禁漁を推案したが,船泊の場合,採揃は全て蘇舟
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で行なわなければならなくなっているので,水深50QTl以浅の平鉄で･挽某することはむずかしいし,制限穀

径が･昭和38年から4cmに引き上げられたので,禁漁にするまでもなく,平俳ではほとんど操菜されていな

いようである｡予納資源の保存や産卵群の保護をE的とする禁漁区の場所には陸側から絶えず補充が･ある方

が良い｡放任ウニは木花 15m 上りも深いところに多く分祁する坊合か甘id)であり,禁漁区の沖出しの少
なしところでは沖出しを長くする方が句具的であると考えられる｡

10 秒確の効Jt

昭和37年9月にクキ7イのウニを嘆泊禁漁区の水深10rn付近に境泊の書年証の叙合負が移兼した｡どれ

だけのtをt;萌したかは残念ながら記安されていな

い-クキ7イのウニ.砂地ウニ,幌泊禁漁区のウニを

雌 して-桝 の効果を険討してみた｡比較の方法は 生 り

苛蕃 (1963,が中将市祝津で行たったのと同 じ-<'あ !

る｡これら三つの性茶の異なるウニの生租巣血Jl,肥 豊

浜変.生雅美梢&,消化管内容均指臥 忠JE持故,較

往故鵜比について苅10滋に示した｡また生態姓指故に =

ついて折18:訓こ示したE,

タキ7イのウニは肥弟安,生宅巣指臥 叡砥JL指政

が抄錐ウニ.椀泊禁漁区のウニに比較して小さい｡於

は倣南が冶;く.怨の色は茶色であり,軌 土白色で細く

折れやすい｡幌泊禁漁区のウニは反対に.肥満度.坐

- Jltウエ

I--tbウ1
･･-.･･7ヽ丁イウニ

ft8回 移殖ウニクキ7イ幌泊のウニの

生帝巣指数の比較

WE刺旨Ik.敷血丑指掛ま布く,穀は雷鳥が低く,散の色は殻色が中心{･あり,僻も緑色で太く固いO移難ウ

ニは耐力の中間を示すが,穀の色は茶色が破く.,r,!漁rRのウニと容易に区別できる｡これらのことから移沌

ウニと考えたウニはクキアイから移範したものであることはほは間過いないと思われる｡移殖ウニの生私服

はクキ7イのウニの37倍に発達しているが,,YWt区のウニの086倍であり,まだ,禁漁区のウニと同じ

ホ 10表 タキ7ィ.移租,幌泊のウニの話性質の比較

敬珪転用 ウニの脚 生誓 ㌣▲ 生棚 槻 肥 満 鼓 粘主旨桁芸 紺 色紺 私服 Pt比
タキ ア イ 1 035 018

350-399 ti # 16 079

謀 泊 36 157

タキア イ 08 028

400-1J9 秒 稚 37 112

煉 泊 j2 152

タ千ア イ 18 011

150-J99 秒 兼 6ー1 115

椀 泊 65 170

500.-5.17
クキア イ 31 051

t> 敢 78 1.ll

657 157

698 1.39

8u 135

627 153

719 1J8

761 1..日

661 158

7.73 155

8.15 1-13

289 053

37｣ 057

452 0-i)

341 U51

396 0.5-i

440 050

328 053

4_09 050

437 0-16

引

5

0

0

78

約

2
.
3

.12

諮

牲 蜘 集持去 -生塁墓 室 皇 ×10 肥鵬 て品 警×忘あ ×10
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状掛こは退していないo小縛の例では5月下'Lilで生兼典指丑200以上になっているのに,俣泊の移放ウニ
は7月上旬でも,生娘巣指数15に遠していない｡

生殖娘にみられる班Jatl,移兼ウニではCK)%の個件ICはっきりと認められた 残りの大部分の個体には骨

片が存在し.生租娘の色も禁漁区のウニに比較すると.Sい｡しかし.タキ7イのウニの遠点や色にくらべ九

ははるかに良くなっている3

クキアイのウニの生息する場所には女達石灰議を抜いて全く滋品が生えていない｡歓や生敵兵の発達状態

からみて,朗の不hiから.栄兼失窮の状態にあるのではないかと思われる.幌泊禁漁区はスガモが10%前後

の被姓で生えているだけで,海藻の生育状態は良くない｡生殖典伯叔も16前綾でじゅうぷん発達している

とはいえない.中称の例では.移報はコソプ,7オサなどが良く生育している場所に行なわれており,生殖

典の発達も良く.旺点もほとんど無くなっていた｡如何条件がもう少し良い場所に移和す九はJ.捗放ウニの

生菟洪もまだまだ発途するし.汲点も少なくなる可能性があると予想される｡
iE7 Li

1. 1963年6月25ヒト 7月3日にわたり,船泊のさ./,く7 -/ウニの生息粥正を行1L:った,また,2-9月

の舞本により生稚鵜.消化管内容物の丑などの季節変化をZIべた)

2. 船泊の西海梓は東血粒に比較して岸深で,海藻は浅い場所に多く,jk海岸では,いくらか深いところ

に多い 泡盛の生育状態は前年よりも悪い｡

3 ウニの大きさと盆令のLq孫は,前年と同じく,大まかに次のように分けることができる.穀往1cm

以下- (1年ウニ),殻台1- 2cm ～ (2年ウニ),粒径3cm台- (3年ウニ),穀径4｡m以上- (皮

体ウニ)｡ウニの大きさとni虫の帆掛iほはBW+045TD280(BlV=体瓜 TD-穀径)の式で女わ

すことのできる曲線になる｡

Ll 放屯止指数はウニが大きくなるに従がい小さくなる軌E'j751ある

5. 1963年のウニは1962年のウニに比較して,殻崩が低い帆(.)がtある｡

6 ウニの大きさによる分Jli水深は約年と同じである.1年ウニは7:適内,才L古屯を除いて非M.'に少ない

ようである 放往1-2cm,3cm台のウニは全体的に多い,成血相の水深3Om以深には成体ウニは非常

に少ない｡

7 消化管内容物指款は前年に比較して大きい鮫r如 ',ある｡生租娘が鬼退する5-8月の間には,生材 杜

が児iBするにつれて,消化管内容巧指数は下がるL

8 生租nitの見通も前年に比較して悪く前年の5-8割程度であり,成鰍状態も遅れているoまた場所に
上る長は大きい 生和典のtが最大になるのは8月である.成熟期は雌では8月,蛙では7･8月であり∫

産卵期は9月である｡

9 生雅弘の鼠色は前年に比して,非常に多くなっており.海益の生育状態の悪い場所IC･生殖典の発達の

,g)L_tい個体に多くみられる0

10 江戸辞のIf漁区のウニは投票区に比較して.ウニの僻終れ i多くないが,大きさは大きい｡

11 タキ7イから嘆泊禁漁区へ抄殖したウニは,生札巣が37倍に発達しており,斑点も少なくなってい

る｡
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北海道産 コソプ属植物の幼体 1

ホソメコソプおよびマコンブの幼体について

阪 井 与･志雄 ･船 野 隆

(維内水産試験場) (中央水産訳鋲場)

TheyoungsporophyteofLamt'/taJ･Jafrom Hokka)do,Japan,I

On youngsporophytesofLa〃け〃art'al･e/lgt'osaand I.JL7907LJCLZ

YoshioSAKAl and TakashiFUNANO

RecenLly,lIIVeSl唱atlOnSOntheeffectsoEartlrlClalLollJt'JIOriO-beds,concrete-bl∝kS,areCarried

onatmanylom 1lLleSlnnorthernpartsofJapan lndolngthem,lrlVeStigatorsandfL5herrnen､､･15h

torecognlZe(heeffectohhescLLmZL7'anL7-bedsass∞nasposslbte lntheearlyperlOdofgrowth

ofLanmtarLa(smallerthanabout10cmlong),natureoftheyoungsporol)h)rtes15notSOClearthat

these)･OungSpOrOPhyLesareOftenconfusedWlth someo(heralgae So,theauthorsclarllledthe

TnOrPhologlCalcharacteristicsOftheyoungsporophytesotLLL′′tJ･tar･LH~eltgL'05̀LandLJt.J岬′tJ(LZ
L'･eLLgJOSaMlyabe The)oungSFX)rOphyteslessthan2mm areslngleCell-la)-eredbhdes
Upto3mm lnlength.bar-sh.TIPedTnultllayeredportlOnSgrowlnlOtheblade(FlgS 1A,2A,a)

Wllhmoreth{ln4mrnLongsporophytes,rnargLneSOfthemultih)eredportlOnSareSerrate(Flg 1

A).AlltheporrlOnSOfmorethanlOcm hlghptantSaremulllla)ered Asfortheshapeofllle

bladesgrowlngLnSheエーeredandexposedsta110nS.5helteTedstaLIOnplan15aremoreroundoro､aLe

LharLthosegrowugatex叩 edsLaLLOn5_Themucllagecanalsappearatbasalport10n50ftheblades

lnaboutlm hlghplantsatlLrSt Thene(worksofthemucllagecanalsofbasalprtlOnOEthe

bladesare､･erySmall,buHhoseoftheuppermos(reglOnOfmuCLtageCa■1atarelarge(FI昔S3,4,5

A LlndPhoto)

LJL･PO,･icLZAresch TheyoungSPOrOphyleslessthanirTulareSlngleCell-layeredblades

(Flg 6A) lrLthepuntreaChLng1mm lnlength,barっhapedmultllayeredpcrtlOngrowl intothe

blade(Flg6B,C) Inthel'lantmorethan3cmm lenglh,almostalltheportionsoltheblades

areadornedWldlSmgteCell-1a)･eredborderLng ThemarglneSOfbhdesareundulateinmorethan

2cmhighplants,andned.anfasclaandbullationsarerecognLZedlnmorethan8cm hlghplants

Thegrow【tlOfther仙ngSPOrOPhrtesfromartlfLCLall■xattonofz00spres(Oct6tll'63)ofthespecies

areshownlnTable2 TheJmCllagecanalsaptkaratthebasalport10nOfthebladeslnabout

2mm hLghplant5,andtheplantsmorethan3rrLmha＼･emuc)lagecanalsexceptLOn Thenet"orks

ofthesemuCllagecamLsare､･erysmallandflneaHhebasaltxnt10nOfthebhdesbutarelarge

andElbelntheuppermos=eg10nSOfthenucLlagecanals(FI昔7)

最近,コ'/タ1)-ト･ブロックおよび自然石投入に上る人工コ./7'樵の道戊が盛んになり,その相克効果の

判定がいそがれている｡この切合,最終的には人工コソプ韓からのコソプ収集王,晶耳などが大きな効果判

定のポイ1/トになる｡しかし.それにもましてコソプがそこに書生したかどうかということがコソプ礁造成

後節一番に問馬になるのである｡この場合,研究者や漁業者がブロックにコソプが着生したかどうかをコ./
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プの幼体期 (特に故mm～10cm位)に知ろうとするさい,混生する他の海諒との判別がむずかしいo特

に,コソプと出現期が.ほぼ同じ七イヨウ-/:ノリとの区別がむずかしい｡

現在までのコ'/ブの研究.たとえは首謀二(1902)によれは,コ/ブの成体では粘液陛迫が基部および薬部

の両方にみられるものと菓部だけにあるものがあり,またその形も原種に上って異なるといわれる｡さらに

配向休と幼体についてみると,日本産コンプについての室内培兼による初期発生の研究もほとんどの脚 に

ついておこTL:われた｡しかし,天然状態の幼体朋のコソプで,兼部がl帝から多市の慾分がみられ,さらに

美部全体が多Nになる間の蛭頴 にころ外部形態の轟および粘液畦道の発生 ･形態の益についての記載はほ

とんどない｡

この報告はわれわれがコt/プの生活史を幼体期,生見桐.成熟期などに分けた中の幼体期についての外部

形磨,お1び粘液挺必 こついての記故であり.今回はホソノコソプとてコソプを対象とした｡

材料ならびに方法

T.ソノコt/7'は1963年1月9Elおよび 1月17日に小持市君路の波のおだやかな汚内と波のやや荒い湾外の

白熊の岩盤上の潮間帯下部から採取したものを用いた.11コソプは有珠郡伊溢町字有珠において1962年10月

6日クレモナ撚糸に採首し.日月21日に外海振放したものを1962年12月25日,1963年1月7日,13日.16日

の4回採集し観察の材料とした｡これらの棟木は陀射 こし.この硝薬標本について全長 ･菓巾などの測定を

おこない,さらに体形を知るため長′巾の計井を各襟本についておこなった｡なお,粘液監辺はノチール ･

7'ルーのアルコー/,溶液を用いて染色して椴祭をおこない,スケノチは7ノ-の描画装置を用いておこなっ

たo

fI.さ の 括 Jt

ホソメコンプLamLllmIItreLLg10SLLlTt)abe

嘗者ら('64)は先に本村告で ｢ホソノコンプは約4(氾個細胞 (約08mm)になると体の下部で細胞朕が

薬面に傾斜した面に形成され.酢私鉄下で多帝にみえることがある｡｣と#告した｡すTL:わち.はじめ体全

部が1層の細胞からなっていたものが基部から多書になり始め,後に2Tnm前掛こなるとこの多書の戟分が

菓識にのぴてくる.全F<3mm位まではこの部分は搾状に.細胞Iの菓部にのぴているが lFlg IA,2A

～B).挨 Jmm 位になると作状の多Jrの部分が虹がり,この練辺部が戊缶状になることがある(Fig1Bl｡

その後,次軌ここの多■の蔑分が大きくなり,体の最上部に細態のtJPの部分が残こり,薬体の上部をlJF

の部分が7チトリしたようにみられる｡これはコソ7'の幼体を生まのまますかしてみても,また阿東にして

も肉眼で認めることができろ｡しかし,その後全長が約 10cTrIになると菓体はすべて多層の細胞屑にfi:るも

のが多い｡

ホソノコソ7'-C波の穏やかな汚内のものと波の荒い市外のものについて体形を比較すると.朽外のものは

細長く(FI昔 ll.湾内のものは円い (Flg2)位向がみられる(Tat'1)｡すなわち,汚外の幼休は,シソノコノ

ブの成休と似た形を示し,市内のものはむしろワカノの幼体に似た形をとっていた｡

T3b.l ･+.ソノコ./プ幼捗の軸足値

_鎚 l還1日02出:;'"li-/∴:.;こ;-Jl.:i:言 :::
ホソノコソプでは全長が約 1cmになると粘液鮭道ができはじめろが,このくらいの幼休では多層の部分

は全体の約!3をしめており.まだ1骨の部分が残っている兼体{･ある｡粘液鮭道は兼部の点下部からでき始

める｡この部分の粘液鮭道は非常に細く,網Flも符でこまかいが,東部の上にいくにつれて腔道も太く網目
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もあらくなる(FLgS3,4,5A)｡菓部の下方についてみれば湾外産 (FIE3A)のものは湾内産 (Flg4A･

pho10)のものより粘液澄道は細くキL,半Vである｡ このように陛辺の径に湾外と湾内のものに幾分差がみ

られる｡粘液鮭道の発達のしかたは,湾内産のものも(FlgS4B,5)キL,ギレ{･はあるが,よく枝分かれし

ている｡

なお.ホソノコソプではマコソ7'でおこなった幼体の緑辺の波綿と屯紋は観察しなかった｡

マコンブ LanLL7,artdJaj･omCaAreschoug

lnVn前後の11コ/プ(Flg 6A)の基部は観察しがたいが多層になっている｡ しかし,菓部はすべて1

層の細胞からなり多層の部分はみられない.その後,菓体が大きくなるにつれ多層の部分が茎部から棒状に

のぴて (Flg6B,C),これが姑がっていく｡この棒状の多層の部分は次掛こ比がって薫休が3cm位になる

と体の大部分はほとんと多軌こなり,細胞 l層の部分は菓部の最上部に7チトリをした上うに残 こってい

る｡ 1層の部分が残っているのは1コソプでは10-12cm 位の幼件になるまであり,その後は菓部の最上部

もすべて多帝の組織をなすようになる｡

マコソプの幼体の緑辺部に汲輪のみられるようになるのは,いまだ細胞1層の部分のある 2cm節操から

であり,さらにこの種の成体で普通にみられる中布部と竜紋が識別されるのは 8cm位の幼体からである｡

これら改鋳 .電紋のみられるのは体巾が広く,円い形の幼休に著るしい傾向がみられる.

人工採首を1963年10月6日におこない,その後80日経過 した同年ユ2月25日(Tab2)には平均値で体長

034cm.仔巾O23cm,体形は長/巾{･示されているように153と円形に近かったが,その後約20日経過し

Tab.2 マコソプ幼体の生長

た1964年1月16日には体長は始めの約10倍の35cm,体巾は約5倍の118cm となり,体形は297 円い

形から幾分細長い形になっていた｡特に12月および1月7日のものはワカメの幼体に形が非常によく似てい

ち(Flg6)｡

粘前肢道はホソノコソプの場合と同じように,楽部の最下部からでき始めて,しだいに上方にのびていく｡

この租炉では体長 21mm のものにすでに粘液陸道のできたものがあり,体長約 3mm 以上のものにはす

べて鮭滋が形成されていた｡すなわち,ホソメコノブより相当早い時期にでき始める｡ 粘液鮭道は FLg7

に示されているように,またホソメコソ71と同掛 こ,体下部では非料 こ細くまたこまかい網目をなすが,上

方にいくにつれて太くなり網Elも粗くなるcLかし,ホソメコソプ上りはるかに網目は規則正しく一様であ

り体下部ではより網目はこまかい｡

考 秦

有珠のマコソ7'の幼体は 1cm位まで特に円形に近い形を示し,肉眼ではワカメとの区別が容易ではな

いoLかし,すべての地域のてコソプがこのようであるか,また有珠だけの特殊なあるいは人工採宙による

形腰の変化かは,今後の問題点である｡また忍路のホソノコノブで湾内と湾外とIC外部形態の差,粘液腹這

のでき方に幾分の基があったが, これは湾外,湾内という環境下における一般的な傾向なのかどうかは不

明であるDしかし,環境のちがいによってコl/プの外部形態､粘液睦道のでき方にかなりの益があることが

考えられる｡

人工コ/プ碑のコ'/ク1)-ト･ブpックに.tく蒼生し,出現期もコ./ブとほぼ同じで,かつ肉眼では幼体
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期のコンプ (掛 こ敷… ～10cm 位) との識別がかなりむずかしいものに七ヨイウノ､ノミノリ PeLL7[0,JLa

/L7SEtE70vlu)1er)Kuntzeがあるo ブロックおよびコ./プ糞殖縄に着生した幼体期のコソブを謁査する際,

-七イコウ-′こノリは肉眼での外部形態がかなり似ているためコソプ閉塞の大きな難点になっている.そ こ

で,七イヨウ-/くノリとコソプの幼体との簡単な区別のし方を岡村 ('36)および筆者らの観察から比較し述

べる｡七イヨウ-′㍉′リは (1)円盤状根を有すること,(2僕体の先端部もコンプの葉体と異なり,10m 位

以下でも全て多層になっていること,(31原徴鏡下で表皮細胞の形 .大きさ色素体の数がことなること,姓l粘

破脇道をもたぬこと.(5)糸抱擁をもたぬためこと.これらのことでコソ7'の幼体と七イヨウ-ノ㍉/1)とは区

別することができる｡

要 約

車者らは1963年1月に小樽市忍路の岩礁上のTf･tノノコノブの幼体と,1962年12月および1963年1月に有珠

郡伊達町字有珠で人工採苛し外海仮値したマコソプの幼体を採取し外部形態の轟および粘液腫321の発生 ･形

態の益について観察し次のような結果を得た｡

1. ホソノコソブでは体長約 2mm 以下,てコソプでは 1mm 以下のころまで東部はすべてl層の細胞

からなっているが,その后黄体下部から多層の細胞j?ができ始め,両穂とも 10cm位までは体の最上部に

1周の部分がフチトリしたようにみえる0

21 7コンプにおいては 2cm 以上の体長になると菓体の縁辺部に波輪がちられ,8cm 位になると中鞘

部おJ:び噂紋がみられるようになる⊃なお,これらについてはホソノコソ7'では放棄しなかった｡

3 粘液腺道はホソノコンプでは 1cm 位.iコL/ブでは 3mm 位になると東部の最下部からでき始め

る｡粘液隆道のでき始める時期は両種で相当な差がみられた｡
4 粘液鮭道の網目の拡がり方は,17コ./プ.ホソノコt/プとも葉部の虎下部では,こまかく密であり,

鮭道の径も細いが,上部になるにつれて径も太く網目も粗になる.しかし,網目はてコソプでは規則正しい

一様な虹がりをもち美ししいが,ホソノコL/プ,掛 こ湾内産のものは網EIはキレギレであり雨後に益があ

る｡
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ホソノコ./7'の粘液睦道



t相川‖"Ⅳ

l
I-111Ⅷ相川"Ⅳ

Fig.1 ホ ソJ コ'/チ (市外産)

A,全長 24mm B,全長 40rnm C･全長 45mm D･全長 67mm

E,全長 135mm F,全長 150mm G･全長 L80mm L-I･全長 220mm



八

回

W

駈

･

∴

I

1..-

Flg.2 *.ソノコンプ (朽内座)

A.e.長 24mrn B,全長 32mm C 全段 41mm 1),令艮 L12mm

E,全長 60mm F,令艮 1(10rnrn G.全長 11.4mm



Fig･3 ホソノコ/プ (朽外帝 の粘液挺iB

Ar体の此下部 臥 杵雌 jEq)ある見上部

.～,J3x22
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F一g.4 ホソノコソ7'(粥内座)の粘択捉逝

A,体の最下部 B.粘液腺道の胤上部

A,a x13



B
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㊨ G )A O; , O A

Fig.6 -7 コ ./ プ 幼 体

A,全長 09mm ら,全長 1.2m C,全長 1.6… D,全長 17…

E,全長 21mm F.全長 24mm G.全艮 31mm H.全長 34rTm

1.全長 36mm J,全長 53Tlul



FLg･7

A.体の坂下紅

コ ン 7 の 札 耗 経 過

B.粘液担iaの点上託

A a I )A
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茂 辺 地 平 蔵 上 に お け る ノ リ場 の 研 究

海水中の栄重源とノ1)の品質との関係について

沢 埼 通 草 ･瓜 店 戊 桝 ･中 村 邦 典

(函館水産訳強坊) (北海道区水産研究所)

StudiesonCulturalGroundsofLaver

in 【九eFlatReefofMoheJI

Relationbetweennutrientconstituentsin the

seawaterandqualityOflayer

MichitakaSAWASAKl,ShigeklTORIlandKunisukeNAKAMURA

Thea■moELiepresentWOrklStOdevelopbasICStudleSleadlngtO00mmerClal)avercu)LureDJl
theconcretehveTnurSerySIIuatedalongtheE1aLreefofMoheJi. ThroughoutthelnVeSllSa110nOn

lhehveHnthlSareaCarrLedoutslnCe1961,lLhasbeenfoundLha=heyel)ow dlSCOlorauonand

radi･lgOf1.lVer∝Curred earlyin lIarch lnconneC110n With 山ISpheT)OTnenOn,thepresent

experlment､VtlStamedouteSPeClallyontherelation5hlpbetweennuLrlentCOnStltuentSlnLiesea

waterandchemlCalproperLleSOflaverontheconcrete)avernursery

TheresultsObtainedaresummarlZedeLSfouows

l)Theanalyticalvlllt】e50fthese.1WL'ILerOnphosphorous,arnmontanlLrOgen,nlLrlte nllrogen

andn･Eraten)LrOgenWerefoundtohavedroppedear)ylnMarch ILWasloun(IdlatLiecurveof

aJmnonianltrOgenandnltratemt'OgerLSlopedOFErap.dlyaSSeenin F)g 2 0ftheseva)ues

ammollianllrOgenShowedthegrealeSldecreaselnMarch Noremarkablechangewasobserved

onnirltenltTOgen,alues

2)TheLola)nltrOgenCOnLentsoflayersdecreasedrapldlyear)ylnMarchandreachedthe

valuesof22percentabouHhemiddleoEMarch TheconLenLSOfwatersolublenitrogenand
ammonltrOgendecreasedattherateslmilartoLhalohheLOtalnLtrOgenCOn(entS ltturnedout

thatlhephOSPhoroLISCOnLentSrema)nedapprOXlmこIlelyconst;lotOveraper10(1orth)slnVeSllgaLLOn
3)F'omtlleSeresultsILmaybeassumedthtlttheyellowdlSCOloratlOnandfadlngOflavelon

theconcrete)avernurseryollloheJlmlghtbedependenton thelow contentsofn'trogenous

chemlCa)comI氾nentSlntheseawater

/リの生長および品Eに海水中の発毛源が寵嬢な関連をもっことはすでは明らかにされている｡近年,ノ

リ美称 i非常に盛んになってきており,それに伴い生長促進,品質向上のために施肥の問題が大きく取り上

げられてきた｡ノ1)の施肥に関する歴史は古く,現在まで多くの試払研究がなされ,効果があることが報告

されている｡しかしまだ解明すべき問題点も多く残されている｡

老老らは1961年より茂辺地平献上に設置されているコL/ク1)-トノリ樵の効果閃並を実施しているが,こ

の網盃の過8!でLuてきた問題点の一つに.ノリの兼体が赤色を帯び,また,槌色が早いということがある｡

この原軌土いろいろあろうが.栄兼源との開床および杏弟による生理横鮪の変化などが考えられ.施肥の問

題についても検討する必要が生じてきた｡そこで,まずその基礎資料を得ることを目的として】963iFJ2月か
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ら1弧l年3月にかけて,海水中の栄耗源およびノ)薬体中の窒素と桝の含有丑を分析するとともに海水中の

晒存相葉皿,水乱 比盃についても紋かuLた結盤.いくつかの知見を得たので報告する｡

なお,本研兜を兜施するに当り 軸々ご救助,ご援助か ､ただいた北海逝区水産研･死所の北林却次博士に

熟むJ:り感謝する次節である｡また資料採肘こ当りご協力下された茂辺地漁jk協同組合の組合員各位に感謝

する｡

1 地形および生物的環境

茂辺地平馳 i函館湾の西北岸.71!軽海峡への出口に位旺しているOこの平鰍ま通称7-盤といわれ,非塊
岩を挟んだ溌灰泥E盟よりなる. またこの長さは茂辺地rJlエJ)了吉萱志岬にかけて娃F<約 2km に及ぶもの
で,その而静 ま約 L195m2である (第1回)｡平†掛軸土平均海面より約 30cm 上にあると推定され 半速干

満和知こは干JIJ.L.満脚時には約 100cm冠水する.茂辺地l)L_kの北方約 1kmのところに技辺地川があるが.

地形よ1)みてその影廿はほとんどないものと考えられるOまたその他の陸水としては少舟の沢の水が流入す

る程度であるから.この平横は比軟的外転性が軌 ･性格を持っていると考えられる｡なお.この平掛こ生育

する髄編は97種知られており.ことに.ウミトラ/オ S̀7rg̀'SSL'NJ7'l'Lurberg')(hlERTENS)O KuNTZE,

カヤモノ1)Sq･IosIPJ10JI/O'''enllLr'L7(Ly71GtlYE)T AGAROllが全域にわたり錬占している｡IIZ概の先端

部付近にはkjキ 〟l_･eL･tLL/H∫I/OrwLC(HAR＼-EY)OKAMURA群落が散在している｡Jlと先端部になるとrti

現俺が多くなるが.これらのうち有用海韓としてttワカメ uJJrJar'tlI"LL"E71'fLda(tl̂ Rヽ EV)SuItING.lR

があげられる｡ 岸近くには7オノt)軌 E''IC'otlLOrl'/M Spp およびオゴノI) C'･L7CLLLLIJLL も･ゼ'･rL'rOSL7

(HuRSO:ヾ)PAPENFUSSの分和が目立っている｡ 7マ/リ卿ではスサビ/1) Por♪JUrrayL･2:UL･7151S UEDA

およびり･'プルイノ1J PorlJJly,aI,SgJ̀doL,"cLLr,SUEr)A が先端鰍 こみられるOコ'/クl)-ト/1)鰍 まこ

のjF磯の港寄りに1956年より籍年案殺され.現在かまはこ柚,A/勺髄合わせて270基あって,相当且の生産

をあげている｡

∠△ 丁 一一 iEt推;紙蔚相良輔拷tj S 戊iu池〇 一■

由軌Ĵ1

茂 辺 池 500 8

第 1図 m 准 地 略 回

2.有岡 壬 方 法

今回の謝兼はJ)71配の平織について,1963年12月から)961年3月までの期間に実施した｡すfJ:わも.第 1回

に示したとおり.噌寄りに3カ所の調査点を設定し.海水とノー)の遵体を採取して分析に供した,採水は千

村時に行ない,TFT_もに実放卦 こ持ち蘇り.7 L/そこ7態窒素,並熊蕨態窒素,梢私怨盤]ミおよび堺を海洋海

淵指針 (1956)に示されている方法で分析するとともに溶77-横瀬Ri,水温.比故を邦法により汎l促 した｡
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ノ1)の兼体については含毛する全窒素.水可溶性窒素,7ミノ態壁梁および燐を検討した｡すなわち,全

窒素丑および水可溶性窒素丑はケル〆-ル法により定量した｡水可溶性窒素丑は.坐.Q拓く料に5倍丑の水を

加えて5分間煎沸した場合に得られた抽出液中の窒素丑で示した｡また,7ミノ態望紫含丘は,この抽出液

について,;I/スライク法で定生した｡これらの場合には,全壁掛 土乾物に対するバ-七ソトで示し,水可溶

性窒素と7ミノ態窒素は全窒素に対する′!一セントで示したO次に.堺の舎兄:ほモ1J7'イヅクR=に上り定足

し,乾物に対する P205の/;一七ソトとして示した｡

3 姑 果

A 海水の性状

1)燐,アソそこ7億窒素,亜硝酸態窒素および硝酸態窒素 (第1表.約2回)

燐 (P205)の含丑は雨査期間中漸次減少したが.その変動傾向は顕著ではないOこの期間中における最大

値は12月における 107FLgatOmS/L であり,最小値を示したのは3月における 011′lgatOmS/L ICあっ
九:｡

アl/そこ7億窒素の舎史は12月には軌定しなかったので不明であるが, 1月には Stl,2,3でそれぞれ

27,24,17JLg.～toms/L,2月には 31,28,27FLgatOmS/L,3月上旬には 3.0.28,19F･galoms/L,

中旬には 09,14,12′̀gatoms/L を示した01月から3月上旬には顧著な変数瞬向を示さなかったが.

3月上頃から中旬には著しく賦少した0

第 l表 海 水 の 分 析 結 果

年 月 日 l調査点 #'P20去I言表芸転 1墓碑感動 棚 窒芸L鮪 讐 L水 射 亙

第 2表 ノリ菓体の分析結果 (乾物に対する%)

全 窒 素 l 水可溶性窒素 l アミノ態窒素

36344211121233

63飢 0872(2192)

0587(27.70
)

0151(1657)

0031(1443)

0131(1456)

0112(1456)

0206(1208)

0056(796)

備考 ( )の値は全襲来に対する%
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第 2回 海水成分の時期的変化 第3回 ノリ成分の時期的変化

亜硝鞍態窒素の含且は一般に最も少なく,12月から2月にかけては 01-023JlgatOmS/Lであり,3月

に入ると002-0.05F･ga10mS/Lを示したO

柵軸態窒素の SLlにおける時期的変化は S12と SL3の場合と多少異なってはいるが,-i如こ1月

に多く,3月には裸少するものとみてよいであろう｡

Il) 倍音較兼A,水温および比重

7I査期間中の溶存酸素丘は長大で 8.297(ee′L),点小で 6,70J(cc/L)であった｡水温は採水時に測定し

た｡1-3月ははは5-75'Cの間にあり,2月に丘低水温を示した310̀Cをこすのは函虎藩の水温などか

らみて5月上旬と推定される｡

比虫はほは21-26{･あり,淡水の形事はほとんど受けていないことが示されている｡

B /lJの兼体 (第2支,第3回)

/1)菓体中の塀(P20,)含tの時期的要化は騒めて少なく,一定Aを保持する悌向にある｡一方.全章乗

合Jの時期的変化は背しく,第3跡こみられるとおり,2月以降には急atに減少する偵向を示し,3月中旬

には2月の約 J̀になっている｡水可#'性堂兼および7ミノ態窒素も全窒素と同様の侯向を示している｡

4 考 ♯

詞査期間中の茂辺地平顔における海水中の栄糞源の消長併向をみてみると,供,7ソそこ7度窒素.亜柄

酸壊窒素および萌由無窒素とも.ほは摂似していて,いずれも12-2月に多く,3月に入ると接少している｡

これらの中ICも7./モニア無窒素の時期的変化が丑も著しく,2月中旬には平均 29′▲gato.TdLであった

ものが3月中旬には 12JLgatOmSLを示した｡7I/モニ7懇望射こ次いで構巌態窒素の変化が著しく,長

も劉 ヒの少ないのは亜硝酸席重来であった,この平Gkは/リ坊としては窒素化合物が比較的少なく,ことに

3月には掻めて少なくなる｡炉は他の書見執 こくらべ.多くはIL:いが,不足はしていないと思われるQ
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/リ漁場の生産力を維持するために必要な窒素Jiは,丸山 (1952)に上ると,品質e(良なノリセ生産する

には7ソそこ7態窒素 357-714J▲ga(Om5L,亜柄較態 .机放捗珪素 7lLIJLgatOTnS/L,併 097-1･61

pgatoms/L以上含有することが必要であり,また松平ら (】953)によると.松島湾で117ソそこ7億窒窯

107JlgaLOnSL以上としているCここで海水中のP Nの比率をみてみると,1月中旬,2月中旬,3月

上旬および中旬にはPを1とするとNli61.8_I,112,54となり,3月にIiPに未するNの曾l合が低下

する｡武居ら (1958)が生前轟で調査した採集に上ると,P.Nの値が1 7-I 9皐度を示す時.ノ1)の

晶斉が点も良いようであるとしているから.この平歳では3月中旬になるとノリの品斉が低下しはじめる条

件にあることになる｡一方,ノ.)の菓体中の全窒素Aは海水中に含有されている各態窒兼tの時Aq的変化と

釈似の燐向を示した｡すなわち,3月に入ると著しく瀬少し始め,3月中旬には乾物重Aの約2%を示した｡

佐野 (1955)によれはノリ兼体中の窒素Jiが300'以下になるとノI)の養体が黄変するとしている｡茂辺地の

コ./クリートノリ積のノ.)においても,案件の窒素含tが約2%になる3月中旬には,ノリの菓体は-軌こ

著しく捷色している｡したがって,ノ1)兼体中の窒素tが3-2%以下になると,ノリ菓体は樋色するとみ
てよいだろう｡なお,著者らの扱寮に上ると案件が地色傾向にある/I,-の中でも,2,3の/I)樵において

は笹色の認められないものがあったCこれはノリ樵に土砂が唯統していたことよりみて,土砂から窒素化合

物が禰接されていたためと考えられる｡またノ.)兼体中のP:Nの比串をみると,1月においては1 36で

あったのが3月には1 21となり,P Nの割合が賓化する この点を海水中の柴半襟の時期的変化と対応

させて考えてみると,この平蔵における海水中の桝は一般海水中の値とそれほど大豊がなく.しかもノリの

兼休中の炉の含Jtは重来含Jtの増掛 こかかわらず変似1少なくてほは一定{･あることから,P N比は王に

窒素Jtの変化に基づいていると考えられる.岩崎ら (1954)はノリに1って消焚される各種発着源の中.盟

罪が晶fEおよび生長に対して.制限的に作用するようであるとしているoLたがってノリの品質に麿嬢に影

Vしているものの一つは窒素化合物にあるとみて遵支えないであろう｡また,ノリの葉体中の水可溶性窒素

およびアミノ態室乗は1-2月に最も多いから,この時朋における/1)は食味が良いことになるが.本丸

この時期におけるものが味の点ですく･れているようであるO弟体の態色は食味の低下にも開床するので商品

価値向上の点からみて-fFの検討が必要であると思われる｡

海水の比盤がノリの生理練恥こ与える影Vは.生育段牌.府境の推移などによってそれぞれ異なるとはい

え,一掛 こノリほ比較的広い範囲の比重に適合するし,またこの平鎖における海水の比重は一般に24-25の

間にあるから.ノt)に対して制限要因とはなっていないO

水温についてみると.この平磯で10●C以上になるのは5月上佃であるが,コ./ク1)-トノ1)軌1移動する

ことができないので.克乱 日射王.雨などの影Yを受けやすく.ノ1)生育の岩水温内であってもノリの繋

茂期は制限されるであろうと推定される｡

これらの点を韓措してみると,この平鉄における/L)の品矧 こ対してはアソそこ7,QB重来を中心とする窒

素化合物が大きく開床しているといえる｡

本研究において縛られた結果よりみると.ノリの晶質が巣Jt源の補給に上り必らず向上するとは一般にい

えないであろうが,海水中の窒素化合物がノリの合2(に対して一つの大きな要田となっていることが明らか

となったの{･,今後,この点について,じゅうぷんな検討を加えたいものと考えている｡

5.fA 事

茂辺地平鹿に蕪投されているコソクリートノリ掛 こおける海水中の兼暮源とノ.)の品質の問掛 こ閑適し,

その基礎梁料を得ることを目的として,海水中の柴兼源およびノリ集体中の併 (P205)と窒素化合物の含t

を1963年12月からl%1年3月にかけて向査なし,次の農具を得た｡

I) 海水中の妹,7L/そこ7態窒兼,亜桶較章兼および硝軌 窒素はいずれも3月に入ると瀬少した｡こ
れらゅ中,アソモニ7態襲来の時期的変化が点も著しく,次いで変化の大きいのは前転態窒素であった｡ま

た長も変化の少ないのは亜硝酸窒素であった｡

2) /リ兼体中に含有する全窒薬玉は3月に入ると急速に減少し始めて,中旬には222%を示した｡この
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恢向は水可溶性窒素Jtおよびアミ/潜窒素丑にもみられる｡餅の含Jt変化は少なく,常に-定足を含有する

傾向にあった0

3) これらの結果からみて,茂辺地のコソクリートノリ礁におけるノリの黄変慶あるいは韻色の原石削ま海

水中の窒素化合物の不足に上るものと推定された｡

文 献

1)岩崎英雄 ･松平近鼓,(1954) 松川棚7サクサノリ央殖の研究D.日水訳.20(5)･
2)MatsudalTa,C,& 1wasakl,H (1953) OnenvLrOnmentalCharacterlStlCSOfCulturaGroundsof
aLayerPorphyrateneraK)ellm lnMatsushlmaBay Tohoku J AgrilRes,3(2)Faculty
AgrllTohokuUIll､･
3)佐野 卒.(1955) #殖海苔の色沢変化に関する研究第1報,東北水研報告,(4).

4)武居 兼 ･寺田和夫 ･宮沢一正,(1958) ノリ魁晶の良否を左右する2,3の光束索の欄対比について,

水和.6(2).
5)紙田三郎,(1952) 海苔養殖読本

6)日本海洋学会.(1956) 海洋観測指針



57

水 産 動 物 肉 に 関 す る研 究 1工Ⅰ

サ ソマ肉の滞鉾形成能について

Erl 元 管

(中央水産訳敦切)

StudiesofMuscleofAquatlCAnlmalsITI

OnKamabokoformingabllltyOfSaurypikemuscle

KaoruTAM0TO

AnexperlmenLhasbeencLlrT-ledOUHOetuCldatetherelat10nShlpbetweentheJelly-for11ⅥuOn

abll)tyoH(amabokoandphr(1rophlllCOH lshmeat,andthechangesofphydrophltlCOEFLShmeaL

durmgwashi'lg

l) ThephydrophlilCOHishmeetbylVa､hmglSlnEIuencedbythepH ･ヽalue,andlSlnCreaSed

graduallyWhenthemeatbecomesmorealkalinethanItsLSOelectncpo)nL

Uponcompanson,tilePhydrophlllCOlflShmeetprovedLObediflerentwlths叩CleSOHiShand

･Sfoundloarrangelnlhelollo､V-ng(lecreaslngorder Warazuka> Alaskapollack> ALka

mackerel> Sauryplke

2) lnthecaseolstluryplkemeat,､V.lShlngbythewaterdoesnotenhancethephy(lrophtllCOr

flShmellL.butWash･ngb〉the01-02,gopolyphosphatesaltsolutlOnIncreasedthephydrophlllCOf

l･shme叫 andthequa】l【yOtKamaboko ､yasln lmPrOVed lt)scons.dered thattherewas

relall0nShlpbe【weenthequalltOEKfLmabckoandthephydrophll)coE sauryplkemeatdur■ng

washLng

Jt I

サン17は多集大衆魚であり,その大部分は飼fl,魚粉などの製造に利用されているが.サ./マの新しい利

用法の隅発が盟まれている｡サン7,サバ肉をねり製品原nとして用いようとする努力は古くから行なわれ

てきたが.叔近に至り,山本の塩化石灰法1)や岡田のブT3-ム酸化法2)I)などを応用すれば.鮮度の良いサソ

てやサバからねり製品をつくることができるようになった｡輩者も多隼されるサソ11を用いて,ねり製品原

料とする冷凍魚肉を製造する目的でサ･/11肉の性井を研究してきた｡

冷凍魚肉として諌まするので,肉蛋白賞の変性を促進する塩化石民法やブローム勧化法は讃用することが

できない｡魚種によって,内耳とくに保水性や足形威儀に大きな差違があり.赤身の魚と自身の魚では水晒

し通電における内実の親水性 (受水)が非掛こ異なり,白身魚肉の牧舎は水洗いの回数が多くなるにしたが

って内耳は水を吸収して次掛こ水切りの悪い状澱にtL:り,ついには脱水不可能になる｡この依向は魚肉の_鮮

度に閑適があり,#度の良好なスケトウダラ内では水晒し後の脱水が恵いが,その内の足形成掛ま駐九てお

り,しなやかでしかも弾力の範いねり製品ができる｡Jf度が低下した肉質の場合は脱水が容易であるが,足

形成能は低下する｡サソマ内を水晒しした場合には非常に水切りがよい反面.足形成能は自身の肉Fと界な

り,硬く非常にもろいツL,ミ型のねり製品に上りtL:らない｡サ./IT肉質を改着する目的で本租は "晒し"が

その肉質にどのようにVfするかを,二,三の魚社について比較し,水晒しの過掛こおける pH,親水性の

変化と足形成能の関係もしらべた結果,サソ†肉でもねり製品何科として利用することができることがわか
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ったので報告する｡

I式 洪 方 蕊

1 試 料

試料としては日本海で漁鼓されたサL/T内を用い,比較のためにスケトウダラ,ホッケ肉.ワラズガ肉を

用いた.サ'/7は市場に水揚げされた甘過程資の鮮度のもの,さらに凍結冷鼓したものを使用した｡血合肉

は用いなかった｡.ホッケとワラズカはラウソドで冷凍したものを旋用した

2 測 定 法

a)沈 降 療 府

lCOecのyl)ソダーを用い.精肉 10gに水 90ccを加えて捷押した後にンt)ソダーに入れ沈降した内耳

の体府であらわした｡

b)肉 の収 丑

遠心沈澱解で吸水した肉21を脱水し得られた肉亀丑を水晒し胴の肉毛虫の百分率であらわしたO泌Ll分離

に 4,0α)rpm で5分間行なった｡

C)pH

上記の遠心分鮭によって生じた上澄液の pH を pH メータで滞定した-

d)折り曲げテスt.

製品のしなやかさを粥べるために行fL:った｡試料をFFさ 3mm に栓切りにし以下の基革{･あらわした,

AA.4枚に折り曲げて屯封の生じないもの｡

A･2折に折り曲げて亀裂の生じないもの｡

8 2枚に折り曲げて径の半分以下の亀裂の生じないもの｡

C 2抑 こ折り曲げて他ZJlが全部にお上ぶものo

e)群 力測 定

松本らの方法に準拠し,上部より水銀を落し,先端に直径4mmの球をつけたプラソジャーが試料の表面

を破り沈下するときの全村瓜 (g)をもってあらわした｡

R l■ 括 JE

l 水申しによる内Jl性状の変化

北海道の多種魚であるスケトウダラ,ホッケ,サソての肉flが水晒しの過程で どの よ うに肉2lの親水性

(沈降容臥 肉の収Jt,水分)および pH が変化するかについて比較した培果を辞1回に示した｡

水晒しに 1(泊ccのt='-カーに精肉の挽肉を 10gとり水道水を入れ 100ccとし,5分間浸放して時･t捷

押し,肉質を流さぬようにして上澄液をすて,水洗いを4回行なった.水温に10●C～15oCで行なった｡

三試料の中.{･スケトウダラ内に長も水晒しに上って肉質の親水性が大であり.次いで.ホッケ肉で,サソマ

肉に一番親水性が少ないことが,.r'IE,められる.沈降容瓢こついて見ると (射1回a),スケトウダラ内の場合

に】回目から他の試料に比較して大きく,水晒し回数の増加とともに.%漁に増加している｡ホッケ肉の場合

にスケトウダラ肉よりやや少ないが同じような併向で沈降容辞が増加している｡そtt'こ比較してサl/マ肉の

場合に吐かの増加にとどまっており凍水性の悪いことが明らかである｡

水晒し後の肉Fを遠心分*して吸水した水分を脱水させて得られた内の収Jtの結果も (第 1回b),スケ

トウ〆ラ肉は水晒し前に比較して,著しく水を吸収して肉五点が相加しており,第 1回では 12890'.第2回

では150%,窮3匝Ⅰ{･ほ160%,第4回では170%となった.

ホyケ肉の坊合は水の吸収が少なく,4同日で水喝前の132%に増加したにすぎない｡

サ./IT肉の場合は水晒しに上り逆に肉並且が棟少し,舛1回で88%,軒2回で87%,第4回で84%となっ

た｡これらの道心脱水肉の水分を第1回Cに示したが,沈降容札 内の収Jtの変化と同様な噸位で,スケト

ウダラ肉の水分が一番多く,次いで.+.'ケ,サ./17の収である｡水晒し過程における肉質のpHの変化をみ
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第 1回 水晒しによる魚肉の親水性の比較

ると,三試料ともにあまりpH 値は増加していない｡節1回(1からもわかる如く,魚肉の pH は魚種によ

って異なり魚健に上る肉質の差共の一つの原田とみられている.一般に赤身肉はpHが低く,サ/こ,プ1JfJ:

どは56-5.9の値を示し,これらの魚肉もサンマ魚と同様に水洗いを行なっても,fJ:かね:か膨潤しにくい性

質をもっている.

LU本らはサノく肉からわり製品を作る場合に,pH を7ルカリ側に調整し,坐りを加味して足形成能の増感

を計っている｡

スケトウダラ肉が水晒しによって著しく親水性を増加するのは,肉の pllが70に近いことがその原田の

一つとして考えられる｡

水晒しによる肉質の肝化は使用水の pH,塩析漁度によって左右されることが知られており.水晒し過程

における肉質の親水性は魚肉自身の pliや班用水の pliに影響されるものと考えられ,サソマ肉も水晒し

第 1表 7ルカ1)溶液によるサソlT肉の膨化

使 用 水 沈降容積 cc l 膨 化
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中にアルカ1)側にpHを調並することによって.スケトウダラ肉やホッケ肉のように親水性が増加するもの

と考えられる｡かかる較点から数億の溶液を調整してその浴液にサソ～,肉を泣出して沈降容倍から親水性を

しらべた結果を第1滋に示したE,

肉の5倍丑の各停液を用い20分間浸凍した後に沈降容税を測定したO

対照の水に比較して沈陣容鰍ま大きく,肉質がこれらの溶液によって親水性を増したことが認められた｡

さらにくわしく的べるために,強塩基である苛性ソーダの維持液.改炭酸ソーダ.弱酸の塩である怪顧ソ
ーダ.クエソ酸ソーダ,声邑敵ソーダ.酒石酸ソーダ,などの溶液について親水性の射 ヒとpH値などを比較

した梅見を約2表に示した0

第 2表 7ルカ1)溶液によるサソて肉の水晒しと親水性

ヾ ･ . ･ . 帽 l':!'''L'L-'- ∴ ･･ ::言 .一 一い.

対 照 (水 道 水)
01M クエ ソ酸ソ-〆

01M 酒石酸 ソーダ

01M 解 離 ソ - ダ

02% 中 性 洗 剤

3~
盟

お

31
お

お

訂

31
邪

知

6

iB
IO
苅

00

6

7

6

7

7

798

863

834

82.4

82.2

40

15

40

EEi
釦

対照である水道水で水晒しを行なった場合の肉矧まほとんど膨潤せず親水性が少ないが.他の溶接の場合

は水晒しの回数が増すに従って,肉21は膨潤し親水性が大きくなっている｡

苛性ソーダの場合は沸床の高いほど肉質の膨潤が大であり,沈降容札 内の収Ja:が多くなった,01人l浪

度の弱酸の塩の場合は.クエ./較ソー5'が最も肉質を膨潤させ,示珪酸ソーダは対照とあまり変らなかった｡

油の除去の日的{･使用した中性洗剤浴液は音外にも肉質を膨潤したO約2滋の絵巣から肉宅を熱く臥FJさ

せた,苛性ソーダ,蕊炭酸ソーダ,クエ/酸ソーダ,中性洗剤,tJ:どで処捜した〆】で製品をつくり足形成能

をみた｡

第 3表 7ルカL)溶液で水晒し後の肉より得た足形成態

使 用 水

対 県机

001人JlTf性 ソ ー ダ

005人rクエノ酸ソーダ

001M 悌 酸 ソ - ダ

001M 亙炭酸 ソーダ

01% 中 性 洗 剤

･ ｢.･ :

〝 635

〝 632

1/ 6.10

79I 635

- ∴

yレミ塾 640

試料は凍結 Ii室間の肉

サソマ精肉20)gを18のt='ヵ一にとり,5倍Rtの水で2回水洗いした後,さらに各溶液にて2回水晒し

を行なってから肉をガーゼで軽くしぼって脱水し肉の収丑を計見した後に,乳鉢で摺り,食塩3%.デソ扮

10%使用し,煎熟して製品の品質をしらべた｡上澄液の pH は肉を脱水した時の液の pH である｡
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水晒しによって混水性が高まったが,製品の品Eは対蝋より若干改善されたにすぎず,弾力が大きくTL:っ

たtf酸ソーダ包埋の場合でも,しなやかさがとげしく,もろい性状であった｡嫌拓1i雪間の肉を用いたので

そのためかとJfえ.が肉を用いて,0011Vl苛性ソーダ,00ユM の炭酸ソーダ液で同様に処理した総菜も

あまり変らず.いずれも良い耗射 i得られなかった0

2 リン汝浴液による水申し過程の内実の親水性の変化

魚肉の親水性を左右する点火の田子としてpHとイオン強酸がJfえられており,この両者を有するリソ酸

塩溶液を用いて水晒しを行ない水晒し過程の内耳の親水性の変化をしらべた｡0 190.02%のビPI)ソ厳ソ

ーダ,および ド1)ポ1)I)ソ柑ソーダ溶液を用いて,水晒し回収とそれに伴う沈降容札 内の収Ji,上澄液の

pH の変化をしらべた払柴を荊4身こ示した｡

7t4表 ポ1)1)-/転塩軽液に上る水t串Lと親水性

任 用 濃 皮 l水- 回数 沈降鯛 ccl肉の収放 % 上澄液の pH 水 分 %

01% '.ユ 品 ソ僻 目 ( 董 一 書萱 】 射 蔓‥萱

02% ビ P I) I/較 2
ソーダ蔽 3

32 106
10 129
50 160
53 212

660 802
690 807
733 857
780 920

0.1% トリ,1:')リt/酸 2
ソーダ液 1 3 書 l 三雲 …-ko I Z7…

.16 1 116 710

02% トリ,ill)リソ酸 2
ソーダ液 3

4
+ +‖-

水 道 水 日 萎

88 620
87 620
87 625
81 6:I)

2- ttit石tA z→ 内のCi. 2-c PH

796
803
812
815

し! し】
ホIILEIZl

■ 2回 t='ロt)ソ蔽ソーダ液と斑水性の鵬孫

第4表からわかる如く,水場し1回Elから沈降容机,肉の収Rl,肉水分が増大し,回政が増すにつれて肉

質の親水性は拓まったO特にt:'pt)ソ顧ソーダ液の場合はその傾向が軌 ､｡また01%1り02%の方が肉質

をより膨潤させた.第2回にほどF,I)ソ甑溶液で水晒しを行なった場合の沈降宙札 内の収且,pH を･+･･J

ケ肉 (水道水で水喝し)のそれと比較した｡沈降容軌こついて見ると,02% t='pリソ勧ソーダ液で処理し
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た切合はホッケ肉の曲線に近くなっており,肉の収Jtについて見ると,水晒し3回では01%t='ロリL/慨ソ

ーダ液処理にほぼt等しくなっている｡リソ駿塩で水晒しを行なったサ･/マ肉の親水性が,ホp/ケ肉のそれに

近くなったならは,肉の足形成能もホッケに近くなるのではないかと推定されたので.各棟リソ酸塩の 03

%溶液で2回水晒しを行ないその内の足形成能をしらべた結果を第5袋に示した｡

第 5表 各租1)ソ較塩溶液で水晒した肉に上る足形成態の比較

_ ･ ∴ l- q . ･. 3',: 一一一'_ _ ⊥ _

訳料は那肉

水唖し2回後の肉は前述の如く処理して製品をつくった｡前述の苛性ソーダや弱酸の塩の場合と製品の押

力はさほど相違がみられないが,折り曲げテストにみられる如く,第31)ソ髄ソーダ,t='ロ,ト1).iiリ1)ソ

酸ソーダ液処理の場合は,非常にしなやかさが増大して.完全にカ1才-'コ型の品fIとなり,ホッケ肉から得

られる製晶と同程度の611封が得られた｡

-キサノタ1)ソ較ソーダ,7デカ1)ソの N06の弾力は大IC･あるが,硬くてyレミ型に近い晶質であっ

た07デカリ1/の N07はやや硬いがカマポコ型であり,同沸皮でも原液の pH値が N06では 60,

N07では67であったことから pH 値による影響と考えられるO対照は肉の収塩が73%であり弾力値が大

きいのは水分が少ないためと考えられるO (対掛 i水晒しを5回行7LL:った)敷晶の肉色や味を含め絶合した

晶Tfをみると,ピロリン酸ソーダとト1)ポリリン酸ソーダ処理が良い結果を得たo

この実畝の場合は1)./酸塩の渡皮が03%で,やや渡TF･であったせいか.水明し2回でかなり肉21の親水

性が市■,は り,2回以上水晒しを行なった場合は膨潤がひどく,肉の脱水が不可能になり,一部分は満席の段

隅にまで至るようになったので2回で中止した｡そのために製品の色調はやや,i.げ んでいた.色粥も改巷す

るには水晒しの回数をふやさねばならないのでリ./酸塩の濃度を01%,0.15%.02%液で水晒しを行なう

とともに,水道水で3回水晒しを行なった後に01%,015%,02%のリノ醸塩で1回水晒しを行ないその

結果を比較した.結果を第6,7表に示した｡

トリポリ1)ソ憤ソーダ処理 (No1-N03)の場合は肉の収故から171.ても3回日で肉質はじゆうぷん親水

第 6表 ト1)ポ1)1)ソ転ソーダ溶流で水晒しを行なった肉による足形成儲

試料は鮮肉

+水で3回水晒しをした後,01%ト1)ポリリソ転ソーダ液で 1回水晒しを行なったO



63

第 7表 とロリ./殿ソーダ溶液で水晒しを行なった肉にJ:る足形成態

N｡.l 使 用 水

1 01% L'で 3回

…l:芸完 ::

4 対 照

5 水で3回 01500/液

6l " 020%*

足 形

収 も 厘 .一重 コ 三軍]竺∃ 二

tq
抑

10
tO
i8
叩

6

6

7
6
6

7

to5
脚
州

75
to5

必

因■■〕ヨ■■■■■

pJ] 耳

しなやかさあり.カマポコ型

〟

やや軽さあり,カlT.i:コ型

しなやかさあり,カマポコ型

訳料は凍結2週間の肉
*製品を作る時にt='pリノ酸ソーダを1%添加した｡

性が高まった｡脱水の際に0.1%,0.15%処理内は袋の日から圧し出される肉Hは少なかつたが,02%の場

合は若干圧し出された前述の03%処理上り少なく,肉の色内も白くなって製品の晶賞は改善され,いずれ

もしなやかさが増大しカ17ポコ型の晶質が得られた｡特に015%,02%丸理の場合が良好であった｡

水道水で3回水晒しを行なった後にト1)ポリt)./敢ソータ0.1%,015%,020i液で10分間水晒しを行な

った場合 (No4-6)も親水性が高まり,丑初から1)ソ酸ソ-ダ液で水晒しを3回行なった場合と同程度の

晶宜が得られたO製品のしなやかさについては,01%液処理の場合はやや駿さが詑められたが,015%,

02%液匁理の場合は完全にカITポコ型に改首された｡

怨晶の労力は1)ソ転塩のiA度が布く肉の収Aの多い場合は値が低くなる傾向が認められた｡t=-ロリソ酸ソ

ーダ拝で包埋した場合 (No I-3)もトリ.iI1)ソ酸ソーダ練で処理した場合と同じ頼向を示し,品質がしな

やかになりカマポコ塾に改着された｡最初に水道水で3回水晒しを行なった後に リソ放Blで1回処理 した

No5,6は弾力では Noi-3より錬れていたが,しなやかさの点では劣った｡

弾力旭が0I.015,02%の帆 こ近くなっているのは.肉男の収丑からも明らかな如く,栽水性の促進に

より,それだけ水を多く含んでいるた桝 二浪まの高い試料はど水分が多く,そのために弾力値が低くfJ:った

ものと考えられる｡対照 (.Vo 4)は水のみで4回水萄Lを行なったもので,収tが少なく75%であり,した

がって水分も他の試料より少なく.77%であった｡肉質が安く塩すりがしにくかったので,t=lp1)ソ鮫ソー

ダを120滴 加したが,しなやかさは妨り,群力値は高くなった｡

水咽しのや終回の上澄液の pH は,トリ'rI1).)ソ酸ソーダ処理では No4-6のカが No1-3より高

い｡これは水道水で3回水晒しを行なったので水溶性物式が相当除去され,肉質の援衝作用が少なくtL:った

ものと考えられる｡

t='pI)I/鹸ソーダ包埋とトリ.iIリリソ酸ソーダ匁理では試料肉が久なるが,上澄液のpH値がトリポリ.)

ソ鮫ソーダ処理区が-跡 こ高い点については明らかでない｡

袈品の pH をみると64-67のr']1であり水晒中の肉の pH に近いと考えられる上浸液の ptiよりかな

･り低いことがわかる｡

一般にねり!臥品の足形成能の増強する方法としてpHの開延,.il1)1)ソ放生の使用が考えられておI),こ

の方法は肉蛋白質の溶解性の増進を目標においたものといえる.

,il1)I)ソ良塩による肉27の親水性の増大と足形成能 (しなやかなカマポコ型)は関連があるように考えら

れる｡

pH のみで叔水性を増大した場合は,苛性ソ-〆液で処理した場合の如く,親水性は増大したが,魁晶の

しなやかさはあまり故事されなかった,リソ較塩の場合でも,pH の低いヘキサノクリソ酸ソーダやアデカ

1)I/の h'06液で匁埋した場合は晶質の改善が少なかった｡

上記の実験で効果の崩箸であったビロおよび トリポ1)リソ酸ソーダ液に第1I)ソ鼓ソ-1を加えてpHを

低 くして水晒しを行な19たJ*合の岳柴を第8表lこ示した｡

OIOiのtゴロぉ上び トリポ1)1)I/位ソ-ダ液に界lリ./鮫ソーダを加えて原液の pH 値を67-72に内並
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X 8 表 水晒しの用水の pH と晶男

;●三日針 ;:≡
3 72 105 112
4 67 90 100
3 90 107 115

近

近

型

に

型

に

型

コ

型

rl
型

コ

ポ

ミ

ポ

ミ

ポ

マ

レ

マ

レ

T.

カ

ツ

カ

ツ

カ

A
B

A
B

AA

No1,2:01QiビFZリン酸 7-ダ液に第1I)I/酸ソーダ添加して pLIq荘
No3,4 0lee,'トリポリソ較ソー/液に妨11)ソ酸ソーダ添加して pH何基
No502%t='t'リン酸ソーダ
飲料は鮮肉

して水晒しを3回行ない,02%t=lp1)./酸ソーダ液処理と比較した｡3回Elの上澄液のpHは低くなり65

-66の問であったが,肉質の親水性は第6.7表の01%液地理に比べてやや少なかったが,肉の収土はい

ずれも100%以上であり大きtL:蓋はみられなかった.この内から得られた晶Fは折り曲げテストからわかる

如く,原液の pHがやや高い No1,3は.したやかさがありカマポコ型であったが,原液のpHが低か

った No2,4は,しなやかさが少なくyL/ミ型に近い状態であった｡

02%匁理の INo511完全にカ7ポコ型であり弾力値も74;かった0

3 pllと親水性の開床

水晒しの最終回の上漣波の pHと内耳のBt水性 (肉の収J)との開床を集約して第3回に示した｡

この結果からみられる如く,pHが転倒から中性,アルカ1)掛こ移行するに従って内Eの収Jtは増大し,

親水性が増加していることがわかる｡同一pHでも使用した訳兼に上り肉21の収生が大きく輿なり,.ポリリ

-/融塩,弱酸の塩,苛性ソーダ溶液の順となっている｡

このことは肉質の親水性には pHの他にも田子が軸いていることを示蚊している｡

せ乱 蛋白質の親水性は果白を熊成する7ミノ融残基に主として帰国し,7ミノ酸戎基の雄性基に双振子
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yt3回 pH と袈水性 (肉の収丑)との開床 第4囲 Ca.MggLと兼水性 (沈降容併)との関係
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である水が結合することによって親水性が現われると考えられる｡

ポリ1)ソ取の親水性の促進は,この他に蛋白Eに結合している Ca,Mg とキレートすることに上り.こ

れまでべプチ･/ド銀の中に包みこまれていた庫性基があらわれて,その極性基に水が結合して肉の操水性が

増大するOポ1)1)./酸塩やクエ./甑塩の水和増大作用は主としてこのようなキレート作用によるといわれて

いる｡

Caと Mgイオンの影事を調べるEl的で 0001M の CaC12,MgC12,液.02%ト1)ポリLl'/酸ソーダ

と 000lM MgC12混液,02%ト.)ポ1)リ./酸ソーダ単独液で水晒しを行ない,比較した結果を第4回に

示したD

肉中の Ca,Mg含有生とほは同沸度と推定される 0001M の CaC21,MgCl2液で水晒しを行なった結

果では第4回にみられる如く沈降容掛王4回ともに同じであった002% トリポリリン酸ソーダと0001M

MgC12含有液の坊合は回数を重ねるに従って沈降容執 ま増大した那.02%トリポリ1)ソ酸ソーダ単独より

劣った｡このことから')/較ソーダ液に Ca,Mgイオンを混入すると親水性が低下することがわかる｡ま

た 0001M MgC12液に苛性ソーダ液を小丑添加して液の pH を100に調整した場合も沈降容鍬 土増加し

なかった｡

4 魚牡によるポリリン酸塩漬の形f

ワラズカ,スケトウダラ,ホッケ,サソマ肉をポリリソ酸塩液で水晒した場合の親水性の変化を弼べたが

そのうちから02%t=lpリ'/酸ソーダ液で水晒しを行なった店先を第5回に示した｡

内Q)沈托古紙の変化

2 3 4恒】
水晒し国政

ワラズカ

スケトウタラ

1 2 3 4回
水晒し回教

第 5回 02%t=lpリ./憤ソーダによる魚肉の親水性の比較

肉質の沈降容積,肉の収JLは,ともにワラズカ肉の場合が多く.次いでスケトウダラ,ホッケ,サ/マ肉

の順であり,これらの魚肉の中でね り製品原料とした時には,ワラズカの肉が澱も柔軟性のあるしなやかな

品質を示し,スケトウダラはワラズカにやや劣り,ホッケ肉の場合は,さらにしなやかさの点で前者1り劣

る｡サ./マ肉の場合はツt,ミ型であり,親水性と足形成能 (晶質のしなやかさ)は魚種間にも関連があるの

ではないかと推察される｡
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考 ♯

魚肉を水晒ししたg一合に生ずる肉Eの親水性の変化と,親水性とねり製品の晶耳との関係について検討し

た｡

ワラズカやスケークタラ肉のg5合は水晒しの回数の増加に従って次軌こ内耳の親水性が増大してゆくが.

サソ17肉の場合は何度も水晒しを行なっても親水性はほとんど増大しtL:い｡しかしながら,使用水のpHを

7ルカ1)帥こ網並した各社杖薬の影fを見た結果では,中性から7ルカ1)域にpHが移行するに従ってサ./

7肉食も親水性が増大するのが認められた.pH値が同一の場合は苛性ソーダの如く強塩基よりも,ポリリ

ソ酸塩の方が親水性を増大させた,*'1)1)ソ酸塩の場合でもpH値が庇い場合は親水性の促進がやや劣り,

Ca,Mgイオソの存在する覗合にはポ1)1)ソ軸塩の親水性は阻害されることから,肉Eの水晒しに上る親水

性は.使用水の pH.塩のイオン強度.キレート作用などが的差していろものと推定される｡

サー/.T肉をうすい苛性ソーダ溶液で水晒しを行なった後にねり無品をつくった場合には,晶質はあまり改

沓されなかった｡しかし.ii1)1)ソ酸塩溶液で水晒しを行な19て.内耳の親水性を促進した肉ICねり製品をつ

くった*合には,しなやかな弾力に富んだカマポコ型の晶質に改書された｡この報告の取りilめ中に自身の

ワラズカで典味ある事例が明らかにされた｡一秒 こワラズカの内部 1カ7.i:コ原料としては,非称 こgE秀IC

あるが,10月上旬に虻田近海で漁等されて余市に入荷したものは,ツレミ型のタイプのカマポコ上り出来ず.

福見氏がその原田を7Iべた括果.内耳のpHが59･-60で通常のワラズカに比較して0･6-0･7低く,いくら

水喝Lを行なっても肉Eは水和しづらく放水性は増大しなかった｡このワラズカ肉を't;I)1)./放ソーダ港液

で水洗いして.肉耳の pH値を70付近にし,親水性を増大した結果,通常のワラズカのようにカヤポコ型

の晶Eに改善した｡

同相 )は魚掛 こ上る魚肉の吸水率と.その魚肉の足形成鮭に正の相関があると報告しているが,山本5)は

燕l肉の吸水率と足の強弱は,かならずLも正の相関的除があるとる認めがたいと考えている.

魚唖によって肉Eが異なり,サソ了などのようにpHの低い肉賓ではねり魁晶の晶Eが劣るが.肉質の親

水性を促進することに上って.良好なカマポコ型の晶ガに改善することから,魚肉の類似性とねり製品の晶

fE(柔軟性)に開運があるものと考えられる｡

サン7,サバ,イワyなどの魚唖は死後,肪内申のグ1)コー〆./が早く分解して,乳態やリソ願が生成さ

れるためにpHが低くなるものと考えられている｡アリカリ性のリ./酸ソーダ溶液で肉を水洗いすることに

上って,乳穀やリン酸の酸性反応が中和.あるいは除去されると同時に,Ca,Mgなどのイオ-/もl)ソ酸海

に上ってキレートされる結果,筋肉の水和が促進され 親水性が増大するものと考えられる｡サl/7肉から

ねり製品をつくるためには,サ./マ内のpHを高めるとともに,サンマ内の親水性を高めて,肉Ztにあらか

じめ讃度に水を吸水させ.蛋白賞の杏AF性がbP大する状態にするとともに,加熱によって丈夫な乎状熊道を

形成するために.水溶性蛋白の除去が必要ではないかと考えられる｡

■ r]

魚肉を水晒ししたy}合の肉質の双水性の変化と,親水性とねり袈晶の晶ZIとの開床について検討した｡

1) 魚肉の親水性はそのpHに形Iされ魚肉の等t点から7ルカリ帥こなるに従って親水性は増大したo

また魚肉の親水性を比較すると,ワラズカ>スケトウダラ>ホッケ>サ./マの掛 こなり,魚種に上って典

なる0

2)01-0.2%のポ1)リソ献塩溶液で水晒しを行なうことに上ってサL/17肉の親水性が高まり.その内で

つくったねり製品の晶矧 土改善された.魚肉の親水性の程度とねり魁晶の品Eには関連が認められた.

文 が

1)山本 (1962):水産物の利用に関する共同研究,3,65
2)岡田,中山 (1961) El水試報告,27,203
3)辻本 (1963)･茨城水試報告,21
4)岡村 (1959):El水誌,2iI,826.
5)山本 (1962) E]本海区水研報告,10,91
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水産物の低温貯蔵に関する研究 Ⅴ

凍結スケトウダラの ドリップとスポソヂ化の防止について

田 元 を

(中央水産訳換場)

Studieson Freezlngand RefngerationofMarineProductsV

On thepreventionofdripandspongezatlOn

ofthefrozen AlaskaPollack muscle

KaoruTAMOTO

Theauthorhasstudledtherektx)nbetweendripandspongezaL10nfrommuscledurLng TroZien

storageandrateofdehydrationOfAlaskapllackmusdewhlChwasdehydratedfrom 10 to30%

bytheval:uum freeZe･.drylngWhosepumplngpressuresWere05mmHg Thesampleswerestored

-20'Cfor80,100d.lyS

l)WhentheamountofdrlndurlngfreelmgStorageOrthetreedripandceTltrlfugaldripof

conlrolmusdewascomptlred､V.lhthtltOfdehydratLOnmuSde,ltWasObservedthattheamountof

drlpfromdehydratlOnmusc一e vヽaslessthanthatofcontrolmuscle(tableT,lI,).

Tlleeffectofrateofdehydrattononthedr.n oEdrlpWasObservedtodecreasew)th the

decreaseofwatercontentOfmusclebythevacuumfreeze-drymg.butdehydratlOnmuscled･dnot

sho､yanyIncrease ln eSSenr'alwaterholdlng一也PaCltyOEtneat

2)WhenthedegreeofspongeLatlOnOfthecl)nLrOlmusclewascoml)aredw.ththatofvacuum

Lre.1tmentmuSde,ItWasObservedthatthedegreeOfspongezatJOnOlvacuumtreatmentmusc一ewas

)esSthan thatofcontro)muscle,andwhenvacuumtreatmentoffishmusclewascontinuedover30

mLnuLes,thespcngezat10nOf山efishmuSdewaspTeVen(ed

拝 T

スケトウダラは北海道における丑要魚億であり,そのほとんどが加工質料として九埋されている｡タラ,

スケトウダラは冷凍,冷射 こよって品名が低下し,内Eのスポソヂ化,陳水性の低下による解疎時の多血の

I:リップの生成がみられ,甚だしい場合は*切りにした肉断面がスポソヂ状となり味の悪い状態となるC ド

1)I/プの防止法としてはpHの謁並,食塩やポ1)燐酸姓処理1)1(3)などの研究がなされているが完全には防止

できない｡

スポL/ヂ化の生成については田中l)の研究があり.タラ.スケトウダラ肉に含有する溶存ガスと水分がス

.iIソヂ化の要因ICあり,排紙dTlに肉を脱水,または脱ガスすることによりスポソヂ化の防止が可能であると

述べている｡

井空凍結乾燥符を用いてスケトウダラ内を脱ガス,脱水処理することに上ってどの上うな効果が紺られる
かを検討した結果,脱ガス.脱水処理に上り肉ZIのス.il./ヂ化とドリップの生成が防止できることが明らか

になったので報告する｡

本研究でお世話になった.大鳥 浩.笹島正札 苛間忠一の請かこお礼申し上げます｡
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拭 ♯ 方 法

1. 試 料

鮮度良好な大判スケトウダラを用いた0

2 7リー ドリップ

凍結肉を室温 (20℃)で解凍 (5時rFll)し,ia失虫JtのZ=を ド1),プとして井出した3

3.速心 ドリップ

練鉄肉 20gを EW･erb･cklI)の行なった方法に畔地して測定した.解凍後逆心分#野で20分間 2,(X氾

rpm で遠心分■し,損失五五の差を ド1)ッブとした｡
4 全 ドリップ

フリーtTl)タブと遠心 rlJタブを加井した9

5 Jl空kA推

乾燥掛 土光和式其杢凍結乾煉器 CL-100型を使用した｡

tt ♯ 括 果

1. VAcutJm 処理とドリップのBd係

スケトウダラ魚体をフイL,-とし,そのおのおのを,頭部 LA),中央部 (軌 尾部 (C)の3部分に分刑し.

A.B,C,群をアルミ箔に包み1201Cに疎jkL,一方のフイL,-である朗部 の).中央部(8,尾部 肝)郡を

其空疎抵乾燥掛こて3-4時間モ壊した後に凍鼓して,Vacuum区とした｡肉のJ?さや肉片の大きさに上っ

て D,E,Fの ＼'acuum に上る浦兎Jt(脱水程度)は一様ではなかったD

無血理の A,B,C,群と Vacu11m 区の D,E,F,を30日.50日,100日巳に取り出しフリーtL'1)アブ.

逆心 ド1)ップを沸定した結果を界 l表に示した｡

第 1表 共生凍結乾放免理肉と無包埋肉の嫌集中の ドI)ップについて

脱畑 皮 %l脚 ㌔ Lフリ~ドリヅ妄軒 リサ妄i全 ドリッ/%

無包埋 乾煉丸哩

頚 部 A D
中 央 部 B E
軽 部 C F

a)71)-ド1)ッブ

無処理区と VtlCuurn区 の フリードリップ最を比較した結果を卯1回に示 したが,無処理内に くらベ

VtlCUum 肉はjl:冊に少なかったO
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第3回 Tola)Drlpの変化

本釈放の試料では30日EIが最も多く,50日,100日となるに従ってフリードリップ丑が少ない結果とたっ

たのは,触体益のためか.それとも肉片の大きさのためか判然としないが,Vacuurnにより12-23%減少し

た肉は ドリpJブが少なかった.魚肉の部位による71)-ド1)ップの差異に無処理肉,Vacuu111肉ともに頚部

が少なく,次いで中央部.局部の版{･あった｡

b)遠心ドリップ

遠心 ドリ･/プの結果を折2回に示した｡貯蔵日数が長くなるに従って無処理肉も Vacuum 肉もド1)ッ7'

Jtが増加したoViLCuum処Jg!肉は無処理肉よりドリ,プ最が30日で4%,50日で12%,100日目では7%ほ

ど少ないが,71)-ド1)I/プ丑に比べると少ない｡触肉の部位による遠心ドリップ量には一定の傾向が認め

られなかった｡全 ドリップは窮3回にみられる如く,無地饗肉より Vacuum処理肉は10-12%全 ド1)ヅプ

丑が少なく,ドリップ生成は50日で濃大に近づき.その後は僅か増加するに過ぎなかった｡

脱水程度と凍萩によるド1)ッ7'の関係を.さらに爽験するためにスケトウダラ肉を小片 (1x2xlcm)に

して 20gの試料を凍結し.それを共杢凍結乾燥解で20分から3時間乾煉脱水し. 5種類の脱水樺度の異な
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ったグループをつくり･それを-18°Cに疎萩し所定の期間後に遠心ド.) ,プJtを比較した結果を第2表,解

4-5回に示した｡

脱水程度OQoは集札理で,10%'の試料は花餅 こ上.'て並Jtが10/0./減少し.20%.30%の試料はそれぞれ

20.3000韮Aが瀬少したことを=&わす｡

事 2表 脱水軽度と凍掛 こ上る遭心 ドリ,プの関係

＼ 凍iE日政

bセ

ナ
o

′

0

7

1

7

9

3

4
リ

お

8

8

8

7

1

ド

%
0

9

5

2

5

0

g!
劫

SS
加

t0

5

〇
一0

6

6

7

2

3

iq
26
お

ほ

9

1

IO 20 38

DL水程度%

■4回 脱水軽症とド')yプの開床 It5回 脱水程度とドリップの閑孫

80日rF･1の凍手中のドリyプの変仙1第1回に示す如く,無処理では凍ま12日で ドリ,7r生が15%生成し,

その後次第に増加し80日では3800に適した｡それに比較して凍結屯妹に上って脱水した試料では,凍談期間

がd 日ま{･は非常lこ少なく多い試料でも870占であり,無処理の約:iの丑である｡60日では脱水程度の少な
い】0%.】4'Q.'の拭科は.LYL1.に増加して25-26㌔になったが,脱水重度24%,30%の筑科では.92%,43%で
非淋 こ少なく全期間を通じて事空疎幕乾燥にJ:って多く脱水した試料ほどドリップ生成JLが少ない切向が毘

められた｡ (第ら回)

め日EIのフリーrI)タブJtをみると無地理では18%生成したのに比較して,脱水程度が20%の試料ではフ

L)-ドリップJLが2･5eiにすぎず.脱水葡度2100,30%の試料の萌合は全くドリ･,ブを生じなかった｡
しかしながら脱水軽度と遠心 ドリノ71の硯尉ま,ド1)'プJtに乾枚で除去された脱水王を加えると.す

べての試料の値が*凪理の値に近似し本質的に肉の保水性が高まったわけではない｡
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見掛上の ド1)プ7'を少なくするには,20-300.の水分を其空凍結乾王如こ上って除くことに上って凍iE80日

産度の間は7リード1)ップを抑御可能であり,逮.bTlリブブも20-30%沸少することが可能であると考えら

れる｡

2 VACtlum J11とスポンチ化

嫌jL中における内茶のスポ ソヂ化も其杢乾姓を行なった沢村の切fHiその生成が少ないことが捜索された

ので.写井にとり*丸理肉と比較した結果を第3蓑.写井Iに示したO

第 3表 真空凍結乾せ九理とスポ./ヂ化の開床

(魚体を始切りにした甘食)凍iLl00El

丸 理 部 GE Vacuum強まJE ス.i" ヂ化 rI)ッ7'
%■ %

頚 蓑B I l 肘 305

無 血 理 忘 失 芸 二 L ::

深 部 129

Vacuum 中 央 部 13･l

尾 部 101

175

1 193

魚体を頭部,胴部.尾部に3分刑して,輪切りの状態で60分間 Vacuum して凍簾した｡Vacuum にエ17

て頚部は129,06,胴部は134%,尾部は101%盃丑が澱少し,その分だけ水分が除去された ことになる｡

-18°C～120.Cで諌兼100日EEの肉Eの状態は,那3滋および写其Iから見られる如く,無処理区は多孔且
となり強度のスポソヂ化がみられるが,Vacuum区は氷結尉こ上る多才し賞がほとんど窪められす,肉の切断

面は滑らかであったO切断面の拡大写井 (1-C,トC′,1-d,1-dつをみると,さらに両試料の鼠鼓の状態が相

違することがわかった｡頭取 胴乱 尾部のス.iIソヂ化の程度を多孔質の痩皮から比較すると,頭取 胴瓢

は差がみられないが,尾部は前者より多孔質の部分が若干多かった｡

Vacuum時rE'lとスポソヂ化の出現の笹齢 土上記の実換{･Vacuum60分行なうことに上ってスポソヂ化カも

抑制されたが,どの軽度 Vacullm したならば,ス.iiソヂ化が抑制されるかを調べる目的で,魚体を輪切9･

にして.Vacuum時間を10分,20分,30分の区分に分けて凍鼓し無処理区と比較した結果を第4菜,写其R

に示した｡

第 4表 其空疎結花妓RL理時間とスポノヂ化の程度

(魚体を輪切りにした場合)

､'acuu- 時rpもl部 位 Vacuu欄 A%lスポソ芸'Rt日r スポ霊 1BE自

＼'acuum には 80-98gの試料 (胴部)を用いた｡Vacuum lO分間では乾嫌波束JEが.4.4%.20分間で

は72%,30分間では73%であった,
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凍萩1カ月で無処理と Vacuum l0分姓理の試料はス.flソヂ化が認められたが,Vacuum20分.30分処理

の試料は認められなかった｡嫌麓 100 日日に写某をとり写其Uに示したOこの写真からわかる如く,無処理

の試料は完全に多孔Eとなり氷結晶による穴が大きく,肉掛 ま保水性を消失した｡ それに比較して 10分,

20分,30分と Vacuum時間が長くなるに従って多孔質の出現が少なく,スポノヂ化が軽度であり,30分間

Vacuum包埋した駄科はス,ボンヂ化が認められない.

一魚体から取ったフィレーを二群に分けて一群を無処理.一群を Vacuum処理して Yacuum 時間とス

ポソヂ化の出現の密度を調べた結果を第5表.写其HHこ示したO

第 5表 裏杢凍結乾燥処理時間とス,i･:/ヂ化の程度

(フィレーの場合)

vacuu-時rd'a十 cuu-減韮貰い ボン禁 ｡ スポ/:ltB日

駄科は 45-50gのもので Vacuun により,10分で乾燥減蕊tが4%,20分で75-90%.30分で12-

135%であったO凍蔵1カ月で無処理と10分間処理の試料はスポ./ヂ化がみられたが,20分,30分包丑の試

料はスポソヂ化がみられなかった｡決裁 100日では写真JTでみられる如く,無処掛 ま切断面の全面に渡り多

孔質がみられるが,10分処理の試料は多孔質の部分が無効理より少ないOさらに20分処理では少なくなって

いる｡30分処理では肉断面が滑らかであり,多孔矧 ま認められずスポソヂ化が防止されている｡

以上の結果からス.i:I/ヂ化と Vacuum時間には閑適が詑められ,スポソヂ化の出現は Vacuum 時間が

第6表 共生凍結乾燥とスポ･/1･'化および T/リ,プ

(前処理の影書)探栽80El

処 理 I､′acuu- 減垂8%了 ポソヂ化 巨 ドL'ッ芸i全 ドリップ%

無 処 理
; ~ ‖;' l･:::

Vacuum 対 照
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長くなるに従って少なくなり.30分でほはス.i･:I/ヂ化を防止できた｡

VACuUm時間が30分を度でスポソヂ化は防止できるが,時間が岳いためにドリップの生成は長時間の試料

に比較して多い場合があるo ド･),プの防止のために Vacuum を行なう前に,10%の食塩水に10分浸凍し

て水切りした沢村と,プロビ1,./グt)コールをフィレーの表面に塗布した試料をそれぞれ50分間 Vacuum

して凍jLL,*処理および無二払理で Vacllurnした武flと比較した法具を妨6変,写井Ⅳに示した｡

試料としては 30g前後の五tのフィレーを用いた.VactJum 50分で乾矧 こよりiJLが11-18%減少し

た｡凍諌80El日のドt)-Jプは無包埋に比べて Vacuum 払理区は少なく,Vacuum地理区の中{･も食塩水で

地理した試料のドリップは20-40%で長も少なく,次い{･プt,ビレ/グリコール塗布.無包埋の頓であっ

た3

ス.+.ソヂ化の出現は,写夫Ⅳでみられる如く.無血理肉の場合は,米結晶のあとが大きな穴となっている

ことが拡大写井から認められる｡Vacuum 地理区は多孔Ztが認められず肉男は滑らかでちみつであったっ

食斗水処理の訳柑 土フィレ-の表面がやや荒れており,筋肉砕杜が写井でみられる如く散合して)Cきな氷

結品の穴がみられるが.肉の内部の方は,写其rVの 4E 1,iIE 2の如く多孔男化はみられなかった｡表面

の肉月の肌荒れや部分的なス.iIソヂ化は食塩の形書と考えられる｡

ITダラ (′ト型)をN切りにして,五五が 150gの試料と Vacuum 地理して無血理と比較した｡(Vacuum

は10分,20分,30分の試料を作った)｡凍裁70日Elにス,iIソヂ化の程度をみた結果では.無処理は多孔質と

なり完全にスポ'/ヂ化していたが.Vacuum包埋10分のものは一部分に多孔月がみられたが,20分,30分の

訳料は少なく.30分処理の訳柑 ミス.iIソヂ化がみられなかった. (写井V)

タラ煩のスポソヂ化の原因として田中は内申のガスと水分且をあげているが,今回の突抜では,Vacuum

に上る脱ガスの測定を行なわなかったが,試料を Vacuum して減圧になると,肉の切斬面から水泡が盛ん

に出て.内申の溶存ガスが除去される状態が良く観察された｡肉に感官しているガスがどの程度の時間で除

去されるか不明であるが.水泡の出る時間は歴かく2-3分で見られなくなることから2-3分で大部分の

ガスが除去されるのではないかと推定される_ス77･:ソヂ化は Vacuum 地理が10分くらいでは凍裁により生

ずることから,脱ガスより水分丘の減少のカがスポソヂ化の四7･として形Vが大きいのではないかとそえら

れる｡

考 ♯

共生疎桔乾煉軌こよってスケトウダラ肉の肉蛋白質を変性しない状態で魚肉の韮丑の10-30%を乾燥脱水

して疎jEL,脱水軽度と謙称こ上る晶質の変化 (ドリノプ生成とスポソヂ化)を検討した｡

フィレーを珊臥 中央部.尾部の3部分に分けて,71)-ド1) ,プ.遠心 ド1)ップを無鬼理肉と比較した

結果ICは,Vacuum処理内は (乾燥により12-23%脱水に上り減丑tした)フリードリサj'が長大で1.4%

の生成をみたのみで非常に少ない.遠山ド1)ップも無札理内より常に少なく保水性が良好であった｡

Vacuum処理による脱水程度とtT1)ップの閑齢1,脱水Jlが多くなるに従ってドiIププ生成量が少ない結

果が得られた｡しかしながら.ヽ'actlum凪風 こ上って波少した凍責前の脱水壬をそれぞれ ドリップ生成丑に

加井して補正すると,VaCtlum凪理肉のTI.),ブは無地理肉のド1)ノブと大差がなくたり,禾E的に内の保

水性が高まった結果 ドリップが減少したものとはちえられない. ド1),ブの生成については主として謙葺中

におけるR)内蛋白耳の変性に基づく保水性の低下があげられている 魚肉蛋白方の変性と含水王の開床は前

報の如く.同一.q肉では水分の少ない肉ほど蛋白変性が少ない併向が認められている｡

Vacuum 処理前に内を良塩水やプf=tl'レ･/グリコールで地理した場合は Vacuum のみの肉上りドI)ップ

Jtが少なかった.

疎意による肉TEのスポソヂ化は ＼Jacuum匁理に上って防止され 筋肉の扶断面は肉質が滑らかで,ちみ

つになっており効果が比められたっVacuum処理時間とス,ii./ヂ化の朗孫をみた結果でlま,30分以上Vacuum

地理することに上って,給切りの場合も,フィレーのJA合も】00日凍戦後もスポソヂ化がみられなかった.

産業的な見地から眺めた場合,水分を Vacuum 匁理によって109.0脱水減少するには,乾燥時間が20分軽度
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であり.20%脱水減少すには50-齢分必要である｡その間に魚肉の韮白質はほとんど変質せず,型も原型の

ままであり,80-100日の凍萩で無処理肉がスポノヂ化し5-180.'のフリーTrL)I/プを生成するのに比較し

て,Yacuum処理を33分程度行なった場合は,ス.+!ソヂ化も生せず, r リップの生成もきわめて少なく.晶

2!保持が可能である｡本試牧は来室凍結乾枚等の容Aが小さいために,大きな免停を収容できなかったので

実用化するには大型の大空凍結乾燥器による訳敦を行なうことが必事と考えられる｡

F r)

スケトウダラ肉を暮空疎括乾使器によって処理し.脱水錠皮と謙jiに上るドリップおよびス･y:ソヂ化のB4

係を検討した｡

1) 無血理肉と Vacuum処理肉を比較すると,フリード.) ,プ,遠心 ドリ,プともに Tacuum 処理肉

の方が少なかった｡

脱水程度とド.)ヅプ生成主の関節三.脱水によって水分JLが少ない試料ほどド1)(,プ生成Jtが少IL:かった

しかし脱水肉の保水性は本質的には高まらなかった｡

2) Vacuum匁理に上ってスボン+'化の出現は抑制され.ス.i;./ヂ化の程度は 1-aCuum時間に開床があ

り,30分以上 ＼'acuum包埋することに上ってス十･.ノヂ化は防止された
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水 産製 品 の カ ビに関 す る研究

約7報 調味料のカビについて (])

佐 藤 照 彦

(函館水産炭簸幼)

StudleSOn FunglIsolated from MarmeProducts

VIT FungllSOtated From seasomng (i)

Teruhlko SATO

The tluthorhtlSISOlated Lllefunglll0.--Sug'け emP)oymg PepLO n Ag{lran〔lCy41pekAgLlr

(cot-talt一mg60%olsugar)medl{L ColonycoLmtS.kln'lさOHunglln St一garWereeStlmL'te'l rlffeLL

ofthe{lmOuntSOfsugaran.1tt,I)】es･1IL0.= heL･rOWLh ofthesefuTltll1bO】a-e'lfrom sugar,W .lS

determine(l

Tlleresultsobtained L̀reSurnm̀lrlとedLIBrOlloWs

l)The一一umbersoffungLPILr10L･0lthesampleare1472forgr.tnu]̀■re-1sug̀lr16120Torsoll

bee卜sug(Ir,andlけ-30Torc.Lnt3SuL,Elr Comp.1日nL,WlLhotherme'llaCry.p一o)p,Im lheeXl)er'mCn(5

CzapekAgar(conLalnln穴(,0% olSL171:Lr)mellLum LSmostellecl■､Cforthegro､LthorthelunJI1

2)Thekln{lsofthelu一一hlL̀Lre(XCuPle(lLnalargeporELOn b)I▲心/,t･Jg'//′LSSP,OtherLhlln

I?t･〟は,//,L'm SPandFu1-ll'lnll)erfeL.=

3)increaseoLtheamountOFs叩 .LrllHhemedllllSfa､or.lb】e f0-ll-egro､､,th orLlle rungl

Addlt10nOfl00 % ofsugar10[hclllClllLl(a【lL11OOgofsugarLoILX)mlofmerllum)couLdnotmhlbtL

thegroWtngofrurWl I-pe,･gJIItバSP 'Sbetterlngrow一-1glntheme(!1.I0(hlghco■一ccntrLlt■0Ⅰ-らOf

sugar.Pc′′,<･I/,,川LSP m 21ト500i,WhlleFunL･1tmPerfecllrlrenotMfllLlenlLOgrO､､rLtHhcmedla

ofhlghconCenlr.L=GnbOfSUgLlr

4) Incre的eoltheiLnlOUIltOftableSalL'ntheme'l.ap'C､TCtltSthegr0､､,mhr A cerl'Lm kln｡lof

fu..glgrOW汚lnthemedl･1CO■lla1-1mg25% oftablesa一tlil(ld25goltLlbleさ.山 to100mlormedluml
Almostthe1-.IlloEl､/,tJrglll'L3SP grO､､,SlnLllemedumcontLllr"ng250占oflnb】es(JT,butdoesnot

grow ro√J'nJlLL/[LMILSP IllrLmi;IImperlectl,bOme 叩e(leさ くLre notgrown ln Such lo､､,

concenlHltlOnSOltat)Lcsa一t L'さ100i,butiLEmohL )1thespecleb iLrenotgrO､､n m 25% tableら('lL

cotltal11111gmed】um

5)iMostklndsofthefungLgrownOTltheCz叩CkAgar(conlL111-mg6000ofSugar)medlum,are

notpTeVentC(hogro､vLnttlemedldCOrlhlnlnHhlLi,IICOM.enLraL)OnbOfsugarortable5.山 Thlb

obSCrVatlO'llSfound1nLLIspL,rg'll"5Sl)

6)TheresuhsolfurltlerlnVeSllhrdllOnOnlheobmOtlCI)rC5bLlreOlthefungtlsotalefIw1日 be

reportedhter

Jf I

欠品加工上砂糖は食塩と犬に屯要な役割を占めで.､るが.水産製品においても最近は各級製品の洞妹料と

して班用度が多くなっている 砂掛 こはいろいろな唖Xiがあり,また純度も多種3,悌であるからその荊性ff
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を知り,範遵E]的に応じて製品に使用することは行なわれていたが,砂糖中に含まれている故生物.とくに

その中のカビ胞子の存在と,その製品にお上はす影Vについては.ほとんど関心がはらわれていなかったの

ではあるすいか｡近年加工食品の変敗についての研究が進められるにつれて砂糖中lこ含まれている散生物に

上って繋晶が大きな形■なこうむることが少なくないことが認めら^.謙外Eiaの食品加]工業書はその使用8

的に応じた敏生物に関する規格を制定し,砂糖の敬生物的晶2!の降立を要求している｡一例を上げれば7I

tJカの NCA,AaCBなどは加工に使用する砂帝中の放生物の唖煩および含有度の許容基革を設け
ており,イギ') ス.スエーデl/,南7連弗でも独自の許容基本が投,すらTLているといiっれる｡

砂糖中のカビについて我が国では古く半沢氏の報告l)があるが,砂書中のうどと製品との相関性について

の報告はほとんど沈められない｡著者はさきに,イカ嫌製品に付着しているうどと貯集中に発生 生育した

カビについて分*して報告!)したが,製品の貯簾中に先生.生育したうどは,イー14戦中の調味料濃度がき

わめて高iA度であると考えられるにかかわらず生育が認められること1り考えて,耐浸透性お上び好浸透圧

性のカビであろうと思われる｡

著書は,イカ状態晶に発生するカt='の東涯を考究するにあたって一次汚染源の一つと考えられる砂糖中

のカt=',製品に発育するカビの相関性について検討すべく,函館市内内味加工業者の点も多く使用している

各種砂糖より相い典なった培地を使用してカビを分#した｡これら分推カビと発生カビの開床を検討するに

あたって脚 の検索,浸透圧に対する性文などについて検討する必要があるが.本報告では砂糖よりカビを

検出し,菌数計雅.カビの唖斬および分#カビに対する糖分,塩分の影fについて換肘を加えたの{･その結

果を報告する｡なお,分Atカビの生理的性井,とくに拳適正性については純をあらためて報告する｡

拭 tk 方 法

I, カビの舟♯および斗崇の決定

1 13も釈 放体

ビート･タラニi一騎 (HB) 日本甜菜戦略 KK

ll (TMB) 台糖 KK

ソ フ ト t='- ト糖 (HO) 日本甜菜熱情 KK

白 樺 台糖 KK

上記砂糖いずれも30kg容袋詰

2 任用蛾地 (tt.｢抄書中の帝生軌こついて))｣に準じた｡)
a)PeptonAgar培地 (普通カビ用)

Pep10n 10w/I,%

DextrDSe 10IV/V%

Agar 16W/､%

b)CzapekAgar培地 (好藩適正性カビ用)

Sucrose

NaNO3
KCI

MgSOl･7H20

FeSOl17H20

KZHPOI

Agar

600W 0ヽ./

02W %ヽ

0.05wv%

0.05W､鬼

000lw v%

0_1w/v%

15w v%

3 拭 ■ 方 法

tl)試料のn毛

200rnl容の滅曲エルL,ソマイヤーフラスコに砂糖検体 50gを正確,かつ無菌的に押収し,100mlのfa

線まで演清水を加え10分間じゅうぷんに維持し溶解する｡
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b)培養および菌数計測

試料10mlを経 9cmlのシャーレー4枚に 25m)ずつ分注し,次に培地ごとに培地 15mlずつ加えて試

料とよく渡合する｡冷却凝固させたのち,30℃の恒温誰内で増益し,96-】20時間後に山現したカビのcolony

を計数するO各培地ごとのンヤーレー4枚に出現したカビの colony数の合計i･2際して砂糖検体10g当り

のカビの数とする｡

C)カビの分姫および種頴

二種類の培地に検出された colonyより題汁寒天培地 (BHglO')を用いて再三偏平培弟を繰返し純粋分離

を行ない択訳カビとした｡カビの倭涙決定に当って.AJCO〝LyCeteiは gemLSまでに,Fungllmperfectl

は clnSSまでに止めた｡なお,種名については稿をあらためて報告する｡

TI･分催カビに対する溝弁の形f

l 供 拭 カ ビ

砂糖より分離したカビを種カビとし,試験にあたってほ嶺汁寒天斜面培地に弧線砲排し,27℃の恒温器内

で湿度に留意して】週間培賛したものを供訳カビとした0

2 使 用培 地

C乙apekAgar培地の成分から熊粒を除いたものを基本対照培地とし 基本培地 100mlに対して耗糖

5g,log,20g,30g,dog,50g,齢g,70g,80g,90g,100gの割合で段階的に添加したものを比較用訳

験培地とした｡

3 拭 挨 方 法

訳験にあたり,対照培地,比較試験用培地 20mlを径 9cm のシヤーL,一に注入L冷却凝固せしめた応

平培地に,あらかじめ用意しておいた前記 1 の択試菌株l白金線Jtを3線宛平行に割線塗探し.これらを

27oCの恒温館内で湿度に留意してli当間培養した後,カt='発生の有無,発有状態の良否などについて別線験

討した｡

Ill.分額カビに対する塩分の影I

l 供 技 カ ビ

IIの 1 と同じ也カビおよび同じ方法で得た供訳カビをRT用した｡

2 使 用域 地

蕉糖10%添加した C2apekAgar培地を基本対照培地とし,基本対照培地 100mlに対して食塩 5g

log,15g,20g,25gの割合いで段階的に添加したものを比較式換用培地として用いた｡しかし供訳カビの

うち,Asj･(".glLLLLJ底の7菌株は基本培地で発育不良のため,敢糖20%添加 CzapekAgLLr培地を点本対

照培地とした0

3 試験 方 法

前記 n3 と同じ方法でカビ発生の市無,発布状態の良否などについて観察換討した｡

拭検結果ならびに考蕪

1 カビ検出とカビ計測および種Bi

名唖砂糖よりカビを検出したが,カビ数と艶掛i約 1点のとおりである｡
1 カビ計測数

妨1鼓に見られるように,グラニ1一帖A,Bにおいては,ll-72,ソフト･ビートRIiでは16-20,白紙

では10-30とグラニュー糖より検LLIしたカビ数が4,い｡また,タラニ>一緒およびソフト ビ-ト拾中のカ

ビは,PeptonAgar培地に比解して C7･apekAgar(漁船60%)に多く検川.されているO

太田によれは試料 1g中に換許した階中の糸状菌は



第 1表 砂鮎より検出したカビ数と唖那

培地の鍾放i'砂糖中のカ

グラニュー礎! A 昌宝 禦 ii l 喜 芋

PA ∫/ 32 5 I g : =
CA Jr 50 1 8 1 13

タラ二-一倍 B lE丑 ::
32 0 16
LIJ O 20

16 3
3喜 I g

PA
CA 二.謁 ≡ 三

証) ● pA 培地 PeptonAgnT培地

CA 培地 ･燕鞭60%添加 Cz叩ekAgar培地
++ 砂糖 10gに換算したカt='数

上 白 階 <10

グラニ1-怖 く10

嘉 一 ト芸 `::.｣

工場より正接入手,水分1%以下

乳 依 <10

鮎品ブドウ鮎 <10

無水ブドウ糖 <10

(証)加工原料中の数生物り

で相当丑のカビが砂糖より検出されており,本,拭験および太田の結果の砂桁 10g当りに換辞したカビ故は

NCA および ABCBの許容基郵)(瓶訂一周として,グラニュー糖,.)キヅr･シlカ'-検捧10g中

カビ数ID)と比較して見るとほとんど許容題準以上である｡

第1卦 こおいて,砂糖中のカビ教は PeptotlAgar培地を班用したものより CZaPekAgaT培地 (だ於

60%)を使用して倹化した場合カビが多く見られることは,砂糖中に耐および好藩遠EE性のカビが相当数含

まれていることを推測される｡

2 砂糖のgE類による弁難カビの捷類別救

第 1表に見られるようにタラニ1-糖A,Bは PeptonAgar培地,CzapekAgar培地 (庶糖60%)共

に AsJ)ergL/I"S鼠が多く,次いで･Pe,L･C･ll･L'川 尻が倹LtIされ.FunglTmperfectlは少ない｡またCzapek

Agar培地 (庶糖60%)の方が PeptonAgar増地を用いたものよりカビの検出が多く見られる｡ソフト･

t='-ト掛tr屯培地で非に FungHmperfect,が多く,培地別に見るならば,PeptonAgar培地では FungJ

ImpertecLl,ASPL,rgLlLL,S尻,PeMC･/lLELWE屈の脈位で検出され,CzapekAgar培地 (庶糖60%)では
FunglImperlecl･,Pe,LLCLllLL17JE臥 A51･e7･gJllL'S属の.Vi位で検出されている｡

白糖においては.PeptonAgar培地で Fung･1mperfectlのtli現が多く,次いで AspLJ/g'llL'S属,

Pe′JLCLLLLLL′化成の順位であり.CzapekAgar培地 (庶糖60%)においては 4∫J,erg'LLEEJ尻,托′JLCLLL川/汁

属が多く出現しているのにくらべて FurlgHmperfecuは少ない｡
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以上の括巣から砂糖の粗筋に上り検出 した カビには題があるが,全数から見ると AspergLl/us属,

Pen･Ctl/L･J"･展が多く,それに比較して Fungllmperlectlが少ない検出を見ている｡半沢1)によれは.台

再度甘煎持 (lIa)と北海道産甜菜持 (M Xl中にカビは JIwror展.As♪ergIII"S尻,P"I,(･llJN"一展,

FungllmperfectIなど20唖を険出しているが,本に月さでは ▲lJIJrOl･戊の検出は認められなかった｡

Ⅲ. 分*カビの発Tflこ対する持分の影V

各社砂糖より分AEしたカビを用いて,CzapekAgar培地より耗積を除いた基本対照培地および前記各A

の庶倍を段階的に加えた比較試鼓用培地について,カビ尭生の有無.発育状態の良否について較祭検討した

結果は次の那2表-第4表のとおり{･ある｡

x 2表 Pe〝trI/LtNWl属の発育に対する持分の影f
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荘)● PA,Pep10nAgar培地
CA,兼鮮6090,添加CzapekAgar培地

PEltt'cllliILWJJSは第2衣に見られるように,糖を加えない対照区では発育が悪く,Iiの7菌株より書ji5発

育をしていない｡煮付52To以上の添加では良好な発育状.Qiを示しているが.とくに505'e/煎括添加では全供妖

菌が最遠の発育を示している｡60,cc添加では一部の菌株の発育が,50%'添加の坊合こりゃや劣るが,大部分
の供訳執 まJlji先有権EEFlにある｡塘iL度の増加に従い点ji発育状態を示すものは漸次低下し,80%蕗加で全

体の約㌔.90ei添加で約X.100%轟加で約J5'の4筒拝の長者発育玖腰を示すにすぎなくなる｡とくに P,〟
N08は80%以上の蕉糖添加で発育は著しく抑制された｡

AJPergJlE'J∫属は第3架に見られるように,糖を加えない対照区では発育が苦く,約'4の87'&L株は発育を

見ない.#-3iZL以上の発育を示しているものは.さきのPeml'/[''L〝L展の鋳掛 こ比較して帯解濃度の荊い培地

上に見受けられ 煎糖iL皮の高いほど発育が良好になっている稚株が多く見られる.とくに50%の耗耶添加
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では全供託菌が長者の発育を示している｡60%添加ではほとんどの供拭カビは点責発育を示し,70-80%の

添加で大部分が,90%添加で全体の約ラ3,100%の添加で約Xの15菌株が長点発育状態を示しており.さき

の Pc,'/C･//LLu'l属と比較して高梧叔度において恭ji発育を示すものがはるかに多い｡

Fungllmpcrfectlは那4衣に見られるように,侍を加えtL:い対照区では PellIltIILLLm屈,AsJ,ergl/lrJS

属と帳向が似て発育が態く.50%帯瞭添加で全体の約%が最遠発育を示しているに過ぎなく.90%の添加で

大部分の供託菌株は発育をm制されている｡このことはさきの PC7MLllILLWJ展,As♪ど/gLILLLS属のカビと

異なった結果である｡

著者はさきにイカ溝製品に付首せるカビに対する閃味科の影書について報告l)したが,煎糖の影書につい

ては,正糖の添加は無添加のものにくらべてカビの発育を良好ならしめ,5-25%添加1位の低漉度におい

て,一部のカt:'は轄淡度のbl加と共に発育が良好となるが,とくにカビの発育に著しい遊具を与えることは

認められlL:かった｡半沢りが廿だ塘および甜菜糖よりカビを分推し,蕉糖恭皮と発育との開床を内表した結

果に上れば,-一態に 10-SO昔(培地 100rnlに対して)韓を加えたものにおいて発育もっとも良好であり
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* 4表 FungLlmpcrEectlの発育に対する糖分の影書

志憲撃! 0 5 10 20 30 m 50 - 0 - 100 脚 耳芝輿 出-
士

士

土

州

+

+

+

十

+

♯

♯

3
:
柵

十

十

士

榊

{

+

十

}

小

川

榊

榊

柵

十

+

士

榊

t

i
:
什

{

相

川

3
:
3
:
棉

十

十

士

H

M

小

川

仙

川

相

似

榊

榊

十
十
士

川

川

榊
川
相

川
i
:
川

什
柑

♯
耕
土

仙

川

H
M

川

村
+
i:
j=川

+
♯
士

川

川

州

3:
州

榊
+
+
T
t

+
i:
1†

小
川

州
榊
榊

川

+
+
+
H･

士
土
一

十
IH

H･
土

+

士

士
士
士
一

12
3

4

5

6

7

8

9

_0

日

_2

13

F … … 日 ミニ芸

芋 芋 千

川･†+ †十

十 土 士

+ 土 ±

+ 土 土

+ j= 芋

+ + ±

†+ †十 十

+ + + 30-60

†† †十 十十 10-70

Ih Iけ †十 ･mへBO

<

A

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

p

p

p

p

p

p

p

p

p

C

C

C

C

荘)暮 PノA.,PeptonAgar培地
CA,蕉持60%添加 C乙aPekAgar培地

IspgLtL'一CNSは 50g以上の添加では 10-40g と比較し.{やや発育は不良になり,lsや l･e,̀S,COlol.紘
10-20gで長講で,30g以上になると徐々に発育は不良になってき,山p ory=aeは10-60%で最適発育

を示し,70-100g ではそれよりやや発育が不良になり,Pe"･C･l/=〃〃 属でも 20-SO富 {･良好な発育を

示し,それ以上の漉度ICは発育が恐くな19ている｡ その他のカビでは同様な慣向があるが.中ICも Fungl

】mperEectlの1唖は 100g添加'C･も良好な発育を認めており.その他の3唖のカビは 50g,60g,90gで

それぞれ生育を阻止されていることを報告している｡

本訴掛 こおいて PC'Hclll川川 尻は 10-50gで発育が良好になり.30-loo首,50-100gで比較的これら

に比べて発育が不良になってくる｡ ŝpergLlLLLS展は 5-60gで発育が良好になり,30-100g,▲IO-100g,

50～100g,60-100g,70-loos.90-100gの添加でモji発育範囲を示しているものは供託 !lsj'erg･IILLS
尻菌株の約%'以上が認められるっFunglImperfectlは概して半沢と似た結果で.満濃齢こおいて発育は不

良になり生育がgP制されるものも見受けられるが,全供鼓カビの本式艶々高裁度で生育を阻止されるものは

監められず,半沢と異なった結果を持たが,これはカビの杜頴に上り差のあるところに起因するものと思わ

れる｡

培地の租研により検札 分離したカt='の発育に対する領分の影■について検討した結果は第2滋-第4蓑

に見られるように.PeptonAgar培地より分書したカビと CzapekAgar培地 (蘇括60%)より分推した

カt='に対する増分の形Vを比較考案すると.疋鮎の満iA産において発育が抑制されているカビは Pepton培

地より分♯したカビは日商株であるのにくらべて,CzapekAgar培地 (燕糖60%)より分#したカビでは

僅かに21岩株である｡無添加の対照区で生育をDL.なかったカビは PeptonAgar培地より分推したカt:'中1

菌株,CzapekAgar培地 (庶糖60%)より分推したカビのうち9菌株沈められる｡本訳掛 こおいて庶世の

長南添加丑である100%添加で最適発育しているカビは,PeptonAg;Lr培地より分推したカt='のうち6菌株,

cZapekAga'培地 (政糖60%)上り分#したカビのうち13菌株見られ,この簡抹らは AsJ'elgLll"S尻のも

のが多かった｡

7[Ⅰ.舟8カビの発書に対する塩分の形■

名tE砂糖より分書したカビを用いて,C之apekAgar培地 (声糖10%)を基本対照培地 (基本対照培地で

発育不良な供託薗7簡捷について兼帝20%添加した CzapekAgar培地を基本対申培地としたo)とし. こ
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九に前記各Jtの食塩を段措的に加えた比較妖艶用培地について.カビ発生の有無,発育状愚の良否について

牧察検討した結果は次の第5表～第7表のとおりである｡

第 5表 PE〝ICiILILlttZ展の発育に対する塩分の形+
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Pe/JLrlJJJLLIIE属は第5薮に見られるように,5%食塩添加で約Ⅰ51の菌株が.無法加の対照区より発育が良好

になっており,約5g近くの菌株は対輿区と同等の発育をなし,約L,Jの6菌株が発育を抑制されており.食塩

10%以上の添加で瀬次発育が不良になり,20/Oo/の添加{･liの7菌株は発育を阻善され.25%の添加で捻ての

菌株の発育は阻止されている｡

AspergL/lNS属{･は射6必 こ見られるように,5%食塩添加でij以上の21菌株が無添加の対照区より発育

が良好になっており,ガの4菌株は対照区と同等の発育をなし,発育を抑制された菌株は認められない｡10

%食塩添加で対照区より発帯の良好になっていると托められる菌株は全体の約〆,15%添加ではガの7歯株

IC,食塩25%添加の市波度ICなお発育が認められるものは約%近くのIl菌株が見受けられる｡

Fungllmperfecllは卯7諾至に見られるように.5%食塩添加で発育を抑制されており,10%添加IC･約Jd/

が発育を姐害され.20%で約ガの7簡捷が,25%添加でほとんどの菌株が発育を阻止されているのが認めら

れる｡

半沢Ⅰ)に上れば食塩20%添加においてもASPergJllLIS戊の1種は発育を認め,5%添加においても3朋

のカビはその発育が阻止されることを報告している.著者はさきにイカ瑞浪晶に付3rせるカビに対する食塩

の形事について報告i)したが,阻止汝齢こついてはカビの8L月 あるいは菌株に上り差が見られる｡一般に

AsJ)C,一gLlL･,S展,Pe,L･C･ll･J〝,･風 三高浪度の塩分中で発育するものが多く,FungllmperfectiIまこれらに
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第 6表 ASJ,elBLlL〟S属の発育に対する塩分の影響
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註) ★ 託糖20%添加 C乙apekAgar培地を基本培地としたe

*★ pA,PeptonAgar培地
CA,CzapekAgar培地,敢糖60%添加

比べると低液酸の食塩添加培地で発育が阻止される傾向がある｡

本訴掛こおいては.Pe,JLCtLLLu/ル属は20%食塩添加で約カの菌株が,25%添加で総ての菌株がその発育を

阻止されている｡AspergLLL'̀5属においては20%食塩添加で発熱i抑制され,25%添加でZfの17菌株が

発育を阻害されているが,約2/5近くの菌株は生育し戦い耐塩性を示している｡Fungllmperfectlは10%

食塩添加に上り発育は阻害され,20%添加で大部分の菌株が阻害されており,25%添加ではほとんどの供抗

菌‡和i発育を阻止されているのが認められる｡

以上の結果はさきの報告8)および半沢l)の報告と似た頼向を示しているが,5%添加以下の低浪度でカビ

の発育は阻止されない｡ASPergtL/LIS属,PL･/lLCLL/LLull属は高塩漉皮の培地で発育し,ことに As♪e/gLlltLS

属は耐塩性の弧い菌株が多く,Fungllmperfectlはこれらの種尿にくらべて低塩漉度で発育が阻害される

傾向は範いが.なかには25%の高塩浪鹿においてもなお発育するl菌株が認められた.

検出培地の唖期による分離カビの発育に対する塩分の彰菅について検討するため,PeptonAgar培地よ

り分耕したカt:'と CヱaPekAgar培地 (煎畔60%)より分離したカビに対する爺塩性について比較考察ナ
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事 丁表 FuTlgilmperfecliに対する塩分の形I
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証 ) ★ pA,PeptonAgaT培地

cA;兼帯60%添加 C乙apekAgar培地

ると,Pe'̀t'E'LlLWW一掛iCzapekAgar培地 (庶胎60%)上り分離したカビは5%氏姓添加で良好な発育

をしている菌株が多く見受けられるが,25%添加で両培地より分推した菌株すべてが発育を阻害された｡

Asj･ergLLL'IS属においては耐塩性について似た悌向を持っており,培地別の差は余り見受けられないが.

CェiLpekAgar培地 (庶糖60%)より分推したカビについては基本培地の糖削 ロを増加しないと対照培地に
発育の不良なカビが存在し,最適発育範閏も5-15%食塩漉度と.高い濃度の範凶のものが詑められる｡

FunglImperfecllについて見ると,PepLOnAgLTIr培地より分赦した菌株は食塩添加で無添加の対照区より

発育の良好なものは見られないが,CzapekAgar培地 (煎糖60%)より分#した供妖菌株は良塩添加に1

り発育良好になる憤向がある｡前著の培地上り分*したカビは20,00'の良東独皮{･ほとんど発育が阻害さA,

25,0.'i*度で全てが発育を阻止されている｡これに比較して後者の培地より分片したカビは20%沈床で先例ま
阻止されず,モ高裁度の25%でもl菌株発育しているのが認められた｡

以上の抵巣から見て.JIsperg'll''S尿の菌株の中に強い耐塩性を示しておるものが多く,また Fungl

lmperEec一lの中にも CzapekAgar培地 (煎糖60%)より分#した歯味のうちに強い耐塩性を示している

菌株が認められた｡

T r)

砂糖より2度Blの培地を班用してカビを検出し歯放計軌 カビの僅夙およびこれらのカt='に対する糖分,
塩分の影書について倹附し次の結果を得た｡

ユ) 砂糖検体10g当りのカビ故はグラニュー糖14-72,ソフト･ビート糖16-20,白糖10-30で.CILlpCk

Ag.lr培地 (肝鮎60%)を蚊川して検出したカビ数は,PeptonAgar培地を使用したものに比較して多く

検出された｡

2) 検出カビの棚軌 ま.As♪erg･LL,LS属が多く.その他 Pe′JicLlE'LmL戊,Fungllmperfectlが検出され

た:｡

3) 検出分♯カビの発育に対する糖分の影Tは,煎糖の添加に上りナビの発帯を良好にする佼向にあり,

100%添加 (培地 100mlに託騎 100 g添加)においても発育を阻止することは山来なかった｡Pc′-ic'ELL〟ブル

励 ま20-50%添加において発育が良好にな り,100%添加で最遠先帝を示す菌株が若干見受けられた｡

ASPerg･lLLLS展では全かこ高i*度で発育が良好になり,100%添加で点者兄育範関の菌株は過半Bl認められ
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た｡FungllmperFectlは30-50%添加で発育が良好になる菌珠が多いが,大部分の歯株は箱船漉皮で発育

を抑制された｡

4)分鮭カビの発育に対する塩分の彰Vは,食塩の添加J:の相加に従い発育を抑制するが,カビの租炉に

上って25% (培地 100mlに食塩 25g添加)溢加でも発育を阻止できなかった｡PenLCJ//JW′JL掛i20%謙

虚で発育の阻止される菌株が見受けられるが.25%添加で全ての発育を阻止できなかった｡Aspcl･gIL/t'S属

は20%食塩添加で発育を阻止できず,25%の高塩淡度でtL:おかつ発育する菌珠は半数近く究めた｡Fungi

lmperf∝亡iは10%食塩添加で発育の阻止される菌株があるが,20/qo'添加で過半丑の菌株が阻止され 25%添

加においてほとんどの菌株が発育を阻止された｡

5) 使用した培地の種県別に上り検出,分■したカビの売掛こ対する糖分.塩分の影書は CmpekAgar

培地 (兼併60%)より分書したカビの多くは耗iA度においても発熱i阻害されがたく,耐および好藩遠圧性

の力tl'とうかがわれるが.この悼向は .4sJ･ergF-/L'LS長の浦株に多く見受けられた｡

6) 分#カt='の生理的性質,とくに汝遠正也については,検討を加え溝をあらためて報告する｡
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水 産 製 品 の カ ビに 関 す る研 究

第8報 調味料のカビについて lZl

砂糖および各種水産製品より分離せるカビの港透圧性

佐 藤 照 彦

(函館水産妖鼓場)

Studieson FungiIsolatedfrom MarineProducts

VIII FungilSOlatedfrom seasonlng (2)

On InfluenceofosmotlCPressureOffungiisolated from sugar

TeruhikoSATO

InordertoLnVeSllgaleWhetherthegrowthoffungllSO】atedfrom sugarorseveralklrldsof

marlneproducts,lSdependerltuponSugarOrtablesalt,oruponosmotlCpressureOflung.,an

expenmentlVaSmade

TheresultsoblalnedaresumrnarlZedasfollows

l)TheosmotlCPressureOfthemediummayrelatecloselytothegrow■ngofthelungl The

foodaddltlVeSSuchassugarortablesaltmaynotrelateto(hegrowlngOfthefung1

2)ThecllaraCterlStlCSOHunglEorosmoticpressurearedlVldedlntOtwoclasses,oneisthat

whichnee'lstheosmotlCpressureandtheolherlSant1-やSmOtlCPreSSure 13StralnSOhheformer

werelSOlaledfromsugar,andalmostallthestralnSWereIncludedLnAspe,-gzIIL'SSP 36stralnS

mcludLllgPe,HcL/lt,,mSPandAspelglLl〝ssp whichwereanll･勺5mOtlCpressure,WerealsoISOlated

fromsugar

3) Rangesofconcentrat10nSOfseveralchemlCalstoacceleratethegro､vlngOEfungiWhLCh

needtheosmot■cpressure,were30-54%ordextrose,57-798% oEszICCharose,5-95% oENaCIELnd
67-121% KCl

4)MostoflhcfunglfromtheCzapekA宕ar(contalnmg60% sugar)medlUm,arethoseWhlCh

needoraretlntLづSmOt.Cpressure AfewstrainsOIthelunglFromPeptonAgarmedlumarethose

oEanLIQSmOL■cpressure

5)ThecharacterlStlCSOltut-glIsolatedfrom Severalkln(lsolmarlnePrOduclSoilOSmOrlC

pressurealmostneedorare.mtldSmOtlCpressure TheklndsorthefungiareOCCuPledmalarge

port10nbyAsperg'LL"ssl),0【herthanPe′～tcI/LJL'''LSPatldFungLlmperrectlWerefoundfew

Jf T

著者は水産製晶の防徴のロ的のために製品に生育する力t='の分離および各種添加物による影呼について検

討を行なっているが,敢生物中特に好音速圧性のカビは製品の商品価値を低下させることが多いといわれて

いるOさきl)に各機砂糖中より分推したカビについて糖分,塩分の形書について倹肘を加えたが.分離カビ

の中に高濃度の放糖および食塩の添加にもかかわらず発育し,添加畳の増加に伴い発育状態が良好にlL:ら

カt='が認められたので.これらは添加敢糖,食塩などの物質に基づく影額か,または1削こ脊透LEに上る影響

であるかを検討すると共にその発育におよはす有効淡味と範囲を明らかにするため検討を行なったOまた,
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さき2)に各隼水産判品に発生,生育した1ビを分離したが.これらのカt'の渉適正性についても検討を加え

たので,あわせてその結果を報告する.なお一次汚染源の一つとしてこれら砂糖中のカビの魁晶に移行する

ことが.じゆうぷん考えられるので.移行カビと魁晶に発育カビとの的孫,これらカビ発生の防止法などに

ついて今後さらに検討を加え楢をあらためて報告したい.

法 政 方 法

1 供 拭 カ ビ

さきに各様砂挫iより分離したカビと名機水産製品に発生.生育したものを分離したカビを用い.試宅釦こあ

たって畑汁寒天斜両培地 (B)1g10-)に群1線盛抹し.27oCの恒温器内でB庶'こ留意して1主g間培養したものを

供訳うどとした0

2 任 用鳩 地

第 1表 添 加 物 の 使 用 浪 皮

試 験 区

3/3 5/3 7/3 9'T Ivan" OFFFaC10r

sD.,eix:hr.:::se l:
60g 180g 300g 420g 540g

11.1 3J2 570 7985

316g 528g 739g 95g

405 675 9-15 1215

基本対照培地には.01%の Peptonを含む m主11texlAgarを用い,祈l蓑のごとく Dextroseは 0,

1/3,3/3,5/3,7/3,9/3mol/1濃度になるように,Saccharoseは 0,1/3,5/3,7/3mol/1沸度になるよう

に.NaClは 0,1/552,3/552,5552,7/552,9/552moVl濃度になるように.および KClは 0,

3/552,7/552,9/552moVl決まになるように段階的に基本対照培地に添加し,訳敦区培地とした.なお,

非電解物質の渉適正は,その mol波圧に比例し,電解物質の藩透EEは mol漉度と係数に比例するが.これ

らの物Eの渉適正を等しくするには.屯解物男の mol漆度を van'tHoFFFacLor3)で除した漣度にし,令

培地の審議EEを試験区ごとに同一と推定して検討した0

3 拭 挨 方 法

基本対照培地および試験区培地を直径 9cm の/十一L/-に注入し,冷却洪圃させた偏平培地に,前記の

1週間培養した供託カビを1白金線摂取し,3線あて利根塗抹し.27oCの由温館内で湿度に懲悪してl週間

培養したのち,カビ発生の有無および発育状態について観察検討した.

試 験 括 果

1. 秒梼よりの舟tEカビに対する DextT･OSe,NaCl,Sacehar鴨eおよび KCLの影y

1 Dexlroseの無4着

砂蛎より分離した供訳カビを用い,基本培地に Dextroseを 0,1/3,3/3,5/3,7/3,9/3mol/1浪度にな

るように段階的に添加し,カビ発生の有無および発Jff状態の良否について観察検討した結果は第2蓑のとお

りである｡

第2JRによれは,分離カビの各唖類別に分けてみると,PLmLCJlLLL〟IL属にあっては,3/3mol/l濃度で大

部分の供訳カt:'は無添加の対照区より発育が良好になっており,7/3mol/l漉度では対照区上り発育の抑制



第 2表 カビ発育に対する DextTOSeの影f
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第 3表 カビ発育に対する NaClの形f
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されるカビが2菌株認められるが,この&度においても大部分の古株はなお良好な発育を示している｡93

molniL度において対.EFl区より抑制される菌株は増加し,約Iiの6菌株が認められる｡他の菌株はJt度の増

加と共に発育の良好になる傾向が見られたが,このdt齢こおいて再び対照区と同程度の発育状態を示してい

る｡ ŝperg'EILIS尻において,2菌株を除いた他の供訳カビは Dextrose添加により発育が良好になり,i*

鹿の相加と共に発育が著しく良好になるカビが多く据められる.これらのカビは*添加]あるいは低沸度の範

囲でその発育は見られないが.発育をしても不良で,さきの Pe/lt'(LlLLLJINJiのカビと異なった快向を示して

いる｡3/3mol/)～9/3mol/1浪射こ亘って発育の良好な菌株は,′ispNo3,No4,No7,No10,No

14,No17,No18,No19,No20,No24,No26,No27,No28の 13菌株認められる｡Fungl

lmperfectlでは,De.T(trOSe添加により発育の良好と認められるものは約-3で.他のi,Eの菌株は 3/3mol/1

濃度～5/3mol/1浪度以上で発育が抑制されている｡

2 NaC)の形書

砂糖より分片した供訳カビを用い,基本培地に NaClを 0,I552,3552,5552,7/552,9/552

mol/1iA射こなるように段階的に添加し,カビ発生の有無および発育状態の良否について扱寮検討した結果

は第3表のとおりである｡

第3妻に上れば.PeJZJEi//LtLlJL属では .TVaC)添加により対照区と比較して発育に変化のないもの,あるい

は良好なるカビが多く見られ,高塩淡度で抑制される菌株は少なく, l の萌合と同じ博向が認められる｡

AJpeT'gLlLL'5品においては,添加iA度の相加と共に発育の良好になる菌托が多く認められ この仰向は 1.

の Dex一rOま の影Yの場合と似た横向で.対.%区および低溝度の範囲でその発7日土見られないか.発育をし

ても不良である｡3/552moV1-9552moH i*度に亘って発育の良好な西陣は,√lSPNo3,No4,No.

7,No8,No10,Noll,No12.No13.No14,No17.Noユ8,No19.No20,No23,No24,

No25,No26,No27,No28の19菌株認められる｡FungllmpeILectlは,NaCl添加により発育の良

好と認められるものは,約'iで,他のヲ3の菌株は 3/552-9/552mol/Ii*度で発育が抑制されている｡こ

のことは,前記 l の De.T(trOSeの場合と同じ切向である｡

3 SacchaTOSeお1ぴ KClの影書

砂糖より分離した供託カビの Dextroseおよび NoClの影Yを検対した結果,両者の試験区で共に発育

'̂t抑静されている菌株は桔および塩辞の影fは同仰向と推定されるので,これらの菌株を除いた49箇枚につ

いて訳艶検討した.Sa∝haroseは基本培地に 0,1/3,5'3,7/3mol1iA度になるように段階的に添加し.

KClは基本培地に 0.3552.5552,7552,9552molHA酪こなるように段膳的に添加して供訳カビ

による発生の有無,発育状態の良否を軽索検討した｡結果は妨J表一第SRのとおりである｡

(1)Saccharoseの形事

第4表に上れば.Pe,ticLll'L′川 尻の各菌株の多くは 5′3mol1iA度において対照区ごり良好な発育状態を

示しているが,7/3TnOlIJt度{･は対.tm区より良好TL:発育状態のものは認められず,大部分は再び対甲区と

同密度の発育状姫を示しており.その他のわずかの歯陳は発育を抑制されている｡15PergLlELLS尻の大部分

紘,Dextro詑 および NaCl添加の場合と同様.添加の相加と共に発育が良好になり.高諌度で発育の良好

な菌株は Dextroseと同じ慨向である.

FLmgl】mperlectlは 5/3mol/】浪度で Dextrose添加の場合と比較すると同陳,良好fL:発育を示してい

るが,7/3mo)/1沸度,C対照区より良好な発育をしている菌株は,DexlrOSe添加の場合と異なり1箇株より

認められTL:かった｡

(2)KClの形V

妨5表に上れば.Pe"LCLILL''ltJ属の菌珠は 3/552-9/552mol/1法度に亙って発育状態が NaCl添加の

場合と比較して良好TL:歯株が多く見られる｡AspcrgIlLLLS風 土3/552-9552moVldtまで殆んどの供就

カビは良好な発育を示し,1.2の菌射13552mollで発育を見ないが,添加Jtの増加と共に良好な発

育を示している｡FungilmperEecLlの菌株は1菌株 (FIhlo4)を除いて,他の菌旅は 3/552moln～

9552mol/1浪慶で対甲区上り発育が良好な状態を示している｡



群 4表 カビ発Jgに対する Saccharoseの影書

tH｢ -
0 1ノ3 5′3

lI.古書水産軌晶に発生,生書したカビに対する NaClの形f

さきに各種水産製品に発生,生育したカビを分離し報告書)したが.これらのカビに対する NaClの影事を

磯村した｡供託カt='は, エ'/JミヵFIPI味千晶 67笥抹

オ オナ ゴくん製 品 3 〟

ホタテ見抜くん製油謙晶 3 I,

タラ持味 くん製 品 2 〝

キ ウ 1) く ん 製 品 1

イ カ く ん 製 品 13 ･J



第 5表 カビ発育に対する KClの影書

Ⅰ 2の NaClの影Vの場合と同様,基本培地に NaCLを 0,1/5.52,3/5.52,5/552,7/552,9/552

InOl/l濃度になるように添加し,上記の供託カビを用いてカt=-発生の有無,発育状億の良否について観察検

討した結果は折6表のとおりである｡

第6表によれは,エ//1ヵ月弼妹千晶に発生の6菌株中,5菌株は NaClの添加により発育は良好にな

り,9/552mol/1漉度においても良好な発育状態を示し,他の1菌株は食塩添加且の相加にもかかわらず,

対照区と同程度の発育を示している｡オオナゴ輔製品に発生の3菌株中,2菌株はNaClの添加により発育

が良好になり,そのうちの1菌株は 3/552mol/1淡度以下の範囲内で菌株の発生は見られず,それ以上の
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yF6ホ 各確水産t品に発生したカビの発育に対する NaClのFU書

～＼ i*度 mol.1)
･･･ー､ 0 1552355255.5275529552 晃 書 取 品 種 頗 カビの塩類*
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=
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註)-Pe'';PcnLElllJW'IJJi A5♪,lls♪ergLlL''5品 -I/〟C,.lJLLCOr屈 FI,Fungllmpertecti

高濃度で発育が良好になっている｡

ホタテ貝往くん魁油淡晶に発生の3菌株は,3552mollでl菌株,5/552mol/)でさらに1菌株,7/552

mol/1濃度で3歯株とも発育が抑制され不良になっている｡タラ調味くん魁晶に発生の2菌株は,無添加の対

照区および 1/5.52TrLOl/Ii*齢こおいて発育は見られず,NaCI添加Jtの相加と共に発育が良好になってい

ち.キウリくん製Fnに先生の1簡株は.無添加の対照区で発育を見ないが,NaCl添加量の増加と料こ発育

は良好に7'L:っている｡イカくん製品に発生の13滴株のうち,8菌株は載い耐塩性を示し,9/552mol/tの濃

度において良好な発ffを示しているが.その他のIF独株は無添加の対照区で,著だ良好な発育を示している

にもかかわらず,1/552mol/1沸度において発熱 まかなり抑制され 3552moLIl淡度で発育は姐止されて

いる,他の菌株はNaCl添加によっても発育状態は射 ヒLlL:いものと.やや発育の劣っている菌株などが認

められる｡

これらのことから,粥味科使用の製品には.強い耐塩性の菌株が多く見られ, これ らの菌株の牡執土

AspErgJLlLLSJiが多く.次いで PEtZLE'/LHW'鳥,FunglImperlet.tlはl菌株認められるれ 大部分の

Fungllmperfecliは NaClに上り発育は仰臥 あるいは阻止されている｡
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考 暮

以上のbJ=柴を荊W)における砂糖上りの分*カビに対する武郎.および食塩の形■についての括柴と共rこ

検討し.その詮透皮性について1-寮すれば_'第7妾のとおりである 好事遠正睦お上び村落逮圧性のカビにつ

いて.着古は一応次の定点を仮説し.これを基串として供訳カビの染透Jf性について分双した｡

すなわち,好や適正性および耐詮議圧のカビは,木綿 に用いた基本培地に.糖軌および塩期を添加し,

添加しない対弧Eと洗扱区を比較し,対照区で供訳カビの発育は見られないれ あるいは発育してもごく不

良であり,添加旺*度においてもはばこれらと同程度の尭背状態であるが.添加Jtの増加と共に.一定の耗

&度に至るまで首しく発育状態の良好になるカビを好む透皮性のカビとした｡また,辞Blあるいは塩湖の添

加により,*添加のN.1甲区とその発育状農が変化なく,また,変化してもやや良くなる避妊か,あるいはあ

る程度の添加で発frが良好と認められるが,一定の高i*度で再び発育状態が低下し.対照区と変らない発育

度盛を示すカビを酎審議正性のカビとした｡

析73かこより見ると,Fl･′IIE'/Zl'L′′L属の菌株は殆んビーはt適性のカビと認められ,他のIs'近くの函掛lii

適正に軌 ､ものと認められた.JIspergL'LlLLS且の菌托においては鶴の曲操は好さ透皮性のカビと窪められ,

同率の'i古近くが耐幹遠正睦のカt:'で,残り15'の簡捷は参議に粥かつた｡Fungilmperfectiにあっては,13

菌株中.好参議正也のカビは1簡捷.耐普適正性のカビは3i塩練{･,他の9iBl株は幹遠圧に弱かったO

砂糖より分推した供託カビの発育に対して-詑糖および食塩などは,良好なる形Iを与える場合があるが,

それらは特性に品づくものか,蝉にさ適正に上る形書かについて牧村した｡その結果,添加物質の種掛まあ
まり粥孫がなく,単に物健化学的な藩遺臣の大きさにLn孫があるのではないかと推定辛れる.

本試験では計井,文献に上って培地に各物腰を添加した鶏舎の幹適正を推定したが,今井 ･剛)は,何ら

かの方法によって渉適正の共洲をし,藩適正の大きさを滋現する方が好ましいといっている0本試掛こおい

ても各添加物の速いにかかわらず,はば似た悌向を詑めたが.港文の健奴により多少,発育状態のずれがあ

るように見受けられた｡このような現象は溶質の渉適圧について計界伯と実際上とで.わずかながら差を生

じていることによるものでなかろうかと推察された｡

砂fih-上り分粒したカビの渉透正也にJ:り分けて見ると

好渉適正性のカビ 13曲托 (内,′lSPergll/I'S展 12歯椎,Fungllnl〉erlecu l菌株)

耐渉逮Lf性のカビ 36歯株 (内.Pe′JJctLEILLnL尻 18歯托,.lsperg'IELLS属 15菌株,FungLlmlXrTeel1

37'm托)

その他浄逮EEに弱いカビ ･14謀叛 (内,粍′LLCJ/lLLL'JJ属 4曲練,Aspとrg,LLLLS成 11笥陳. Fungl

lmperleL･119曲株)

である0

秒倍より分#した供武カビの従双別により渉遠正睦を見ると.好き透正也と思われる.カビは,殆んど

AsJ)L･,'glL/NSAziで.わずかに FungiImperleL･LL l菌株が詑められた｡ 射手逮正性と思われるカビは.

仲,'LlLI/LIL"L蟻および .4spt･rg'(LLLS尻が多く.殆んどを占め,FungHmpe'(ecl'は.わずかに3曲技認め

られた｡

好か適正性のカビと月.tわれる歯托の.発育促進に-Jl効な*度お上び粍EEdを%に換井して示すと,

DexIrOSe 30-5J%

S.1CdlaTOSe 57-798%

NaC1 5-9.5鬼

KC1 6.7-121%

である｡

また,検出JT7培地別に見た夢適正性のカビについて見ると

好き逮EE性のカビ･.PeptonAgar培地からの分Jl7日:A･･3菌株

･CEapekAgar培地 (庶糖60'Oo')からの分Jlカビ.- lo薗珠



第 7表 砂糖より分催したカt='の渉透圧性

荘) ● PA ,PeptonAgar培地, CA ,庶糖60%添加 Cz.lPek
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耐審透圧性のカビ PeptonAgar培地からの分*カビ 17菌株

CzapekAgar培地 (煮塘60g.I)からの分推カビ 19菌株

その他音速EEの弱いカビ PeptonAgar培地からの分*カt=' 11菌株

･ CzapekAgar培地 (放柑60%)からの分推力t='-3菌株

である｡

この結果に上ると,CzapekAgar培地 (R.唐6000')で坂出分片したカビ全てが,好さ適正性のカビとは

限らない｡すなわち,その他藩適正の弱いカビも認められた｡ また,PepこOnAgar培地より分片したカビ

のうちにも,好幹適正性のカビ3菌株.耐藩遺臣性のカビ17菌株が認められている｡

名機水産製品上り分粧したカビの港適正性を見ると.第8丑のとおりである｡

事 8表 名8L水産製品に発生したカビの藩適正性
穀 品 名 L先生カビ故
~藩遠Lfl

好 l耐 l 弱

1 1

すなわち,各種水産製品に発生,生育したカビの詮逮Lf性は,多くは好藩適正性のカビと認められ,il幹

遠EE性のカビおよび藩適正に弱いカビは少ないO 各iL水産製品のうち.内味iA皮の高い袈晶に発生,生育

したカt:'は,殆んと好藩遠正性のカビか,あるいはi3幹適正性のカビと思われる｡ これらのカビの種風 土

Aspe,.g,II"5屈が多く,次いで PcIL･rtl/･um属で,Fungllmperfectlのカビが少なく,砂糖よI)分離した

カビの好iB遠正睦.および耐藩逮正也のカビの撞煩と類似した傾向であることが見られた0

事 的

前掛 )の分軽カビおよび各便水産製品より分離したカビを供試カt:'として,藩遠圧性について検討し.好

港遠圧性のカビと耐藩透正也のカビを分耕した.また,これらのカビの発育にお上はす有効沸度と範囲も検

討を加え次の絵梨を得た｡

I) 砂糖より分*した供洪カビの発育に対して影fを与えるものは,培地の渉遠圧が密接な閑操があり,

添加物Eの唖涙にあまり関係がないように思われる｡

2) 砂糖より分推したカビの渉適正性は,好藩適正性のカビ13菌株,耐渉適正性のカビ36菌株を認めた｡

3) これらのカビの唖柄は,好藩適正性のカビでは AsperglllJJS展が殆んt'-C,その他 Fungllmperfecu

l菌株認められた 耐幹適正性のカビIiPe'〝rtll'tLJll展,.4sperg'IILLSJiが多く,FungLlmperfecllは少

なかったE,

4) 好さ遠圧性のカビと思われる菌株の発育促進に有効な沸度および範囲紘, DexLrOSe30-54/0.I,
SLICCharose57-798%,NaC15-95%,KC167-121% である.

5) 検出培地別に見た好藩適正性および耐淳適正性のカビは.C乙aPekAgar培地 (託糖60%添加)より
分片したカビが多いれ PepLonAgar培地より分#したカビのうちにも,これら好および耐音速正睦のカ

ビも認められる｡これに反し,CzapekAgar培地 (蕉糖60%添加)より分片したカt:'のうちにも,藩適正

性の弱いカビが認められた｡

6) 各社水産魁品より分Afしたカビの浄適正性は,殆んど好渉適正性か,耐渉適正性のカL='が多く認めら

れた｡これらのカビの牡助 士As♪C,･gllltI∫属が多く.次いで Pe,LLCtIlLLHN属で,FungHmperfectlのカ

ビは少なかった｡この偵向は砂糖より分推したカビと似た悌向である｡
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水 産 製 品 の カ ビに関 す る研 究

第 9報 カビ発育におよぼす脱酸素の影響について (1)

奥 田 行 碓

(函館水産筑敦萌)

StudleSOnFungiIsolatedfrom MarmeProducts

IX.Themfluenceofremovalofoxygenonthegrowth

offungiisolatedfrom sugarandsmokedsquid

YukioOKUDA

ltlSWeuknownthatlhegrowthoHungLISlnhlbltedbytheremovalofoxygenorunderthe

existenceOfmtrogengasorcarbonLCaCldgas

But.itisnot決ldomthatfunglarefoundgrowlngOntherrLarlneProductsinavacuumed

packageorundertheexはtenCeOfnlLrOgengas0rCarbonLCaCldgas

lnthepresentPaper,thedlflerenceofthegrolVthoHLngionmedLalnSealedcondLtionand

under(heremo､･alofox)･genlnthepresJenCe｡rglucoseaJldenzymeorpyroga)JIGaCldandcausLLC
sodawereexaminedtocomparewiththemedLamnormalcondlt10n.

TheresultsobtalnedaresummarlZedasfollows:

1)ThegrowthoftestEungLOnmedLaSealedLlghrly､vASStO､VerthanthatnnormalcondltlOn,

andthecolourofsporewasfaded

2)AttheremovalofexygenLnthepresenceofglucoseandenzyme,thegrowthoftestfungL

wasslowerthanthatonmedlaSealedtightly

3)AHheremol･alofoxygenlnthepresenceOIpyrogallLCaCldand caLISuCSOda,thegrowth

ofmostotlestfungiwerelnhlblLedforthree､Veek5.

4)ItisconjecturedlhaHhedifferenceofgrowthoftestfungiln一hepresenceOEen之)meand

pyrogaulCaClddependsontheirabLuty･tOrernO､･eOXygen

5)Attheremovalofox)genlnthepresenceofpyrogalllCaCldandcaustLCSOda,Lllegrowth

ofAsPerg･lLLISSpWasfoun(LabundantlyascomparedwllllPe,=C･llLtLlZtSPandFurLglLLnperfecll

6)Greatdlfference､va5notfoundbet､vecnthegrowthoHungllSOlatedfromsugaran(lthat

offungIISOhtedfromSmokedsquLd

洋 書

水産穀晶のカビ発育を防止し上うとする場合.添加物を使用する方法,拝空包袈あるいは窒素対談後.加

魚殺菌する方法などが試みられている｡これらの方法のうち添加物は水産製品ではイカ･タコくん製品,価

煮敷および.ねり野品のほかは使用を許可されておらず.加熱殺歯による方法は加かこよる見味の変化.肉

質の匪化などの認められる場合もあり,特殊の製品より行なわれがたい｡

水田1)紘,エッソ温くん晶などの貯戒性を祁めるため,缶3,7後脱気し炭酸ガスを加えて封農することを訳

ち,33-45%の水分Jtの動晶でも,カビ発生を5カ月以上防止し得ることを認めている｡一方,谷川2)は合

成樹脂包装の場合,脱気後宝崇ガスを封入したものは,ある程度のカt='発生を防止することができるが,加
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熱殺菌を伴わなければ.長期にわたる貯蔵は困難であることを述べている｡

カビの発育に転乗の必要なことは良く知られているが,その要求軌 1轟があり,カビの梗掛 こよっては,

漆在転乗や空気中のごくわずかな髄索のTFをにおいても,なお発育が認められるものがあるといわれている｡

前記両氏の報告が.ともに脱便乗状態におけるカビの発育阻止を試みながら,その結果に差異の認められ

ているのは,使用カt='の磯節,ガス封兼後における扶育転乗Jtの豊泉などが関連しているの.ではないかと考
えられる｡

本訴畝は,これらについての韮鞭的知見を縛るため,ビp*'ロールと節性ソ-タを用いて,培地を流しこ

んだ釈放管内の空気中椴索を除いた韻合のカビの発育状態を幌蕪するとともに,脱酸緊酵素を用いた場合の

カビ発育状態についても,あわせて険肘を加えたもの1:･ある｡

なお,供筑カビとして.著者らがさきにイカくん魁晶に付着しているものを分推したカビl)および佐藤4)

が砂糖より分離したカビを用いたので,両者の轟についてもあわせて検肘を加えた｡

本試験の突施にあたり,いろいろと脇力ないただいた当甥の佐啓凧夢 ･金光書 ･船岡梓革の各氏に感謝い
たします｡

放 牧 方 法

供託 菌 顕

さきに著者ら3)がイカくん製品より分推したカビおよび佐財 )が市内加工業者の使用している砂蛎より分

軒したカビを概カビとして用いた｡

拭 政 方 法

試験用培地としては】5%稔添加の C2Lapek培地を用いた,

培地を殺菌後,無菌函中にて滅菌就抜管に注入し.斜面培地を作製したのち四つのグルーブに分け,それ

ぞれ供訳菌類を既報の方法に準じて射線連珠したのち.次のごとく処理した｡

H
D

J.L.."
言

,1

〆ループl 紙牲のみの普通状態 (対的) 回A

グループ2 綿投上部を仏にて汝歯後,釈放管内に挿入する｡上部K脱踊綿を丸めて押入したのちコルク

俊にて管ロを密優し,さらにパラフィン液に浸して密封する0 -1･図B

グループ3 グループ2と同拙作にて脱脂綿を挿入したのも,これに0.4%酵紫波杜[)1cc,33%葡萄噺波

1ccを加えコルク栓およびバラフイソを用いて怒封する｡ ･囲C

グループ4 グループ2同様に脱脂綿を挿入後これに25%t:'pガロール液 1cc,10%苛性ソーダ絃1ccを

加えコルク栓およびバラ7イ1/を用いて密封する｡ ･ 回D

以上の処理を行なったものを27oCの恒温器中に貯寂し,3i当間にわたり状態の散薬を行なった｡

罷】) 脱鞭粟用酵素剤はデ7rキソソ (長猟産業動)を使用した｡木刊 】glま30oC.1分間に 10ccの駿東
吸収を示す活性度を有するものとされているA).
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艮■括果ならびに考事

前記の方法に基づいて27oC3通関培兼したのちの状態は第1-那4に'示したとおりである｡

これらの滋からも明らかなように,培地を適焚状掛 こおいた時のカビ先生が非常に良好ICある場合でも,

同じものを密封状1Bにおいて空気の補袷を絶つようにした時はカビの発-fqが非掛 こおそくなり.その発育凝

度も少なくなる｡また粒子に上る畠色を観察すると発色も少なくなり.菌株によっては着色しない状態も生

ずる.

さらにビ.,ガp-/L･と符性ソーダを用いて.密封容器内の戯架を扱いた場合,一部のカビは培地上に鼓か

に発生が認められるが,大部分のカビは発生が認められなかった｡

一方.同じEl的'C酸栄と葡萄糖を用いた場合は,対照上りはもちろんIriに密封した場合にくらべてもカビ

の発育はさらに苦くなり.また胞子に上る塁色も全く認められないか,ごくわずかより認められなかった｡

しかし,ど.'ガp-ルと苛性ソーダを用いて脱酸素を行なった場合はどカビの発生は阻害されなかった｡

これらの結果を歯托別に見た場合は,JI'JCOr属,FungiTmT)erfecLILi,ビp〟t,-ルと苛性ソーダに上

る脱酸架状態で発生は温められないし,PeJLLLLII'l'〝L属は釈放20歯抹中1株のみが痕跡的に認められるが.

他は発生が詑められていない.これらのカビに比較して,.4sJ･erg′JLLLS戊は,このような状掛 こおいても銑

跡的ではあるが発生の詰められるものが多く,21抹中5棟が発生を認められている｡

酵素と葡萄糖を用いて脱穀兼をはかった場合,I:'pガ.,-ルと苛性ソーダを用いた場合はどカビ発育阻止

に効果の認められない原田としては,空気中松葉のJtを消費するにじゅうぷんなだけの鮮兼二臣がなかったた

めと,その反応に基づく脱離乗作用が捷めてゆるやかなためカビの発生が行fJ:われたのち脱醸架状態になっ

第 1表 不完全-&JWIの発生遊興

対 照 密封のみ 酵索使用
t='pガp- ル
使 用

第 2iE LV LLCOr属の発生毒炎

鮒 のみ 棚 使用 品pか ~品
†十 日 +
≠汁 †† +



第 3表 PuLIEllLLELllJ尻の先生差異

対 照 密封のみ 辞兼使用
ビpガp-ル
使 用

たための二つの場合が考えられるが,ノチL/ソプリ1-を吸収させた和JILを挿入しておき.その脱色状世か

ら署内の脱鼓索状鞍を軽索した結果では,群索Jlが不じゆうぷんたため,署内のRi兼をじゆうぶん粥yF出来

なかったためと考えられる｡

つぎに.脱酸栗状態におけるカビの発生状況を.砂糖上り分推したカtごとイカくん製品に付 7̂せるカビと

について比較してみると.FungllmpモrEectlでは僻索使用により脱酸来した場合は,砂糖より分離したカ

ビはイカ煉製品に付苅していたカビにくらべて.やや発育が阻害され易いように思われ,tl'.'ガ.'-ル使用

では両者に差は認められない｡

pc'FlC'I/'NnL戊では,やはり酵素旺用による脱酸宗の切合,砂糖より分片されたカビがやや阻零され掲く.

ti'pガp-ル使用の切合でも痕跡的{･はあるが発生の認められるものがイカくん封品に付眉していたカビに

認められた｡

ASPL･'･g'IIL'S屈についても酵素使用の場合,FungilmperfccLlや PLJ′J,(･ll,〟′7L屈と同じような恢向が認

められた｡しかし,t='pガロール風胴の坊か 1二者にくらペて阻沓されにくいようで.砂酢より分推された

カt:･では15枚中2株.イカくん製品に付冶していたカビでは9扶中3株が損跡的発生が認められておる｡し

かし潮合いから見るとやはり砂糖より分片されたものが発fflと患いようである｡

ム上を稔揺すると,両者の問には大きな追いは認められないが,イカ珊製品に付着していたカビの方がや

や抵抗性の襲い較rTlがあるようである｡

これらの鞍児より見ると,製晶をじゅうぷんな脱酸素下におくときはカビの先帝を用当月那i】にわたり防止

LH.来るものと考えられるが,実用に利用する場合.脱酸来もしくは旭のガスとの樫換方R-が閉鎖になるo

いわゆる拝空包法においても.加然殺菌が行なわれないとカビの発生が認められることがあるが.この原

因としては.本包装においても完全只空の状.Qiは考えられず.また液中蘇在転業の扱圭は々えられIL:いから･

包炎中に穂苅が存在し,圧の状態から勲晶衣面の水分潔合がql加することと相まって･カt:'の先生が認めら
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第 4表 As♪erglLSLJL属の発生差兇

対 照 密封のみ 酵素朋 品pか ~品

れることがあるものと推察される､

炭酸ガスあるいは窒素ガスを用いて封殺する場合にも,同じように前払掛こおける貞空状態の限度と,匠

換されたガスの淡度がカビの発育に形Vをおよはすものと推定されるO

これらの場合,包装資材の通気臥 封庶務分の強弱如何もまた閲避性をもつものと考えられる｡

これらの点から々えて,単に横紙泊池哩のみにては,問題の解決は鋼姓と考えられるが,ガス月jkと共に

脱赦兼作用を有する鮮東を用いて封萩内残存丑禁を処理するならは,これらの欠点も相当徐去できるのでは

ないかと考えられるので,この点について引き続き実際面上り検討を加えたい

:こ し｣

15%鵬添加の C祖Pek培地を用い,通気状頓においた場合のカビの発生状態を対照として,簡対した壌

令,酵素と葡萄糖を用いて空気中丑崇をTFi坪させた場合.ピロガロールと苛性ソーダを用いて空気中点茶を

除いた場合におけるカビ発生状況を比軟検討した｡

得られた桔兵は次の如くであるD

uJ カビは密封培地上において発育は非軌こおそくなり,発育程度も少なく,かつ胞7-に上る墓色も少な

くなった｡

(2)群兼と葡萄特を用いて空気中の教条を梢焚させた場合,カビの発育状取まさらにおそくかつ少なくな

るが,先生の阻止されるものは少ない｡

t3) ti'ロガp-ルと苛性ソーダを用いて空気中の酸素を挽いた場合,ほとんど大部分のカビは発生が澄め
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られないが,一部のものは痕跡的ではあるが,発生が認められた｡

kl同じ上うな脱酸素下にありながら,lJ.1着の発生状態に点の著しいのは,ノテレンプ1)ユーの退色状況

から見て,群兼に上る酸素消費がふじゅうぷんlL:ことに基因するものと考えられる,

(5) カビの度萩別に見ると,_lJPerg'IL''∫j引王,他の Pe′tiH/lEW"t属.FungLTmperfeetlにくらべて脱

府兼下において先生の認められるものが多い｡

(6) 砂群上り分#したカビとイカくん淑晶に付着していたカビとでは.発生に著しい差は認められないよ

うである｡
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